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業務概要 

(ア) 業務の目的 

持続可能な社会を構築する上で、国民、民間団体等が行う環境保全活動並びにその促進のための

環境保全の意欲の増進及び環境教育が重要であることに加え、これらの取組を効果的に進める上で協

働取組が重要となる。 

「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」（以下「環境教育等促進法」という。）第

19 条において、「国は、国民、民間団体等が行う環境保全等を効果的に推進するため、情報提供や助

言、交流機会の提供等を行う拠点としての機能を担う体制の整備に努めること」とされており、同法

第７条で定める国の方針（以下「促進法基本方針」という。）により、環境省においては、協働取組

を構築・促進するための中核的な担い手として「環境パートナーシップオフィス（以下「EPO」とい

う。）」を全国に設置し、事業を実施しているところである。 

また、持続可能な社会の創り手を育成する ESD の推進のため、文部科学省と環境省が共同で全国

ESD 活動支援センター（以下「全国センター」という。）と８つの地方 ESD 活動支援センター（以下

「地方 ESD センター」という。）を設置し、第２期 ESD 国内実施計画に基づく ESD の全国的な展開、

支援体制の充実等を図るとともに、気候変動を切り口とした ESDの取組も進めていくところである。 

本業務は、中部地方 EPOが環境教育等促進法の規定する国の役割を果たすため、また地方 ESDセン

ターが第２期国内実施計画等を踏まえた役割を果たすため、全国の EPOと地球環境パートナーシップ

プラザ（以下「GEOC」という。）のネットワーク（以下「EPO ネットワーク」という。）を活用すると

ともに、中部地方の事情を踏まえて各種事業等を企画し、それを実施することにより、市民、

NPO/NGO、行政、企業等、社会を構成する様々な主体による協働・連携の取組を広げ、効果的・効率

的に環境保全活動、多種多様な環境施策への協力及び ESD活動等を活性化させることを目的に実施し

た。 

また、｢第５次環境基本計画｣（平成 30 年４月閣議決定）において提唱された、環境・経済・社会

の統合的向上を図る「地域循環共生圏」の考え方及び「地域課題を解決し、地域の魅力と質を向上さ

せる地方創生に資する脱炭素」をキーメッセージとして発信している「地域脱炭素ロードマップ」

（令和３年６月国・地方脱炭素実現会議決定）の考えに基づき、各地域が自立・分散型の社会を形成

しつつ、地域の特性に応じて資源を補完し支え合う取組を推進し、持続可能な地域づくりを通じて、

環境で地方を元気にしていくとともに、持続可能な社会を構築するための創造に取り組むことを目的

に実施した。 

 

(イ) 業務の内容 

様々な主体による協働・連携の取組を通じた環境保全活動等を活性化するため、市民、NPO/NGO、

行政、企業、金融機関等との連携を確保しながら、①環境教育等促進法の拠点としての推進、②環境

教育・SDGs/ESD の推進、③地域循環共生圏の創造の推進について、各種業務を行った。また、これ

らの活動状況等について、Web等を通じて広く発信した。 

具体的な事業内容については、次項（２）の運営協議会等において業務実施計画の検討を行った

上で、地方環境事務所と協議して決定した。また、当該業務実施報告は、EPO 中部のホームページに

おいて公表している。 
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(ウ) 実施業務 

第６期（令和３年～５年度まで）EPO中部においては、以下の点に留意した。 

① 地域循環共生圏づくりや SDGs 推進の支援にあたり、細やかな個別対応と、他の取組支援

等への汎用化 

② 独自または外部団体の指標ツールを活用するなどして、地域 SDGs評価機能を構築 

③ 多様なステークホルダーとの協働のためハブ機能を強化 

 

（１）業務実施計画（案）の作成 

・事業目標・事業計画、及び業務実施計画の作成・公表 

・定量的な達成目標（インプット・アウトプット）の設定 

 

（２）運営協議会等の設置・開催 

・「ESD/EPO運営会議」の設置・開催（オンライン、2回程度） 

・委員委嘱手続、連絡調整、会場手配・設営、当日の進行、議事録作成、旅費及び謝金の支

払い等の事務手続 

 

（３）基本業務 

①情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

ア．ホームページの更新及び維持管理（月２回程度） 

イ．収集・整理・蓄積した情報の発信（月１回程度） 

ウ．リーフレット等を活用した情報発信 

②相談対応・対話の場作り等 

ア．照会・相談対応、対応状況・内容の記録「相談対応票」（様式自由）の作成 

イ．対話の体制の構築（地域会合への参加・情報収集、講師依頼への対応） 

ウ．定例報告（業務日報、施設の運営・利用状況、相談対応票、EPO 中部が関わる審議会・委

員会・検討会・会議等一覧（他の団体が主体のもの）等の翌月当初報告） 

③施設の維持・管理 

ア．オフィスの防火・防災管理及び開錠・施錠管理 

イ．オフィス内の清掃作業含めた施設・設備の維持管理 

ウ．オフィス運営及び業務実施に必要な機材・消耗品等の確保 

 

（４）協働取組の促進のための業務 

①地域ネットワークを活用した協働取組の推進（フォーラム開催：1回、3時間、30名程度） 

②遠隔地(北陸・信越)の協働コーディネーターと連携した実践的取組の実施（１事例、２回程度、

各２時間程度、30名程度） 

③活動主体への活動の可視化支援とフィードバック（２事例に「活動見える化プログラム」活用） 

④活動主体等への情報・意見交換会の実施（協働コーディネーターによる情報・意見交換会：１

回、2時間程度、10名程度） 

⑤ローカル SDGs／地域循環共生圏のためのグループワーキング（1回、3時間程度、20名程度） 
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（５）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

①地域プラットフォームの環境整備支援等業務 

・伴走支援（月１回以上の採択団体との連絡）、地域循環共生圏づくりに資する情報提供等 

・年度当初に活動（継続）団体の事業目標及び年間計画などについてヒアリング、及びヒア

リング結果と支援計画等を GEOCへ提出 

・活動団体採択にかかわる意見照会への対応、制度設計への助言 

②中間共有会の開催（管区内（ブロック）別で 1回程度、２日程度） 

③地域循環共生圏プラットフォームステークホルダーミーティング業務 

・環境整備団体の活動を推進するためのステークホルダーミーティングの後方支援 

④GEOCが主催する会議等への参加 

・キックオフミーティング（1回、都内、2日程度、6月） 

・作業部会（2回程度、１回当たり 3時間程度、都内） 

・共有会（1回、3時間程度、オンライン） 

・共生圏 PF事業形成会議（1回、3時間程度、オンライン） 

・成果共有会及びネットワーキングイベント（1回、都内、2日程度、3月） 

⑤事業化支援団体の活動の情報共有（事業化支援団体の打合せに年３回程度参加） 

⑥卒業団体のフォローアップ調査 

・卒業団体のオンラインヒアリングの実施（1件程度）と GEOCへの報告 

⑦身近な自然資本の活用に関する意見交換会の開催（年 2回、30名程度） 

⑧グリーン社会実現に向けたステークホルダー連携促進事業 

ア．情報交換会やワークショップ等の開催のための支援及び開催運営業務（４回程度） 

イ．GEOC開催事業検討会議への参加（１回程度、３時間程度） 

 

（６）地方 ESD活動支援センター業務 

①中部 ESDセンターの運営・推進（第６期「中部地域 ESD推進計画」に基づいた施策展開） 

②ESD活動に関するネットワークの構築 

ア．ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催（１回、半日程度） 

・ポスターの電子媒体及び紙媒体での制作、主たるステークホルダーへの送付 

イ．SDGs学生サミットの開催（オンライン併設、１回、半日程度、20名程度） 

・第５期作成ツールを活用 

ウ．地域 ESD拠点等の ESD活動の支援 

・地域 ESD拠点等との間で情報共有やイベント協力等の連携、ESD活動の支援 

・ESD実践者等への情報発信や調整等 

・地域 ESD拠点の登録手続における全国センターへの情報提供等 

③全国 ESDセンターとの連携協力の推進等 

・地域 ESD拠点への年次アンケートの実施支援、全国センター及び各地方 ESD活動支援セン

ター間での情報交換、情報共有、下記会議への出席 

・作業部会（オンライン、２回程度、各半日） 

・全国・地方連絡会（オンライン、２回程度、各半日） 

・ESD推進ネットワーク全国フォーラム（オンライン、１回、１日） 

④自然資産等の活用による ESD促進 

・「自然資産を活かした地域・人づくり ESDダイアログ」の開催（１回、２時間程度） 

・ジオパーク、世界遺産、世界農業遺産等の自然環境地域の中から選定し、国立公園等と関

連づけた内容とする 
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⑤域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会の提供 

ア．活動計画の作成（テーマ設定、中核実践者・講師等の選定） 

イ．ノウハウの共有と推進に関する方策の検討 

ウ．交流者の参加募集 

エ．学び合いの実施：「学び合いの場」(２回)、「SDGs社会教育研究会 WG」(３回) 

オ．実践活動 

カ．報告：全国フォーラムでの活動結果の報告 

⑥「中部版 ESDワークブック」の公表 

⑦SDGsへ向けた ESD推進のための教育現場等の実態把握と連携強化 

ア．専門家への包括的ヒアリング（２時間程度、１回、大学教授級１名） 

イ．教育部局、教育委員会、現場の教員等へのヒアリング（２時間、２回程度） 

ウ．中小企業の経営者等を対象としたヒアリング（２回程度） 

⑧全国センターとの連携協力の推進等 

・第五次環境基本計画において提唱された「地域循環共生圏」を実現する人づくりに考慮し、

全国センターと連携協力する 

 

（７）ESD/EPOの行事を通じた行動の変容の把握 

①行動変容の把握：代表的な主催行事後、参加コアメンバーへの簡易的ヒアリング（電話、メー

ル等）を行い、今年度成果（行動の変容）を取りまとめる（６事例程度） 

②地域循環共生圏及びローカル SDGsの実践状況等の評価 

・地域 SDGs評価メニュー、プログラム等の情報収集 

・評価の試行的実践（2事例程度） 

 

（８）関係主体との連携及び協働に関する業務 

①中部地方環境事務所との協働による円滑な運営の確保、密接な情報共有及び意見交換 

ア．事務所担当官と業務の責任者による定期的な打合せ（月１回程度）、日々の業務について

の月次報告（様式自由）の作成・提出 

イ．外部評価委員会に必要な資料の作成等、第６期運営３か年の達成状況の自己評価 

ウ．中部地方環境事務所との連携による白書を読む会の企画協力（１回、３時間程度）、周知

協力、当日の運営サポートなど 

エ．全国ユース環境活動発表大会への参画（１回程度、半日）、審査委員の選定・報告 

オ．記者発表を希望する行事がある場合に必要な資料等の作成と事務所担当官への相談 

②全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター（全国・地方）のネットワークの活用及び連携 

ア．全国事業に関わる業務：パートナーシップタスクフォース（１回）、全国 EPO 連絡会議

（３回、都内２回、地方１回）への出席、及び関連会合への出席 

イ．地方 EPO ネットワークとの情報交換会：GEOC 主催・持続可能な地域づくりのための情報

交換会に参加（１回、都内、２時間程度） 

 

（９）外部資金を活用した事業 

 

（10）成果物の提出 

①四半期報告書の作成・提出 

②第６期概要報告書の作成・提出 

③年間報告書、及び概要版の作成・提出 
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(エ) 業務の実施概要（2024年 3月 18日時点） 

 
 

  

1 業務実施計画、達成目標の作成・公表 作成済み
→第１回運営委員会に諮

問
ウェブサイト掲載

2 運営会議
ESD/EPO運営委員会の設置・開催【オンラ

イン、2回】

第１回：6/19実施

議事録公開

第２回：2/6実施

議事録公開

3-1
ホームページ（EPO/ESD）の更新・維持管

理
適宜実施

3-2
収集・整理・蓄積した情報の発信

（メールマガジン配信、月１回）
毎月１回以上メルマガ発行

3-3 リーフレットの配布
約500部をイベント等で配

布・配架
在庫がなくなり、2024年3月に300部増刷

3-4
照会・相談対応、対話の体制の構築、施設

の維持管理
適宜実施

3-5 定例報告 月次報告書の提出

4-1
地域ネットワークを活用したフォーラム開催

【1回（3時間）】
2/16に地域循環共生圏フォーラムを三重県四日市市で開催

4-2
北信越の協働コーディネーターとの連携に

よる実践的な取組【2回（各2時間）】

長野県NPOセンター（協働

コーディネーター山室氏）

と連携

1/13長野市でワールドカ

フェ実施

2/4長野市芋井地区で

ローカルSDGsイベント実

施

4-3
活動主体へのフィードバック（活動の見える

化プログラムの活用）【2事例】

①長野県NPOセンターの

取組チャートを作成、

フィードバック

②PF丹南の取組チャート

を作成、フィードバック

4-4
活動主体等との情報・意見交換会【1回（2時

間）】
9/1に協働コーディネーター情報交換会を愛知県名古屋市で実施

4-5
ローカルSDGs/地域循環共生圏グループ

ワーキング【1回（3時間）】
11/6にローカルSDGs/地域循環共生圏セミナーを愛知県名古屋市で実施

5-1
プラットフォーム（PF２団体）支援：ヒアリン

グ、月１回以上の連絡等

PF丹南：4/26にヒアリング

実施

PF大町：4/27にヒアリング

実施

5-2
PF２団体のステークホルダーミーティング開

催の後方支援

PF丹南：2/1にミーティング

実施支援

PF大町：2/19オンラインイ

ベントのミーティング実施

支援

5-3 中間報告会【1回（2日間）】

5-4 事業化支援団体の活動の情報共有
①オンライン打合せに同

席：5/18、7/11、9/13

②現地打合せに同席：

8/28

5-5

環境省・GEOC主催会合への参加：キックオ

フM、作業部会【2回】、共有会、事業形成会

議、成果共有会

キックオフＭ：6/7-8参加

／共有会5/16出席

作業部会：①8/4、②2/9

予定／事業形成会議：

12/8出席

成果共有会：3/7-8

※EPO中部は3/7出席

5-6
卒業団体のフォローアップ調査；ヒアリング

【1件】

5-7
身近な自然資本の活用に関する意見交換

会【2回】

①信州の森フォーラムを

12/19開催

②企業の生物多様性勉強

会を1/26開催

5-8 ＳＨ連携促進事業【4回】

5-9 GEOC主催事業検討会議【1回】への参加 2/29会議に出席

11/9-10に福井県丹南エリアで実施

12/15にPF小布施（一般社団法人スマート・テロワール協会）をヒアリング　→ヒア

リング結果をGEOCへ提出

業務項目 実施・開催等の進行状況

業務実施計画の

作成

3 基本業務

アクセス数（PV数）：EPO：28,179件／ESD：11,249件

相談対応38事例／照会・相談対応等の延べ件数239

件／電話・メール対応161件／講師招聘24件／業務

打合せ：116件

来館利用件数：77件／来館者数：150人

事業実施日数：計249日

4

協働取組

の促進の

ための業

務

5

地域循環

共生圏の

創造推進

業務

①鳥羽会合1/16、②中部カンファレンス2/13、③奥三河会合2/14参加・提案、④

知多勉強会3/11実施済み
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6-1 第６期ESD推進計画に基づく施策 ESD推進計画（昨年度作成）を基に、適宜実施

6-2 地域ESD拠点等の活動支援 適宜実施

6-3
ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開
催【1回（半日）】、ポスター作成

6-4
SDGs学生サミット【1回（半日）】、チェックリ

スト等の活用

6-5
自然資源を活用した地域・人づくりESDダイ

アログ【1回（２時間）】

6-6-1
交流機会提供：ｱ)活動計画の作成、ｲ)ノウ

ハウ共有、ｳ)交流者の参加募集

ｱ）活動計画を作成して社

会教育WGに諮問して確定

ｲ）ノウハウ共有：6-10作業

部会に参加・議論

ｳ）チラシを作成して広報

展開

6-6-2

ｴ）学び合いの実施；学び合いの場【2回】、

SDGs社会教育WG【3回】、ｵ）実践活動、ｶ）

全国フォーラム結果報告

ｴ）学び合いの場：8/29、

9/4開催、研究会：6/14、

10/24、11/24実施

ｵ）実践活動：11/25に愛知

県常滑市で実践セミナー

を開催

ｶ）12/9全国フォーラムに

参加し、実施結果を報告

6-7 「(仮)中部版ESDワークブック」の作成・公表
6-6-2④で協議・検討しつ

つ作成、完成
印刷、ウェブサイト公開

6-8

教育現場の実態把握と連携強化：専門家【1

名（2時間）】／教育関係者【2回（各2時間）】

／中小企業経営者【2回】

専門家：金沢大学・加藤先

生に6/15ヒアリング実施

教育関係者：①高山工業

高10/28、②飯田女子高

12/1ヒアリング実施

中小企業：①ALSO6/28／

②おとうふ石川7/25ヒアリ

ング実施

6-9
全国センターとの連携協力（地域循環共生

圏への考慮）
適宜実施

6-10

全国ESDセンターとの連携；作業部会【2

回】、全国連絡会【2回】、全国フォーラム【1

回】に出席・参加

作業部会：①6/21出席、

②11/15出席

全国連絡会：①5/31出

席、②1/24出席

全国フォーラム：12/9登

壇・参加

7-1
行動変容の把握：行事参加者へのヒアリン

グ（3月中旬までに）【6事例】

7-2 SDGs実践状況等の評価【試行2事例】

①長野県NPOセンターの

活動評価を作成・フィード

バック

②PF丹南の活動評価を作

成・フィードバック

8-1
事務所担当官と業務の責任者とで定期的な

打合せ、日々の業務を毎月報告
月１回以上の定例打合せを計13回実施

8-2 外部評価委員会への対応

8-3
白書を読む会の企画、広報、運営サポート

協力【1回（3時間）】

8-4
全国ユース中部大会に参画【1回】、審査委

員の選定

審査委員の選定：杉浦委

員を推薦
中部大会：12/10出席

8-5 記者発表等報道対応

8-6
GEOC主催PSＴＦ会合【1回】／全国EPO連絡
会議【3回】／情報交換会【1回】への参加・

出席

PSＴＦ会合：8/4出席
全国連絡会：①5/30、②
10/18-19、③1/23-24出

席

情報交換会：12/22出席

9 適宜実施

10
地球環境基金：10/31説明
会実施

相談8件・コーディネート7
件実施

四半期報告書：①7/14、②

10/20、③1/26提出済み

第６期概要報告書：12/22

提出済み
年間報告書：3/29納品

6

中部地方

ESD活動
支援セン

ター運営

業務

業務項目 実施・開催等の進行状況

7
行動変容

の把握

①SH連携：鳥羽会合：、②長野ワールドカフェ、③地域循環共生圏フォーラムin北

勢、④ESDダイアログ、⑤実践セミナー、⑥社会教育ＷＧの関係者をヒアリング

8

関係主体

との連携
及び協働

に関する
業務

業務報告資料、自己評価シートを作成し、中部地方環境事務所へ提出

業務実施における旅費及び謝金等の支払い業務

外部資金を活用した事業；地球環境基金／愛知県環境学習

コーディネート業務

成果物の提出：第１～３四半期報告書、第６期概要報告書、年

間報告書（及び概要版）

9/21にハイブリッド方式（会場：愛知県名古屋市）で地域ESD拠点登録団体の会合
として実施

SDGs活動に取り組む6大学の学生チーム、SDGs未来都市３自治体が登壇する会

合を2/10開催

11/18-19に長野県伊那市（南アルプスジオパーク）で中部のジオパーク関係者が

集う会合を実施

7/1開催・白書を読む会を企画・広報展開・運営を実施

12/19開催・信州の森・里山フォーラムについて中部地方環境事務所から長野県

政記者クラブへリリース
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１ 業務実施計画の作成 

ア 作成した令和５年度業務実施計画 

①業務概要 
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②業務スケジュール 
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③定量的な達成目標（インプット・アウトプット）の設定 
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イ 業務実施計画の公表 

⚫ 作成した令和５年度業務実施計画については、ESD/EPO 運営委員会（第１回会議）に諮っ

たうえで、EPO中部ウェブサイトに掲載、公開した。 

⚫ 中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイトについても、EPO 中部ウェブサイトへの直リ

ンク見出し記事を掲載した。 

【EPO中部ウェブサイト】 

 
 

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイト】 
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２ ESD/EPO運営委員会の設置・開催 

ア 委員について 

⚫ 運営委員は、令和３年度に選定した次表の９名の委員に対し、継続して令和５年度の委員

としての委嘱確認を行った。 

 

【委員名簿】 

№ 分野等 地域 氏名 所属先 役職 

1 学識者／ESD 東海 伊 藤  恭 彦 名古屋市立大学 副学長 

2 学識者／学校教育 北陸 加 藤  隆 弘 金沢大学大学院教職実践研究科 准教授 

3 学識者／地域整備計画 東海 加 藤  義 人 岐阜大学工学部 客員教授 

4 協働コーディネーター 北陸 堺   勇 人 
一般社団法人環境市民プラットフォームとやま

（PECとやま） 

常務理事／ 

事務局長 

5 企業／福祉 東海 杉浦 真理子 株式会社アクト 代表取締役 

6 NPO／地域づくり 東海 田 辺  友 也 認定NPO法人まちづくりスポット 専務理事 

7 自治体 東海 濵田 一多朗 尾鷲市政策調整課 
調整監(SEAモデル

事業推進担当) 

8 企業／環境学習 北陸 水 上  聡 子 アルマス・バイオコスモス研究所  代表 

9 学識者／自然生態系 信州 水 谷  瑞 希 
信州大学教育学部 

附属志賀自然教育研究施設 
助教 

 

イ 会議の実施 

(ア) 第１回会議 

①日時 

⚫ 2023年６月 16日（金）13：00～16：00 

 

②開催方法 

⚫ オンライン会議（Webexミーティング） 

 

③出席者 

⚫ 運営委員：８名出席 ※加藤隆弘委員が所用により欠席 

⚫ 中部地方環境事務所環境対策課：縄野課長補佐 

⚫ 事務局（EPO中部）：福井理事長、清本事務局長、原、富田、小松 

 

④議事次第 

１．ご挨拶 環境省中部地方環境事務所 

２．本委員会設置要領について（変更なし） 

３．令和５（2023）年度の EPO 中部運営業務の実施計画について 

４．EPO 業務について 

(1) EPO 業務事務局案の説明 

(2) 意見交換 

５．ESD 業務について 
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(1) ESD 業務事務局案の説明 

(2) 意見交換 

６．その他／第２回委員会の日程調整等 

７．閉会 

 

⑤会議資料 

資料１：ESD/EPO 運営委員会設置要領 

資料２：令和５（2023）年度業務実施計画 

資料３：EPO 業務事務局説明資料 

資料４：ESD 業務事務局説明資料 

参考資料１：多様な主体の連携促進、交流機会提供 令和５年度活動計画 

 

(イ) 第２回会議 

①日時 

⚫ 2024年２月６日（火）12：00～15：00 

 

②開催方法 

⚫ オンライン（Webexミーティング） 

 

③出席者 

⚫ 運営委員：９名 ※加藤隆弘委員が所用のため 14時で退席。 

⚫ 環境省中部地方環境事務所環境対策課：曽山課長、縄野課長補佐 

⚫ 事務局（EPO中部）：福井理事長、清本、原、富田、小松 

 

④議事次第 

１．ご挨拶  環境省中部地方環境事務所 

２．ESD業務について 

 (1) ESD業務実施報告資料の説明 

 (2) 意見交換 

３．EPO業務について 

 (1) EPO業務実施報告資料の説明 

 (2) 意見交換 

４．閉会 

 

⑤会議資料 

資料１：EPO業務実施報告資料 

資料２：ESD業務実施報告資料 

参考資料１：ESDワークブック 

参考資料２：水谷委員の事前の質問と提言 

参考資料３：学び合いプロジェクト可視化マトリクス 

参考資料４：ESD・気候変動教育の推進について 

参考資料５：第２期 ESD国内実施計画（概要） 
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ウ 会議実施結果（議事概要）の公開 

⚫ 第１回及び第２回運営委員会の終了後に、会議の議事概要を作成し、各委員に確認した上

で、EPO 中部ウェブサイトに公開した。（中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイトにも

EPO中部ウェブサイトへの直リンク見出しを掲載した。） 

 

【EPO中部ウェブサイト】 
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エ 運営委員との業務における連携（主催イベントへの登壇・参画等） 

⚫ 運営委員との連携・協力して開催した主催イベント・会合等は下記の通りである。 

 

項目 主催イベント・会合／実施業務 関係した運営委員 

EPO 主催 

イベント 

9 月１日開催 

EPO 中部・協働コーディネーター情報交換会 

堺委員が協働コーディネーターとして

出席 

地 域 循 環 共

生圏づくりへ

の支援 

11 月９日開催 

中部ブロック中間共有会 
加藤義人委員、水上委員が出席 

ESD センター

主催イベント 

９月 21 日開催 

ESD 推進ネットワーク中部地域フォーラム 

加藤隆弘委員が登壇、堺委員が地

域 ESD 拠点登録団体として参加、水

谷委員がコメンテーターとして参加 

11 月 18-19 日開催 

ジオパークを活用した ESD ダイアログ 
水谷委員が登壇 

２月 10 日開催 

SDGs 学生サミット 

伊藤委員長が登壇、堺委員・田辺委

員・水上委員がファシリテーター登壇 

ESD学び合い

プロジェクト 

８月 29日開催・学び合いの場① 

９月４日開催・学び合いの場② 

11月 25日開催・実践活動（実践セミナー） 

SDGs社会教育ワーキング（全３回） 

堺委員、水上委員が登壇・運営、そ

の他企画・開催協力 

「ESD ワークブック」の作成（SDGs 社会教育

ワーキングでの検討） 

堺委員、水上委員がワーキング委員

として参画 
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３ 基本業務 

(1) 情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

ア ホームページの更新及び維持管理 

(ア) 更新・維持管理状況 

⚫ EPO中部では、環境保全、協働の推進、ESD、SDGs等に関わる情報を収集・整理・蓄積し、

行政機関の動き、公募・助成金情報、イベント情報等の発信を行っている。 

⚫ 収集した情報は、EPO中部及び中部地方ESD活動支援センターの各ウェブサイトにおいて、

次表の通り、記事の投稿・掲載・更新を行った。 

 

【EPO中部（http://www.epo-chubu.jp）更新実施表】 

月 
更新回数・

計 

更新コンテンツ 
EPO 中部の

お知らせ 

皆さんのお

知らせ 

スタッフのあ

れこれ 

EPO 中部と

は 
EPO 中部が

お手伝い 

お役立ち 

ツール 

その他（メル

マガ掲載等） 

4月 79 4 71 1 0 1 1 1 

5月 70 2 64 1 0 1 1 1 

6月 51 3 44 1 1 0 0 2 

7月 57 3 52 1 0 0 0 1 

8月 36 2 32 1 0 0 0 1 

9月 60 5 53 1 0 0 0 1 

10月 50 2 46 1 0 0 0 1 

11月 45 4 38 1 0 0 0 2 

12月 34 5 27 0 0 0 0 2 

1月 43 7 32 2 0 0 0 2 

2月 56 1 53 1 0 0 0 1 

3月 25 2 20 0 1 0 1 1 

計 606 40 532 11 2 2 3 16 

 

【中部地方 ESD活動支援センター（http://chubu.esdcenter.jp）更新実施表】 

月 
更新回数・

計 

更新コンテンツ 

センター概要 事業報告 
イベント＆

ニュース 
取材レポート 

コンテンツ紹

介 

地域 ESD 拠

点トピック 
その他 

4月 33 0 0 26 0 5 1 1 

5月 45 0 0 41 0 3 1 0 

6月 29 1 0 25 0 2 0 1 

7月 19 0 0 18 0 0 0 1 

8月 17 0 0 15 0 0 0 1 

9月 28 0 0 25 0 0 3 0 

10月 16 1 0 14 0 0 1 0 

11月 24 0 0 22 0 1 1 0 

12月 24 0 0 20 0 0 1 3 

1月 23 0 0 19 0 0 2 2 

2月 18 0 0 13 0 0 4 1 

3月 9 0 2 5 0 0 1 1 

計 285 2 2 244 0 11 15 11 

※ いずれも「3月」の数値は 3月 18日時点で集計を行った。 
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(イ) ウェブサイトのアクセス数（ページビュー数） 

【EPO中部ウェブサイト】 
※ 2020 年度に実施した EPO 中部ウェブサイトのリニューアルの際に、アクセス数の照会元を Google アナリティクスに移行した。（従来

の照会元であるサーバー会社によるアクセスレポートが特殊なシステムでページビュー数を集計していたため、一般的なページ

ビュー数を把握できるGoogleアナリティクス参照に変更した。） 

照会元 Googleアナリティクス 参考）サーバー会社のアクセスレポート※ 

年度 2023 2022 2021 2020 2019 2018 2017 

4 月 2,440 2,133 3,310 24,015 66,930 59,319 19,311 32,869 

5 月 2,374 2,197 2,965 16,148 56,664 30,280 18,382 37,951 

6 月 2,942 1,983 3,574 21,314 61,297 29,150 20,060 27,827 

7月 2,324 2,125 2,579 29,566 52,720 34,314 18,763 19,752 

8月 1,808 2,387 2,203 25,428 43,742 38,479 17,688 25,807 

9月 1,752 1,883 1,923 24,902 43,419 72,087 14,795 34,714 

10月 2,029 2,413 4,015 34,750 42,768 75,127 16,176 24,051 

11月 2,474 2,873 2,791 48,487 38,630 102,551 16,289 18,034 

12月 2,745 2,852 2,271 45,615 35,352 182,209 31,808 23,287 

1月 3,077 3,911 2,132 65,535 23,878 107,374 39,694 31,568 

2月 3,114 3,075 2,800 65,552 14,677 61,384 21,378 35,860 

3月 1,100  3,302  1,622 74,440 21,593 67,883 44,972 23,308 

計 28,179  31,134  32,185 475,752 501,670 860,157 279,316 335,028 

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイト】 

照会元 Googleアナリティクス 

年度 2023 2022 2021 2020 2019 2018 2017 

4 月 938 1,057 1,115 1,165 618 595 未開設 

5 月 997 1,030 1,368 648 828 857 未開設 

6 月 890 1,026 1,324 1,620 955 1,301 未開設 

7月 1,184 1,025 1,272 1,164 832 795 684 

8月 1,326 1,331 811 827 1,111 1,144 298 

9月 1,149 963 872 797 1,232 818 295 

10月 902 775 1,463 1,179 1,192 904 366 

11月 997 949 1,240 950 1,064 1,085 325 

12月 606 761 1,302 1,420 1,139 879 287 

1月 724 623 1,052 1,183 841 841 362 

2月 1,034 861 1,025 1,080 1,181 641 1,343 

3月 502  337 731 1,099 1,258 752 897 

計 11,249 10,948  13,575 13,132 12,251 10,612 4,857 

※ いずれも「3月」の数値は 3月 18日時点のデータで集計を行った。 
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イ メールマガジンの作成及び発行 

⚫ 収集した公募・助成金情報、イベント情報等を整理し、毎月第 2 火曜日発行のメールマガ

ジンに掲載し、次の通り、定期配信を行った。 

⚫ なお、発行済みメールマガジンのバックナンバーは、EPO 中部ウェブサイトに掲載してお

り、閲覧が可能である。（https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine） 

月 号 発行日 
発行 

部数 
記事数・計 

掲載記事数 

冒頭部※ 
イベント 

関連 

ツール・コン

テンツ 

助成金・ 

表彰等 
その他 

4 月 166 号 4/11 748 24 1 7 5 7 4 

5 月 167 号 5/9 750 30 0 13 5 8 4 

6 月 168 号 6/13 753 36 4 12 3 14 3 

7月 169 号 7/11 763 30 1 13 2 12 2 

8月 170 号 8/8 757 35 2 13 0 16 4 

9月 171 号 9/12 758 31 2 12 3 13 1 

10月 172 号 10/10 754 31 5 15 2 9 0 

11月 173 号 11/14 752 29 5 10 2 12 0 

12月 174 号 12/12 752 31 4 12 3 12 0 

1月 175 号 1/9 746 24 4 11 2 6 1 

2月 176 号 2/13 744 27 5 15 1 6 0 

3月 177 号 3/12 721 25 6 7 2 8 2 

計 353 39 140 30 123 21 

※「冒頭部」の記事は、中部地方環境事務所及び EPO中部の主催イベント等のお知らせ記事となっている。 

 

ウ リーフレットの配布 

⚫ 年度当初に在庫としてあった約 200 部の EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターのリー

フレットを、業務関係者との顔合せ、講師等として招聘されたイベント・会合、ブース出

展、相談・照会対等の際に配布したほか、EPO 中部オフィスへの来館者用に配架を行った。

（※リーフレットは 2021年度作成原稿を引き続き使用。） 

⚫ 2023年８月に在庫がなくなったことから 300部を増刷し、さらに 2024年２月末までに在庫

が全てなくなり、今年度内に計約 500部を配布した。また、2024年３月にも 300 部増刷し

た。 

 

(2) 相談対応・対話の場づくり等 

⚫ EPO 中部もしくは中部地方 ESD 活動支援センターへの相談に対し、面談打合せや資料・情

報収集、マッチング作業、連絡・調整などの対応を行った。その照会・相談等の案件数は、

次表の通りである。 

 

※ 以降の「３月」の件数は、いずれも 3月 18日時点で集計を行った数値である。 

 

  

https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine
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【照会・相談・打合せ対応件数】 

区分 

ア 照会・相談対応 イ 対話の体制の構築 ア＋イ 

① 

相
談
に
対
し
支
援
対

応
等
を
行
っ
た
案
件
の
事

例
件
数
※
１ 

照
会
・
相
談
対
応
等
の
延

べ
件
数 

（
左
記
①
案
件
事
例
へ
の
対

応
延
べ
件
数
も
含
む
） 

 

(

ア)

会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
等

地
域
活
動
へ
の
招
聘 

(

イ)

そ
の
他
打
合
せ
や
地

域
主
体
と
の
意
見
交
換
等 

対応件数

総計 

来
館
件
数 

延
べ
件
数

※
２  ③ 

メ
ー
ル
・ 

電
話
に

よ
る
相
談(

広
報
依
頼

等) 

延
べ
件
数
※
２ 

② 

相
談
・
照
会
、

資
料
配
架
依
頼
等 

会
議
利
用 

4月 7 22 11 6 5 11 1 7 30 

5月 2 17 5 4 1 12 1 14 32 

6月 5 16 6 4 2 10 4 10 30 

7月 6 22 10 6 4 12 2 12 36 

8月 5 31 12 7 5 19 1 12 44 

9月 1 18 7 3 4 11 1 9 28 

10月 1 26 7 3 4 19 1 11 38 

11月 0 20 3 1 2 17 3 5 28 

12月 3 25 7 2 5 18 2 10 37 

1月 2 15 2 1 1 13 3 14 32 

2月 4 22 7 1 6 15 4 10 36 

3月 2 5 1 0 1 4 1 0 6 

計 38 239 78 38 40 161 24 116 379 
※１）事例件数：最初の連絡から対応終了までの（その間の連絡・打合せ等を含めた）案件ごとにカウントした数となっている。 

※２）延べ件数：同じ案件・用件での来館、メール・電話等であっても、個別に回数をカウントした数となっている。 

 

ア 照会・相談対応 

①相談に対し（広報協力以外の）支援対応等を行った案件 

⚫ 相談に対して支援対応等を行った案件数・事例数は下記の通りである。 

【相談件数の合計、相談方法別件数】 

 相談件数・計 
相談方法 

電話 メール 来所 その他 

4月 7 3 3 1 0 

5月 2 1 0 0 1 

6月 5 1 2 1 1 

7月 6 1 1 1 3 

8月 5 1 1 1 2 

9月 1 0 0 1 0 

10月 1 0 1 0 0 

11月 0 0 0 0 0 

12月 3 1 0 1 1 

1月 2 0 1 0 1 

2月 4 2 1 1 0 

3月 2 0 2 0 0 

計 38 10 12 7 9 
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【相談主体別の相談件数】 

 

相談主体の分類 

学校・教

育機関 
大学関係 自治体 

その他行

政機関 
企業 

業界団体

等 

NPO・

NGO 
協同組合 メディア 

その他事

業主体 

独立行政

法人等 
その他 

4月 0 1 2 1 1 0 2 0 0 0 0 0 

5月 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 

6月 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 

7月 0 2 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 

8月 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 1 

9月 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 

10月 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 

11月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

12月 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 

1月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2月 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 

3月 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 

計 1 5 9 1 7 0 5 0 0 6 0 4 

 

【相談に対し EPOが行った支援内容の件数】 

 

EPO による支援内容分類 

SDGsの概

説・事例紹介

等 

講師等人材

紹介 

教材・ツール

の紹介・提供

等 

環境省事業・

EPO業務の

問合せ回答 

その他情報

の提供 

ESD・授業等

教育関係の

個別対応 

イベント・会

合ほか事業

の企画運営 

後援等名義

使用 
その他 

4月 0 2 0 1 0 1 0 1 2 

5月 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

6月 2 0 1 1 0 1 0 0 0 

7月 1 1 0 0 3 0 1 0 0 

8月 0 1 0 1 0 1 1 0 1 

9月 0 0 0 0 0 0 1 0 0 

10月 0 0 0 0 0 1 0 0 0 

11月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

12月 0 0 0 0 0 1 1 0 1 

1月 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

2月 0 0 1 0 2 0 0 0 1 

3月 0 1 0 0 1 0 0 0 0 

計 5 5 2 3 6 5 4 1 7 
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【具体の相談内容と EPOによる対応内容】 

№ 受付日 相談者 相談内容 対応内容 事後報告 

1 4月3日 自治体 ・座談会に登壇してほしい。 ・職員派遣を前提に内容検討のため来所説明を当方より依頼。 

・4/5に来所、内容を協議。6/11PM開催の講座のうち前半座談会への登壇了承。 

・5/11オンライン打合せを実施 

・6／11座談会実施 

参加者へのメッセージの

依頼があり、300字の原稿

を送付した。 

2 4月10日 企業 ・PF事業の新聞記事作成にあたり、中部

の事例について情報交換したい。 

・4/10に電話で依頼があり、後日に担当者と日程調整の連絡の遣り取りを行った。 

・4/18に意見・情報交換を実施。先方から、作成する新聞記事の掲載紙（2024年２月から４回連

載予定）等について教えていただき、EPOからはPF小布施、PF七尾についての取組内容、経

緯、担当者・連絡先等に関わる情報提供と、関連資料の提供等を行った。 

－ 

3 4月18日 自治体 ・5/31シンポのコーディネーター登壇につ

いて打合せしたい。 

・4/19来所、他の登壇者等の内容について共有打合せ。 

・5/29当日の進行の打合せ。 

－ 

4 4月18日 大学関係 ・7/12に大学院の授業でローカルSDGsの

話題提供をしてほしい。 

・依頼を了承。詳細は別途打合せ。 － 

5 4月20日 NPO・NGO ・複数の地域ESD拠点が共催するイベント

の後援依頼をしたいので教えてほしい。 

・全国センターの窓口と申請方法についてメール連絡。 － 

6 4月21日 その他行政

機関 

・例年行っている愛知県ユネスコスクール

支援会議の委員にお願いしたい。 

・対応を了承、委員として参加 

・日程調整の結果6/9に開催決定 

－ 

7 4月24日 NPO・NGO ・昨年度も実施した高校生のインターン受

け入れについての依頼。 

・4/24に電話で依頼があり、同日にメールで依頼書が送付されてきた。中部地方環境事務所に

確認のうえ、受入可能と回答。 

・5/24先方が来館して打合せを行い、実施要項等について協議・確認を行い、受入日程（計４日

間）を設定した。 

・７月に受け入れ学生が決定したとの連絡あり。 

・学生たちは、 

8/21：一日目にオリエンテーション実施。 

8/23：二日目にアサヒ飲料主催のSDGsフォーラムに参加し、取材レポートを作成。 

8/29：三日目に学び合い②を聴講、感想レポートを作成。 

8/30：四日目にEPOにて内勤し、二日目、三日目のレポート記事を作成。 

－ 

8 5月8日 企業 ・SDGsフォーラムへの出展依頼。 ・5/8に電話、メールで依頼あり。 

・5/15に来館して打合せ。ブース出展にあわせて、弁論大会講評も追加依頼あり。 

・5/29正式に出展申込を申請。 

・8/23イベント当日、ブース出展、弁論大会講評に対応。高校生インターンによるほかの学生

ブース取材等も実施。 

－ 

9 5月25日 自治体 ・SＤＧｓ評価についての意見交換 ・先方からの借用資料の返却に合わせ、意見交換。SDGs指標物語について説明。 

・名古屋市のSDGs事業で、チェクリストや見える化Pを用いて分析を行っているとのことで高評

価をいただく。 

・ツールの活用事例につ

いて共有を希望した結果、

様々な事例を受領。 

・公開可との言を頂く。 
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№ 受付日 相談者 相談内容 対応内容 事後報告 

10 6月1日 企業 ・企業から、新入社員研修でのSDGs講座

等についての実施支援の依頼相談があっ

た。 

・３月末にEPO九州を介して紹介があり、先方とオンライン打合せを実施。6/28予定の新人社員

研修でのSDGs理解支援の依頼があった。 

・6/1に改めてメール連絡があり、EPOへ来訪されての打合せを設定。 

・6/12打合せの結果、チェックリストを用いた講座を開催することで調整。 

・6/28SDGs講座実施 

－ 

11 6月15日 その他 ・全国地球温暖化防止活動推進センター

主催の中部ブロック会議でEPO中部の紹

介をしてほしい。 

・7／7開催のブロック会議の対応を了承。 － 

12 6月18日 大学関係 ・四日市市での気候変動の講演講師を引

き受けていただけないかとの依頼あり。 

・対応を了承。10/24、11/4を候補日として先方と調整。 

・日程調整がつかず、今回は断念。 

－ 

13 6月22日 その他 ・温暖化防止連絡会議で気候変動教育の

話題提供をしてほしい。 

・対応を了承。 － 

14 6月28日 企業 ・新入社員研修に使えるSDGｓカードゲー

ムはないか。 

・金沢工業大学のカードゲーム、無料ダウンロード版を紹介した。 － 

15 7月7日 NPO・NGO ・脱炭素チャレンジカップの応募団体を紹

介してほしい。 

・長野県適応センターのプロジェクトで行った辰野高校の探求学習の事例を紹介した。 － 

16 7月10日 その他 ・気候変動フォーラムの企画を手伝ってほ

しい。 

・愛知県気候変動適応センターとのコラボレーションフォーラムについて企画を提案。 

・2024年1月11日開催決定。 

・7/26に適応センターとの打合せに参加。ディスカッションのコーディネーター役を行うことを了

承。 

・8/23名古屋大学坪木先生訪問、企画内容説明。 

－ 

17 7月16日 大学関係 ・EＰＯ中部の取組について紹介してほし

い。意見交換をオンラインでお願いした

い。 

・対応を了承8/8にオンラインミーティングを設定。 

・オンラインミーティングにて、情報提供、意見交換。 

－ 

18 7月12日 大学関係 ・松本大学健康首都会議の環境セッション

の企画を手伝って貰えないか。 

・里山ウェルネスの事例を紹介し、連絡を仲立ちした。 － 

19 7月18日 自治体 ・脱炭素の施策検討について相談に乗っ

てほしい。 

・必要に応じて来所いただき情報交換を行うこととした。 － 

20 7月26日 企業 ・SDGsの取組をなにをやったらよいか相

談したい。 

・8月1日午後に来所、面談の予定をセット。 

・リース業がシェアリングエコノミーであり、SDGs実現の優位性ポテンシャルがあることを中心に

意見交換。 

・企業向けSDGs取組サービスを展開している一般社団法人中部SDGsセンターを紹介。 

－ 

21 8月4日 その他事業

主体 

・11－12月開催のシルバーカレッジで都市

に関わる環境問題についての講演、ワー

クショップの企画を手伝ってほしい。 

・名大名誉教授とEPOスタッフが組んで講演とワークショップ対応する内容で企画を進めること

で、先方に提案。 

・8/30先方と電話打合せ、日程調整を進める。 

・日程調整の結果12/8に実施決定。 

－ 



 

 

 

24 

№ 受付日 相談者 相談内容 対応内容 事後報告 

22 8月8日 学校・教育機

関 

・昨年度も実施したSDGs授業の依頼。 ・対応を了承、詳細は別途協議。 

・実施日は11/27に決定 

・10/31内容についてオンライン打合せ、プログラムは前年度と同様とするが、クイズは少し高度

なものにすることとする。 

－ 

23 8月9日 その他事業

主体 

・次年度PF事業に応募したいため、情報

収集、意見交換などの対応を依頼したい。 

・PF事業は今年度でいったん終了するが、後継事業が検討されている旨を情報提供。 

・三重県内での資源循環系テーマでの取組での応募を想定されており、自治体等の具体のＳＨ

とも連携済みであるとのこと。 

・相談者がＥＰＯ中部・協働コーディネーターであるため、9/1協働コーディネーター情報交換会

の場でも中部事務所との意見交換が可能であることをお伝えした。 

－ 

24 8月13日 その他 ・令和５年度北陸ＥＳＤ推進連絡協議会の

委員の就任を要請された。 

・中部地方ESDC担当が対応。 

・年3回のオンライン会議に出席予定。 

－ 

25 8月31日 NPO・NGO ・地域循環共生圏をテーマにした勉強会を

開催したいため、講師を依頼したい。 

・8/31に来館して相談があり、関連資料・情報を提供のうえ、EPOスタッフ登壇でお引き受けをし

た。後日に詳細が決まりしだい、改めて連絡いただけるとのこと。 

・9/19にシンポジウムの開催日（10/28）、チラシ案等が届き、打合せの設定依頼があった。 

・9/22打合せを実施。 

・9/25プロフィール提出依頼あり。 

・9/27登壇骨子の提出の依頼あり。 

・10/23登壇者打合せを実施。 

・10/28シンポジウムに登壇し、地域循環共生圏について概説。 

・11/6質問状への回答依頼の電話・メール。 

・10/30に御礼の電話があ

り、参加者数は少なかった

ものの、参加者の反応が

非常に好評であったとの

お知らせをいただいた。 

・11/4問答集の回答例作

成を依頼され、作成のうえ

送付。 

26 9月19日 企業 ・環境活動への参加を検討しており、企業

による参画が可能な活動を紹介してほし

い。 

・9/19にメールで依頼があり、10/5に詳細についての打合せを設定。 

・10/5来館。愛知県内で協働できるNPO等の活動紹介の依頼、相談をうける。「なごや環境大

学」の冊子、NPO出展環境イベント等の関連資料を提供し、まずは気になった活動・団体のイベ

ントにいくつか参加し、その中から社員数十名で参加できそうな活動、及び協働できそうなNPO

を探すことを薦めた。また企業のCSR等においてSDGsを標榜する上での注意点などについて

意見交換・情報提供を行った。 

－ 

27 10月11日 NPO・NGO ・名古屋市立高針台中学校1年生向け講

座講師役を依頼したい 

・1学年を7つに分けてSDGsに関する専門家の話を聞くという企画内容で、その一つの行政の部

分を担当してほしいとのこと。 

・講師派遣を了承、１０/３０に来所打合せ。SDGsを身近にする内容のクイズとワークショップを

実施することとする。、 

・11/28講座実施。31人参

加。 

・12/6こどもたちのお礼と

感想文をメールで受領。 

28 12月5日 自治体 ・市町村の職員向けに環境学習の推進に

関する講座を実施したい。講演とワーク

ショップをお願いできないか。 

・対応を了承。日時は2月1日13:30～17:00で調整。 

・協働連携をいかに進めるかをテーマで講演とWSを実施する。 

・作成中のESDワークブックの内容活用をj実施。 

－ 

29 12月7日 自治体 ・1/20開催の学倫IIDA（長野県飯田市）の

セッションに、中部大学、松本大学と連携

している事例発表に参加してほしい。 

・対応を了承。連携研究実践事例の内容を共有。 

・12/27実施要領とチラシ受領 

・1/10関係者と当日進行等の内容をオンラインで打合せ 

・1/20学輪IIDA公開セッションに参加、発表。 

－ 



 

 

 

25 

№ 受付日 相談者 相談内容 対応内容 事後報告 

30 12月13日 その他事業

主体 

・オンラインの公開セミナーでSDGsやESD

について講演を依頼したい。 

・対応を了承。12/14にオンラインで打合せ。 

・実施日時は3/117:00～17：30で調整。 

・2/28事前打合せ 

・子どもの保護者、教育関係者、一般市民を想定した30分の講演を実施。 

－ 

31 1月12日 自治体 ・SDGsまちづくり事業について2月9日（金）

成果報告会でEPOのSDGs分析表と使い

たい。作成する案について助言いただけな

いか。 

・対応を了承。分析表作成案送付を待機。 

・1/15に分析チャート案を受領、使い方について特に問題なく、事例として用いたいと返信。 

・事例として用いることに了解いただいた。 

・1/30電話・メールでSDGsまちづくり推進事業報告会のチラシをメール送付いただき、後援名義

使用と広報協力の依頼があった。→ＥＰＯのwebサイト、Facebook、Instagramに記事を投稿。 

・事例として第2回運営委

員会参考資料として添付。 

・2/9成果報告会にオンラ

イン参加、活動見える化プ

ログラムの活用報告視聴 

32 1月20日 大学関係 ・学生が動物園をフィールドとしたSDGｓの

取組を企画したいがいいアイデアはない

か。 

・北海道ESDCが気候変動教育を動物で企画する取組をしているので関連情報をヒヤリングす

る旨回答。 

・1/24ESDC連絡会で北海道C担当にヒヤリング。 

・1/29事例資料を受領。事例資料を提供と同時にオンラインで説明およびアドバイス。 

－ 

33 2月6日 企業 ・県の環境学習ポータルサイトへの登録活

動・団体を増やしたいため、協力いただき

たい。 

・2/6来所して業務打合せを行った際に相談あり。 

・対象県内の活動者等へ案内すること、広報協力を行うことなどを回答。 

－ 

34 2月10日 その他事業

主体 

・越前市立の小学校でESD活動を行ってい

るが、発表の場がないか。 

・北陸ESD推進コンソーシアムのHP情報をメールで提供。交流会等もあるので連絡っをとってみ

ることを提案。 

－ 

35 2月13日 自治体 ・R6年度SDGsまちづくり事業のプロポーザ

ル委員をお願いできないか。 

・対応を了承。4月下旬～5月に審査を行うスケジュールで打合せを進める。 － 

36 2月21日 その他事業

主体 

・ESDワークブックをメンバーに配布したい

がもらえないか。 

・取り急ぎ研究会メンバーに10部ずつ送ることで対応。 － 

37 3月6日 自治体 ・市の環境審議会の委員へのEPO職員に

よる就任は可能か。 

・3/6にメールで連絡あり。引き受け可能であるが、次年度のEPO運営受託に係る企画競争が

行われているタイミングであるため、可否についての回答を保留したい旨を返信した。受託等の

確定後に再連絡することになった。 

－ 

38 3月11日 その他事業

主体 

・名古屋市の会員企業からボランティア活

動をしたいとの要望があったため、受け入

れてくれそうな団体を紹介いただきたい。 

・3/11メールで依頼があり、翌3/12に藤前干潟クリーンアップ大作成などの該当するイベント、

団体、ボランティア情報提供サイトなどを返信した。 

－ 
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②来館による相談・照会、資料配架依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4月 6件 

・気候危機をテーマにした座談会への登壇依頼 

・環境省・GEOCとの情報交換 

・東北 EPOとの情報交換 

・PF事業関係者との意見交換 

・5/31シンポジウムのコーディネーター登壇について打合せ 

・情報収集 

5月 4件 

・自治体の方から後任紹介の挨拶等 

・企業から SDGsフォーラム開催（出展）に関する相談 

・高校生インターン受入の打合せ 

・自治体とシンポジウム進行について打合せ 

6月 4件 

・企業の SDGs研修について相談 

・同時解決事業採択団体の方と情報交換 

・情報収集 

・挨拶立寄（国立研究開発法人の方） 

7月 6件 

・JCCCAの方に EPO紹介、意見交換 

・情報収集（2件） 

・自治体から温暖化に関する相談 

・防火対象物定期点検・防災管理点検 

・EPO中部前任担当者立寄り 

8月 7件 

・企業から SDGsに関する相談 

・情報収集 

・NPOと高校生インターン受入れの打合せと書類確認 

・高校生インターンシップ受入（2件） 

・事務所のインターン大学生の訪問、EPO紹介等 

・地域循環共生圏についての相談 

9月 3件 

・新次長によるご挨拶 

・セブン財団と地方 EPOとの意見交換 

・情報収集 

10月 3件 

・企業から環境維持・保全活動に関する相談 

・新次長によるご挨拶 

・NPOから中学校での SDGs関連授業に関する相談 

11月 1件 ・情報収集 

12月 2件 
・自治体から環境学習に関する研修について相談 

・資料・情報収集 

1月 1件 ・情報収集 

2月 1件 ・元協働コーディネーターがご挨拶に立ち寄り 

3月 0件  

計 38件 

 

③メール・電話による相談、問合せ、広報依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4月 11件 

・自治体から気候危機講座の座談会登壇者（職員派遣）について相談のメール 

・自治体から環境イベント実行委員会への出席依頼に関する電話及びメール 

・教育機関の方から前受託団体スタッフについて問合せの電話 

・NPO法人から森林ボランティアの募集にかかる広報協力依頼のメール 

・PF事業事例の新聞記事掲載にあたっての情報交換の依頼の電話 

・塾から揖斐川に関する教材(前受託団体作成)について問合せの電話 

・自治体から後援依頼の電話及びメール 

・学生から環境関係のフリーペーパー配架依頼についてのメール 

・大学から学生団体提案事業にかかるクラウドファンディングについて広報協力依頼のメール 

・自治体からユネスコスクール支援事業についての電話 

・NPO法人から高校生インターン受入について問合せの電話及びメール 

5月 12件 

・NPO法人から助成事業第三者活動評価の依頼に関する問合せのメール 

・自治体から環境課題を解決する研究生の募集について広報依頼のメール 

・自治体から講座募集の広報協力依頼のメール 
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月 件数 相談・問合せ内容 

・企業から SDGsイベント開催（出展）に関する協力依頼の電話 

・他 EPOから広報協力依頼のメール 

・自治体から SDGs関連事業についての電話 

・銀行から環境関連基金について団体募集の広報協力依頼のメール 

・企業からフォーラム出展申込書類送付のメール 

・自治体から生物多様性関連事業についてパンフ設置依頼の電話 

・他 EPOから業務について質問の電話（2件） 

・自治体からシンポジウムに関する電話 

6月 10件 

・企業から SDGs研修のメール依頼 

・自治体から環境イベント一覧及びカーボンオフセット/温暖化関連の貸出資材について問合せ

の電話 

・NPO法人から高校生インターンシップ実施要項についてのメール 

・公益社団法人から環境関係の講座及び研修についてメールマガジン掲載依頼のメール 

・企業から EPO訪問について確認の電話 

・他 EPOから支援団体と中部地方高校との連携相談にかかる問合せのメール 

・同時解決事業採択団体から来訪について問合せのメール 

・企業からフォーラムにかかる広報協力依頼のメール 

・主催行事について空席確認の電話 

・企業から出展イベントに関わる問合せの電話 

7月 12件 

・NPO法人から高校生インターン応募者についての電話 

・一般社団法人から催事関係者への連絡調整依頼のメール 

・インターンシップの高校生から確認の電話 

・公益社団法人から助成金事業の広報協力依頼のメール 

・他地方 EPOから報告書について問合せの電話 

・企業から生物多様性関連事業について広報協力依頼のメール 

・GEOCからセブン財団 EPO訪問についての日程調整連絡 

・SDGs関連フォーラム出展に関するメール 

・公益財団法人からリサイクル活動イベントについてメルマガ掲載依頼のメール 

・NPO法人から助成事業について広報協力依頼のメール 

・企業から SDGs関連事業・連携について相談の電話 

・自治体から生物多様性関連事業等について、web掲載依頼のメール 

8月 19件 

・NPO法人から web掲載画像について差替依頼のメール 

・企業から SDGsイベント出展に関する資料送付のメール 

・一般社団法人から環境省補助事業について周知依頼のメール 

・インターン（高校生）からレポート提出に関するメール 

・企業から出展する SDGsイベントについて追加広報素材の提供 

・企業からイベント参加者の撮影承諾にかかるメール 

・協働コーディネーターが PF事業について問合せの電話 

・PF団体からイベントの広報協力依頼のメール 

・インターン高校生からレポート提出に関するメール 

・企業からイベント登壇者に関する問合せの電話 

・NPOからインターンシップ巡回について連絡のメール 

・企業から出展イベント経費にかかる連絡のメール 

・PF七尾から中間共有会についての問合せ電話 

・研究機関から気候変動関連教材の提供と情報提供のメール 

・他地方 EPOから依頼事項への対応に対する御礼の電話 

・EPO訪問についての問合せ電話 

・温暖化についての手紙送付先の問合せ電話 

・ゴミ処理についての問合せ電話 

・PF七尾から別件取組での後援依頼のメール 

9月 11件 

・NPOから EPO利用の問合せの電話 

・観光事業者から PF郡上の現状についての問合せの電話 

・環境カウンセラーから講演依頼のメール 

・ESD拠点から催事申込について問合せのメール 

・環境カウンセラーから講師依頼に関するメール 

・企業から環境維持・保全活動の紹介依頼メール 

・他 ESDセンターから主催イベントの問合せメール 

・主催イベント登壇者からの連絡対応 

・自治体から web掲載に関する問合せ 

・自治体から web掲載依頼のメール 



 

28 

 

月 件数 相談・問合せ内容 

・NPOから EPO利用予約時間変更の依頼電話 

10月 19件 

・一般社団法人から食品ロス関連イベント広報協力依頼の電話 

・環境カウンセラーから登壇依頼シンポジウムのチラシ原稿確認に関するメール、電話 

・地域団体から地域循環共生圏 PFの登録制度について問合せの電話 

・自治体から主催セミナーについて問合せの電話 

・関東 EPOから PF事業化支援についての問合せ電話 

・EPO中国から島根県人材の紹介電話 

・NPOから中学校での SDGs授業の依頼電話・メール 

・関東 EPOから PF事業化支援についての問合せ電話 

・地球環境基金説明会についての問合せ電話 

・NPOから講師登壇依頼シンポジウムの事前打合せの日程調整メール 

・環境カウンセラーから依頼している講演に関する件で確認の電話 

・チラシ配架依頼の電話 

・高校から SDGs関連授業の打合せにかかる電話 

・国立研究開発法人から気候変動に係る普及啓発教育ツールについて感想・意見照会のメール 

・協働コーディネーターから地域循環共生圏催事についての問合せ電話 

・環境カウンセラーから依頼講演資料についての問合せ電話 

・自治体から掲載ページ修正（チラシ差替）依頼のメール 

・主催催事について申込者から確認の電話 

・NPOからシンポジウム登壇の御礼の電話 

11月 17件 

・環境カウンセラーから依頼講演に対する質問対応の依頼電話 

・自治体から主催催事について内容確認の電話 

・地球環境基金申請に関する電話 

・企業から EPO業務・施設利用等について問合せのメール 

・自治体から主催催事に関する問合せ等の電話（3件） 

・企業から活動内容に関する問合せのメール 

・ESDダイアログについて参加申込者から問合せ 

・協働コーディネーターから他コーディネーター連絡先に関する問合せの電話 

・行政機関から催事に関する問合せの電話 

・公益財団法人から環境助成に関するお知らせのメール 

・自治体から環境活動催事について広報協力の電話 

・教育機関から webサイトのリンク可否等に関する照会のメール 

・一般の方からクマ出没に関する行政機関の問合せ先についての電話 

・行政から環境学習に関する研修について相談の電話 

・行政から環境教育の研修について日程調整の電話 

12月 18件 

・PF事業活動団体の関係者から事業についての問合せ電話 

・自治体から広報協力依頼のメール 

・自治体から広報協力依頼の電話 

・公益社団法人から助成金募集期間延長について広報協力依頼のメール 

・塾から SDGsや環境教育をテーマにした講演依頼の電話 

・合同会社から講演打合せに関するメール 

・セミナー申込者から参加方法について問合せの電話 

・セミナー申込者から参加案内、アーカイブ視聴について問合せのメール（6件） 

・セミナー参加者から忘れ物について問合せのメール 

・主催セミナーについてアーカイブ録音について問合せのメール 

・自治体から講師依頼に関する電話 

・他の地方 EPOから業務について問合せの電話 

・ESD拠点団体催事について広報依頼のメール 

1月 13件 

・環境カウンセラーから地域循環共生圏について問合せのメール 

・自治体から SDGs評価分析表の使用にかかる問合せのメール 

・主催催事（参加申込/配布資料/配信状況等）に関する問合せの電話とメール（8件） 

・協働コーディネータから来年度事業について相談の電話 

・催事参加者から受講証明書発行依頼のメール 

・自治体から催事の後援依頼、広報協力依頼のメール 

2月 15件 

・国連機関から SDGs関連催事の広報協力依頼のメール 

・プロパンガスのガスの抜き方の問合せ電話 

・一般社団から地域循環共生圏事業についての問合せ電話 

・一般の方から催事申込に関する電話及びメール（3件） 

・自治体から催事申込に関する問合せの電話及びメール（4件） 

・ESD拠点からレポート発刊についてのお知らせ 
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月 件数 相談・問合せ内容 

・自治体から登壇謝金関係書類について問合せの電話 

・NPO法人から助成事業の情報提供及び広報協力依頼の電話とメール 

・教育関係者から SDGs関連書籍に関する広報のメール 

・自治体から事業終了に伴う web掲載ページの削除依頼についてメール 

3月 4件 

・自治体から環境審議会委員就任の依頼に関するメール（2件） 

・NPOから助成プロジェクトの周知協力依頼のメール 

・公益社団法人からボランティア活動受入先について相談のメール 

計 161件 
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イ 対話の体制の構築 

(ア) 会議・セミナー等地域活動への招聘 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターが自治体・団体等から招聘された会議等は次表

の通りである。 

⚫ 会議出席のほか、講師としての登壇など、関係主体の依頼に対し適宜対応した。 

⚫ これらの会議等への出席を通じて、地域での協働体制の構築及びノウハウの蓄積を行った。

なお、開催地域については事務所担当官に報告し、調整を行った。 

 
 県区分 開催日 依頼主体等 依頼事業の名称 依頼／対応内容 方法 謝金 

1 愛知 4月14日 
名古屋市環境局環境企画部環境企

画課 
「環境デーなごや」実行委員会 委員 対面 あり 

2 愛知 5月31日 名古屋市上下水道局 第11回木曽三川流域連携シンポジウム 
パネルディスカッショ

ンコーディネーター 
対面 あり 

3 愛知 6月3日 
公益財団法人名古屋産業科学研究

所 
あいち環境塾 講師 対面 あり 

4 愛知 6月9日 愛知県教育委員会 愛知県ユネスコスクール支援会議 委員 対面 あり 

5 愛知 6月11日 愛知県生涯学習センター 
生涯学習あいち県民講座 『どうする？気

候危機』 
座談会出席 対面 なし 

6 愛知 6月28日 ALSO 新入社員SDGs研修 
講師、ＷＳファシリ

テーター 
対面 なし 

7 愛知 7 月 7 日 全国地球温暖化防止活動センター 令和５年度第１回中部ブロック会議 話題提供講師 その他 なし 

8 愛知 7 月 27 日 
愛知県地球温暖化防止活動推進セ

ンター 
地球温暖化対策調整会議 話題提供講師 対面 なし 

9 愛知 8 月 23 日 アサヒ飲料株式会社中部北陸本部 SDGs 将来世代創造フォーラム 2023 ブース出展 その他 なし 

10 長野 9 月 2 日 信州 ESD 推進コンソーシアム 
令和５年度信州 ESD コンソーシアム通常

総会 
委員 

オ ン ラ

イン 
なし 

11 岐阜 10 月 28 日 
岐阜環境カウンセラー協会、たじみ

環境フェア実行委員会 
地域循環共生圏入門シンポジウム 講師 対面 なし 

12 石川 11 月 13 日 北陸 ESD 推進コンソーシアム 第 2 回北陸 ESD 推進連絡協議会 委員 
オ ン ラ

イン 
なし 

13 愛知 11 月 27 日 誠信高等学校 LT 授業 講師 対面 あり 

14 愛知 11 月 28 日 名古屋市立高針台中学校 「SDGs」講座 講師 対面 あり 

15 石川 12 月 2 日 北陸 ESD 推進コンソーシアム 
2023 年度北陸ユネスコスクール実践交流

会 
冒頭あいさつ 

オ ン ラ

イン 
なし 

16 愛知 12 月 8 日 愛知県社会福祉協議会 
あいちシルバーカレッジ専門コース、環境

を考える 

講師、ＷＳファシ

リテーター 
対面 あり 

17 愛知 1 月 11 日 
愛知県地球温暖化防止活動推進セ

ンター 
気候危機対策交流フォーラム 

トークセッション

コーディネーター 
対面 なし 

18 愛知 1 月 15 日 愛知県教育委員会 愛知県ユネスコスクール支援会議 委員 対面 あり 

19 長野 1 月 20 日 飯田市企画課大学誘致連携推進室 飯田学🍏大学公開セッション 報告者 対面 なし 

20 愛知 2 月 9 日 名古屋市環境局環境企画課 名古屋市 SDGs まちづくり報告会 視聴参加 
オンラ

イン 
なし 

21 愛知 2 月 14 日 愛知県勧業活動推進課 環境学習市町村職員向け研修 
講師、ファシリテー

ター 
対面 あり 

22 愛知 2 月 15 日 中部圏 SDGs 広域プラットフォーム 
中部圏 SDGs 広域プラットフォーム公開セ

ミナー 
現地参加 対面 なし 

23 福井 2 月 24 日 坂井市 坂井市まちづくりカレッジ最終回 オンライン参加 
オンラ

イン 
なし 

24 愛知 3月1日 みらい⼈材ゼミナール合同会社 「SDGsと環境教育を学ぶ」講演会 講師 
オ ン ラ

イン 
なし 

 

 

(イ) そのほか打合せや地域主体との意見交換会等の実施 

⚫ 業務関係者との打合せ協議は次表の通り実施した。 

⚫ また、セミナー・フォーラム等の主催行事を実施する際には、関係自治体や関係団体等を

訪問し、意見交換・情報交換を行ったほか、必要に応じ相談対応等も行った。 
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 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

1 愛知 4 月 5 日 愛知県生涯学習センター 面談 座談会への登壇依頼内容についての打合せ 

2 中部 4 月 7 日 中部大学：杉田先生、松本大学：田開先生 面談 ローカル SDGs 指標の ESD 活用の意見交換 

3 中部 4 月 11 日 SＤＧｓ社会教育研究会ＷＧメンバー オンライン 
今年度の学び合いＰ構想の共有、第 1 回研究会開

催打合せ 

4 愛知 4 月 19 日 名古屋市上下水道局 面談 
シンポジウム（5/31）ディスカッションコーディネート

の打合せ 

5 中部 4 月 24 日 武蔵野大学：白井先生 オンライン 学び合いＰオンラインセミナー登壇依頼 

6 福井 4 月 26 日 PF 丹南（ローカル SD クリエーション）、中部 REO 面談 PF 事業の打合せ/ヒアリング 

7 長野 4 月 27 日 PF 大町（荒山林業）、中部 REO 面談 PF 事業の打合せ/ヒアリング 

8 長野 5 月 10 日 
PF 大町（荒山林業）、アドバイザリー委員・長谷川

先生 
オンライン 大学生の PF 事業活動への参加の打合せ 

9 愛知 5 月 10 日 中部 ESD 拠点協議会（RCE) 面談 実践セミナー協力依頼打合せ 

10 愛知 5 月 11 日 愛知県生涯学習センター オンライン 6/11 座談会の打合せ 

11 長野 5 月 12 日 水谷運営委員 面談 EＳＤダイアログの打合せ 

12 長野 5 月 12 日 長野 NＰＯセンター 面談 信州協働業務の打合せ 

13 長野 5 月 12 日 伊那市 面談 ESD ダイアログの打合せ 

14 愛知 5 月 15 日 アサヒ飲料 面談 展示会出展等の打合せ 

15 愛知 5 月 16 日 東海学園大学、中部 REO オンライン 白書を読む会の打合せ 

16 石川 5 月 18 日 PF 七尾（ななお SDGs スイッチ） オンライン PF 事業（事業化支援）打合せ 

17 愛知 5 月 24 日 NPO アスクネット 面談 高校生インターンシップ受入についての打合せ 

18 愛知 5 月 25 日 名古屋市環境局環境企画課 面談 SＤＧｓ評価についての意見交換 

19 愛知 5 月 26 日 中部 ESD 拠点協議会（RCE) 面談 実践セミナー内容打合せ 

20 20 5 月 29 日 東海学園大学、中部 REO オンライン 白書を読む会の打合せ 

21 21 5 月 29 日 名古屋市上下水道局 面談 シンポジウム（5/31）ディスカッション進行の打合せ 

22 中部 6 月 1 日 SＤＧｓ社会教育研究会ＷＧメンバー オンライン 第 1 回研究会のワークショップに向けた打合せ 

23 愛知 6 月 2 日 名古屋市立大学：伊藤先生、中部 REO オンライン ESD/EPO 運営委員会①座長打合せ 

24 愛知 6 月 5 日 RCE 中部 面談 実践セミナー打合せ 

25 長野 6 月 13 日 里山ウェルネス研究会 面談 同時解決事業のその後の活動について情報共有 

26 富山 6 月 15 日 PEC とやま 面談 地域循環共生圏イベント開催可能性の意見交換 

27 石川 6 月 15 日 金沢大学加藤先生 面談 ＥＳＤヒアリング 

28 愛知 6 月 19 日 東海学園大学、中部 REO 面談 白書を読む会の会場打合せ 

29 愛知 6 月 23 日 RCE 中部 面談 実践セミナー打合せ 

30 愛知 6 月 28 日 ＡＬＳＯ（物流会社） 面談 ESD・SDGs ヒアリング 

31 愛知 6 月 30 日 東海学園大学、中部 REO 面談 白書を読む会の打合せ、会場準備 

32 長野 7 月 7 日 伊那市観光課 オンライン ESD ダイアログ打合せ 

33 石川 7 月 11 日 PF 七尾（ななお SDGs スイッチ） オンライン PF 事業（事業化支援）打合せ 

34 長野 7 月 13 日 飯田市環境課、企画課、松本大学田開研 面談 ESD ダイアログ活動報告登壇依頼、調整 

35 福井 7 月 13 日 PF 丹南（ローカル SD クリエーション）、中部 REO 面談 PF 事業の打合せ 

36 愛知 7 月 14 日 RCE 中部 面談 実践セミナー打合せ 

37 愛知 7 月 18 日 岩倉市 面談 温暖化対策の施策に関する情報交換 

38 愛知 7 月 25 日 おとうふ工房いしかわ 面談 SDGs・ESD に関するヒアリング 

39 愛知 7 月 26 日 農林水産省東海農政局 面談 実践セミナー登壇依頼、打合せ 

40 愛知 7 月 26 日 愛知県気候変動適応センター 面談 気候変動フォーラム内容打合せ 

41 岐阜 7 月 26 日 岐阜県立高山工業高等学校 オンライン ヒヤリングの依頼 

42 愛知 7 月 28 日 鬼崎漁業協同組合 面談 実践セミナー登壇依頼、打合せ 

43 愛知 7 月 28 日 愛知県水産試験場（漁業生産研究所） 面談 実践セミナー登壇依頼、打合せ 

44 中部 8 月 3 日 中部地方環境事務所自然環境担当官 面談 自然資源活用業務：愛知会合の打合せ 

45 その他 8 月 8 日 専修大学 オンライン EＰＯ中部の取組紹介、意見交換 

46 愛知 8 月 9 日 NPO アスクネット 面談 高校生インターンシップ受入生徒についての打合せ 

47 その他 8 月 18 日 中部地方環境事務所 面談 自然資本活用：信州会合の打合せ 

48 愛知 8 月 21 日 南山高校女子部の生徒２名 面談 インターン内容のオリエンテーション 

49 その他 8 月 22 日 PF 七尾（ななお SDGs スイッチ）、PF 八女 オンライン PF 八女のＳＨミーティングにオブザーバー参加 

50 愛知 8 月 23 日 名古屋大学坪木研究室 面談 
愛知県地球温暖化防止センター気候変動フォーラム

の打合せ 

51 その他 8 月 27 日 日本環境教育学会 面談 学術大会参加（発表） 

52 石川 8 月 28 日 
PF 七尾（ななお SDGs スイッチ）、環境省地域政策

課、MURC 
面談 PF 事業（事業化支援）打合せ 

53 その他 8 月 29 日 中部地方環境事務所のインターン大学生 面談 EPO の紹介 

54 愛知 8 月 30 日 南山高校女子部の生徒２名 その他 高校生インターンの内勤対応 

55 中部 8 月 31 日 中部地方環境事務所脱炭素担当官 オンライン SH 連携業務：愛知建設会合の打合せ 

56 福井 9 月 1 日 PF 丹南（ローカル SD クリエーション） 面談 PF 事業、中間共有会の打合せ 

57 愛知 9 月 6 日 RCE 中部 面談 実践セミナー打合せ 

58 中部 9 月 6 日 ESD フォーラム登壇者 オンライン ESD フォーラム事前打合せ 

59 石川 9 月 13 日 
PF 七尾（ななお SDGs スイッチ）、環境省地域政策

課、MURC 
オンライン PF 事業（事業化支援）打合せ 

60 愛知 9 月 19 日 北名古屋市環境課 面談 廃棄物広報政策意見交換 
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 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

61 愛知 9 月 20 日 RCE 中部 面談 実践セミナー打合せ 

62 岐阜 9 月 22 日 岐阜環境カウンセラー協議会 オンライン 地域循環共生圏入門シンポジウムの打合せ 

63 その他 9 月 25 日 セブンイレブン財団、GEOC、中部 REO 面談 ご挨拶、顔合せ 

64 福井 9 月 26 日 有識者会議委員の現地視察 その他 有識者会議委員・飯盛先生による PF 丹南の視察 

65 福井 10 月 2 日 PF 丹南（ローカル SD クリエーション） オンライン PF 事業、中間共有会の打合せ 

66 長野 10 月 5 日 PF 大町（荒山林業）、中部 REO オンライン PF 事業、中間共有会の打合せ 

67 石川 10 月 26 日 
PF 七尾（ななお SDGs スイッチ）、環境省地域政策

課、MURC 
面談 PF 事業（事業化支援）打合せ 

68 岐阜 10 月 27 日 美濃加茂市環境課 面談 SＤＧｓ未来都市学生サミット登壇依頼 

69 富山 10 月 27 日 南砺市エコビレッジ推進課 面談 SＤＧｓ未来都市学生サミット登壇依頼 

70 岐阜 10 月 28 日 高山工業高校 面談 教職員ＥＳＤヒアリング 

71 愛知 10 月 30 日 アスクネット 面談 SＤＧｓ授業打合せ 

72 愛知 10 月 31 日 誠信高校 オンライン SＤＧｓ授業打合せ 

73 長野 10 月 31 日 里山ウェルネス研究会、中部 REO オンライン 自然資本活用：信州の森会合の登壇者打合せ 

74 その他 10 月 31 日 （株）トビムシ、中部 REO オンライン 自然資本活用：信州の森会合の登壇者打合せ 

75 愛知 10 月 31 日 EPOC、中部 REO オンライン 自然資本活用：企画打合せ 

76 その他 11 月 1 日 東急リゾーツ＆ステイ（株）、中部 REO オンライン 自然資本活用：信州の森会合の登壇者打合せ 

77 長野 11 月 7 日 伊那市南アルプスジオパーク協議会事務局 オンライン ESD ダイアログの打合せ 

78 三重 11 月 20 日 
ネクストステップ研究会（協働コーディネーター・寺

田氏） 
面談 地域循環共生圏フォーラム企画の打合せ 

79 三重 11 月 20 日 
鳥羽市環境課、観光商工課、鳥羽市温泉振興会、

伊勢志摩保護官事務所、中部 REO 
面談 SH 連携：鳥羽会合の企画打合せ 

80 愛知 11 月 22 日 RCE 中部 面談 実践セミナー運営打合せ 

81 長野 12 月 1 日 飯田女子高校 面談 教職員ＥＳＤヒヤリング 

82 長野 12 月 1 日 上田市政策企画課 面談 学生サミット登壇依頼 

83 愛知 12 月 5 日 愛知県環境活動推進課 面談 ワークショップ依頼の打合せ 

84 三重 12 月 6 日 
ネクストステップ研究会（協働コーディネーター・寺

田氏） 
面談 地域循環共生圏フォーラム企画の打合せ 

85 中部 12 月 11 日 中部地方環境事務所脱炭素担当官 オンライン SH 連携：北陸脱炭素セミナー打合せ 

86 中部 12 月 13 日 中部地方環境事務所資源循環担当官 面談 SH 連携：サーキュラーエコノミーフォーラム打合せ 

87 愛知 12 月 14 日 みらい人材ゼミナール オンライン 講師派遣に関する打合せ 

88 福井 12 月 15 日 PF 丹南（ローカル SD クリエーション） オンライン PF 事業 SH ミーティングの打合せ 

89 中部 12 月 26 日 中部地方環境事務所脱炭素担当官、福井銀行 オンライン SH 連携：北陸脱炭素セミナーの会場打合せ 

90 中部 12 月 28 日 学生サミットファシリテーター オンライン 学生サミットディスカッション進行方法打合せ 

91 中部 1 月 5 日 学生サミットファシリテーター オンライン 学生サミットディスカッション進行方法打合せ 

92 長野 1 月 10 日 飯田学🍏大学公開セッション関係者 オンライン 飯田学🍏大学公開セッション進行打合せ 

93 愛知 1 月 11 日 学生サミット参加グループ（中部大学） オンライン 学生サミット事前会合 

94 愛知 1 月 12 日 
半田市環境課（知多半島５市５町脱炭素勉強会事

務局）、中部地方環境事務所 
面談 

SH 連携：知多の地域交通×脱炭素勉強会の打合

せ 

95 三重 1 月 15 日 アミタ（株）、近畿環境事務所、中部事務所 オンライン 地域循環共生圏フォーラム in 北勢の登壇打合せ 

96 三重 1 月 17 日 
三重県地球温暖化対策課、ネクストステップ研究

会 
面談 

地域循環共生圏フォーラム in 北勢の参加協力依頼

打合せ 

97 三重 1 月 17 日 四日市市環境政策課、ネクストステップ研究会 面談 
地域循環共生圏フォーラム in 北勢の参加協力依頼

打合せ 

98 三重 1 月 17 日 
桑名市グリーン資産創造課、ネクストステップ研究

会 
面談 

地域循環共生圏フォーラム in 北勢の参加協力依頼

打合せ 

99 その他 1 月 18 日 名古屋市立大学：伊藤先生 オンライン ESD/EPO 運営委員会②座長打合せ 

100 その他 1 月 18 日 学生サミット参加グループ（静岡大学） オンライン 学生サミット事前会合 

101 岐阜 1 月 19 日 学生サミット参加グループ（岐阜大学） オンライン 学生サミット事前会合 

102 中部 1 月 26 日 中部地方環境事務所 面談 SH 連携：中部カンファレンスの打合せ 

103 長野 1 月 29 日 学生サミット参加グループ（松本大学） オンライン 学生サミット事前会合 

104 長野 1 月 30 日 
学生サミット参加グループ（あいちサスティナ研究

所） 
オンライン 学生サミット事前会合 

105 石川 2月1日 学生サミット参加グループ（金沢星稜大学） オンライン 学生サミット事前会合 

106 その他 2月2日 名古屋銀行協会、中部地方環境事務所 面談 中部カンファレンスの会場確認 

107 その他 2月9日 ESD推進ネットワーク オンライン 環境教育推進法基本方針二かかるディスカッション 

108 長野 2月20日 伊那市観光課エコパーク・ジオパーク推進係 オンライン ESDダイアログにかかる行動変容ヒアリング 

109 愛知 2月21日 
知多乗合（株）、半田市環境課、中部地方環境事務

所 
面談 SH連携：知多勉強会の登壇者打合せ 

110 愛知 2月21日 中部ESD拠点協議会（RCE) 面談 ESDダイアログにかかる行動変容ヒアリング 

111 福井 2月21日 アルマス・バイオコスモス研究所 オンライン ESDダイアログにかかる行動変容ヒアリング 

112 富山 2月21日 PECとやま オンライン ESDダイアログにかかる行動変容ヒアリング 
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 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

113 その他 2月22日 
地域循環共生圏事業応募３団体、ＣｏｍｏｄｏＬａｂｏ、

中部地方環境事務所 
オンライン 

次年度地域循環共生圏事業への応募３団体それぞ

れのヒアリング 

114 愛知 2月26日 
大同大学・樋口先生、半田市環境課、中部地方環

境事務所 
面談 SH連携：知多勉強会の登壇者打合せ 

115 その他 2月26日 
地域循環共生圏事業応募１団体、ＣｏｍｏｄｏＬａｂｏ、

中部地方環境事務所 
オンライン 

次年度地域循環共生圏事業への応募３団体それぞ

れのヒアリング 

116 愛知 2月28日 みらい人材ゼミナール 面談 3/1講演の事前打合せ 

 

ウ 定例報告 

⚫ 前項に整理した EPO運営業務に関わる業務日報、施設の運営・利用状況、相談対応票、EPO

中部が関わった審議会・委員会・検討会・会議等（他団体主催のもの）について、月次で

報告資料を作成、提出を行っている。 

⚫ EPO 中部施設の今年度の開館状況、来館件数とメール・電話による問合せ件数等は、次の

通りであった。 

【施設の運用状況・使用状況等】 

 
業務実施

日数・計

（日） 

開館日数・

計（日） 

来館者数・計（人） 来館件数・計 
メール・電話による問

合せ件数（件） 
スタッフ体制・計 

 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（件/日） 
 日平均 

（人/日） 

4月 20 20 18 0.9 11 0.6 11 0.6 62 3.1 

5月 21 20 8 0.4 5 0.3 12 0.6 63 3.0 

6月 24 22 8 0.4 6 0.3 10 0.5 70 2.9 

7月 21 20 21 1.1 10 0.5 12 0.6 58 2.8 

8月 18 18 22 1.2 12 0.7 19 0.9 56 3.1 

9月 23 20 14 0.7 7 0.4 11 0.6 71 3.1 

10月 22 21 18 0.9 7 0.3 19 0.9 66 3.0 

11月 23 20 4 0.2 3 0.2 17 0.9 82 3.6 

12月 21 18 14 0.8 6 0.3 18 1.0 60 2.9 

1月 21 19 3 0.2 2 0.1 13 0.7 68 3.2 

2月 24 19 19 1.0 7 0.4 15 0.8 71 3.0 

3月 11 11 1 0.1 1 0.1 4 0.4 35 3.2 

計 249 228 150 0.7 77 0.3 161 0.7 762 3.3 

 

【（参考）前年度・2022年度の実績】 

 
業務実施

日数・計

（日） 

開館日数・

計（日） 

来館者数・計（人） 来館件数・計 
メール・電話による問

合せ件数（件） 
スタッフ体制・計 

 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（件/日） 
 日平均 

（人/日） 

4 月 21 21 17 0.8 11 0.5 15 0.8 64 3.0 

5 月 22 19 4 0.2 4 0.2 19 1.0 68 3.1 

6 月 23 22 12 0.5 8 0.4 19 0.9 73 3.2 

7 月 23 20 15 0.8 10 0.5 12 0.6 69 3.0 

8 月 21 18 9 0.5 6 0.3 5 0.3 59 2.8 

9 月 25 20 4 0.2 2 0.1 19 1.0 65 2.6 

10 月 20 20 11 0.6 6 0.3 11 0.6 63 3.2 

11 月 26 20 5 0.3 4 0.2 16 0.8 82 3.2 

12 月 21 18 17 0.9 8 0.4 16 0.9 61 2.9 

1 月 22 20 22 1.1 8 0.4 22 1.2 72 3.3 

2 月 23 20 18 0.9 8 0.4 13 0.7 66 2.9 

3 月 25 22 8 0.4 6 0.3 39 1.8 74 3.0 

計 272 240 142 0.6 81 0.3 206 0.9 816 3.4 
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(3) 施設の維持・管理 

ア オフィスの防火・防災管理及び解錠・施錠管理 

⚫ 防火・防災管理については、消防法に則り、EPO 中部の常勤スタッフが 2018 年度に「防

火・防災管理者」講習を受講した上で消防計画書等を作成、管轄消防署への届出を行った。 

⚫ また、2023年度（2018年度の防火・防災管理者講習から５年度目）は、防火・防災管理再

講習を受講する必要がある年度であったため、2023 年５月に名古屋市の防火・防災管理再

講習を同スタッフが受講し、防火・防災管理者を継続して務めることになった。 

⚫ ビル内全テナントを対象にした防火・防災検査が７月18日に実施され、ビル管理会社を通

して、中部地方環境事務所による記名済みの検査結果書類を８月 25 日付で消防署へ提出

し、受理された。 

⚫ 11月 17日に入居ビルの総合防災訓練が実施され、EPO中部スタッフ２名が参加した。 

⚫ 日常的な防火・防災対応として、身のまわりの防火・防災に関わるチェックを、定期的に

（週２回程度）実施しているほか、関係書類等を「防火管理台帳」で保管している。 

⚫ また、各種要届出書類等については、中部地方環境事務所へも提示・確認を行っている。 

 

【防火・防災管理点検結果報告書】 

 
 

イ 施設・設備の維持管理 

⚫ 来館者が快適に利用できるよう、オフィス内を常に整頓・整理し、施設・設備の維持管理

を行った。 
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ウ オフィスの運営 

⚫ オフィスの運営及び業務実施に必要な機材・消耗品等を揃え、その使用料の支払、EPO 中

部及び中部地方 ESDセンターの HP・メールアドレス・固定 IPの維持管理費用の支払等、維

持管理に必要な事務を適宜実施している。 

⚫ なお、EPO 中部ウェブサイト、中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイト及びメールア

ドレス等において利用してきたレンタルサーバー会社、ドメイン管理会社が、2024 年 3 月

でサービスを終了することに伴い、2023 年 12 月末にサーバー移行作業、ドメイン移管作

業等を行った。 
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４ 協働取組の促進のための業務 

(1) 地域ネットワークを活用した協働取組の推進（地域循環共生圏フォー

ラムの開催） 

①イベント名 

⚫ 地域循環共生圏フォーラム in HOKUSEI「北勢エリアで“循環”の輪を広げよう！」 

 

②日時 

⚫ 2024年２月 16日（金）13：30～16：30 

 

③会場 

⚫ 四日市市地場産業振興センター じばさん ５階・大研修室 （三重県四日市市） 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 共催：一般社団法人ネクストステップ研究会 

 

⑤参加者 

⚫ 61名（参加者 53、登壇者 4、事務局 4） 

 

⑥プログラム 

第 1部 

〇ごあいさつ／地域循環共生圏について 

  環境省中部地方環境事務所 

〇講演 

 「資源循環をきっかけとした互助共助のコミュニティづくり」 

  アミタ株式会社 地域デザイングループ 地域デザインチーム チームマネージャー 

  福田 栄二 氏 

〇地域の取組紹介① 

 「農業と食とコミュニティの地域循環」 

  うつべ農園株式会社 会長  上 麻理 氏 

〇地域の取組紹介② 

 「市場課題と地域循環を目指して」 

  北勢公設卸売市場株式会社 業務課長  石黒 誠 氏 

〇地域の取組紹介③ 

 「家庭から作る小さな循環をつなぐ」 

  一般社団法人ネクストステップ研究会 代表  寺田 卓二 氏 

第 2部 

〇ワークショップ／グループディスカッション 

「北勢エリアでつながる“循環”の輪のさらなる拡がりをめざして」 

  ファシリテーター：EPO中部 

〇終わりにあたり 

 一般社団法人ネクストステップ研究会  福島 典子 氏 
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⑦開催案内チラシ 
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(2) 遠隔地の協働コーディネーターと連携した実践的取組 

（※連携した長野県 NPOセンターの実施報告書を掲載。） 

 

ア 業務の背景 

長野県は平成 30 年６月から「SDGs 未来都市」として、SDGs の達成に向けた主な取組をま

とめた計画を策定、実行している。令和５年度からの新たな５カ年計画では、災害の激甚化

や急激な人口減少による担い手不足などの課題を乗り越え「確かな暮らしを守り、信州から

豊かな社会を創る」を目指している。これまでに、全国に先駆けて SDGs 推進企業登録制度や

信州環境カレッジを立ち上げるなど SDGs に向けアクションする主体の育成等に取り組み、そ

の成果も見えてきている。 

引き続き豊かな社会を築く礎として、暮らしを支える「社会的共通資本」を多様な関係者

とともに維持・発展させていくとされており、一般市民（地域住民）、企業、NPO、行政など

がその垣根を越えて「持続可能な社会・地域づくり」のプレイヤーやコーディネーターに

なってもらうために、地域における協働取組を促進することが必要になっている。 

そのため本年度は、「食育と農による持続可能な地域づくりを考える」と「地域の課題解決

と関係人口の創出を考える」をテーマに、２つのワークショップを実施した。 

 

イ ワークショップ１：食育と農による持続可能な地域づくりを考える

ワールドカフェ 

(ア) 実施概要 

①目的 

 食育活動や農作業体験の提供など「食」と「農」に関連して取り組んでいる団体や個人、

農業者、消費者に幅広く参加を呼びかけ、食と農をめぐって抱えている課題や日頃の思いを

ワールドカフェ形式で参加者が自由に話し合い、課題解決と持続可能な地域づくりに向けた

新たな「つながり・共創」を生み出して、信州における協働の取組を促進する機会とする。 

 

②実施日時 

2024年１月 13日（土）10：00～14：00 

 

③実施場所 

長野市ふれあい福祉センター（長野県長野市） 

 

④参加者 

16人 

 

⑤協力団体 

ＮＰＯ法人食育体験教室・コラボ 

信州ひらがな料理普及隊 旬食の会 
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【開催案内チラシ】 
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(イ) 実施内容 

 参加者を４テーブルに分けて、最初のセッションで「自己紹介と食・農の課題や思い」を

自由に話し合った。席を変えた２回目のセッションでは「いっしょに考えたい課題や困りご

と」をテーマに、「みんなで取り組むなら、これ」という「推し」を決め、３回目のセッショ

ンで、推しを実現するためのアイデアと妄想を出しあった。 

 話の中からは、「つくる人と食べる人をつなげよう」、「長野の食はおいしい。もっと身近で

手に入るような仕組みにしよう」など、新たな協働につながるアイデアが出された。 

 

 

 

 昼食は、参加者が持ち寄ってくださった料理（おやきやニラせんべい、おこわ、煮豆、煮

物、漬物、りんごなど）を囲んで、日頃の取組や催しなどを紹介しあった。 

 

 

 

(ウ) 参加者の感想 

 「初めて会う方々と和気あいあいとコミュニケーションができ、とても素晴らしい話し合

いだった」「いろいろな人の意見などを聞くことができ、とても勉強になった」「楽しく食と

農について話し合うことができた」など、テーマも場の雰囲気も大変好評だった。 

 また、「若者・学生や男性も交えて語り合いたい」との要望があった。 
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ウ ワークショップ２：「草刈りバスターズ」は地域のやっかいごとを刈

り払えたか！？ 

(ア) 実施概要 

①目的 

急激な人口減少が進む中山間地において、豊かな暮らしを維持するための新たな担い手創

出の実践として、長野市芋井地区で取り組んでいる「草刈りバスターズ養成事業」などの事

例を学び合い、地域の課題解決と関係人口の創出を考える取組の波及を考える機会とする。  

 

②実施日時 

2024年２月４日（日）14：00～16：30 

 

③実施場所 

長野市ふれあい福祉センター（長野県長野市） 

 

④参加者 

18人 

 

⑤事例発表 

芋井地区住民自治協議会 

長沼ワーク・ライフ組合 

 

(イ) 実施内容 

 芋井地区住民自治協議会が取り組んでいる「草刈りバスターズ養成事業」と、長沼ワー

ク・ライフ組合が取り組んでいる「草刈りで地域のつながりを作る」取組事例を聞き、２つ

のグループに分かれて最初に「地域にある『やっかいごと』と課題」などを自由に出し合っ

た。 

 出された課題を、解決のため１番に必要と思われる「資金」「設備」「人手」「制度」などに

区分けし、特に人手や人材確保に関して具体的な解決策を探ったところ、地域住民を巻き込

んだ楽しいイベントを企画して参加意識を高める工夫や、モニターを募集した体験ツアーで

地域外から人を集めるアイデアなどが出された。 
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【開催案内チラシ】 
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エ 事後調査の実施 

①ワークショップ１：食育と農による持続可能な地域づくりを考えるワールドカフェ 

ワークショップ「食育と農による持続可能な地域づくりを考えるワールドカフェ」に参加

した NPO 法人食育体験教室・コラボの関係者から後日聞いたところ、食育活動に関して子ど

もたちといっしょにできそうなアイデアに刺激を受けて、次年度の取組を検討しはじめたこ

と。また、ワークショップで知り合った方といっしょに「みそ仕込みイベント」を考えてい

るとのことで、他の参加者とも連絡を取り合って協働を進めたいとのことだった。 

 また、他の参加者から、地域にある遊休農地の耕作者を探しているとの情報提供があった

ので SNS で拡散した。引き続き、情報を共有することで関係者をつなぎ合わせ、協働の取組

を促進していきたい。 

 

②ワークショップ２：「草刈りバスターズ」は地域のやっかいごとを刈り払えたか！？ 

ワークショップ「草刈りバスターズは地域のやっかいごとを刈り払えたか」で事例を発表

した芋井地区住民自治協議会の担当者に後日聞いたところ、「できる人が、できることを、で

きる範囲でやる」という長沼ワーク・ライフ組合の考えを参考に、地域内での協働を改めて

考えるとともに、地域外から人を集めるモニター体験ツアーの具体化を検討しはじめたとの

ことだった。 

 また、ワークショップの様子を地元のケーブルテレビで見たという地域住民から声を掛け

られ関心が高まっていること、ワークショップを SNS で知ったという県外者から問い合わせ

があり「草刈りバスターズ」の関連資料を提供したとのことだった。 

 草刈りバスターズが地域内外から注目される取り組みであることを改めて認識し、引き続

き地域の課題解決と関係人口の創出を促進していきたい。 

 

オ 情報共有 

 ２つのワークショップの概要は、長野県 NPOセンターで「SDGsコネクト信州 NEWS」にまと

めてホームページに掲載した。 

https://sdgsconnect2030.com/news/ 

 

 また、草刈りバスターズに関しては、長野県 NPO センターが運営するナガノの課題と NPO

をつなぐポータルサイト「ナガクル」へイベント取材「『草刈りバスターズ』でも地域のやっ

かいごとを刈り払うのは大変だ!?」として掲載した。 

https://nagacle.net/topics-9901/ 

 

 

  

https://sdgsconnect2030.com/news/
https://nagacle.net/topics-9901/
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(3) 活動主体への活動の可視化支援とフィードバック（活動見える化プロ

グラムの活用） 

⚫ 地域の活動における地域循環共生圏・SDGs への貢献を可視化する「活動見える化プログラ

ム」を、EPO 中部運営業務に関わる２事例（２地域）の活動を対象にチャート図を作成し、

各取組主体へのフィードバックを行った。 

⚫ 具体的なフィードバックとしては、活動計画当初にもくろみも含めて作成した「活動見え

る化プログラム」の分析結果を基に、現状の活動状況をヒアリングし、修正版という形で

現時点の「活動見える化プログラム」の分析を行い活動主体に提示した。当初の分析結果

で活動計画を構造的に理解するとともに、現状の分析結果と比較することにより、どのよ

うに活動内容が深化発展したかを関係者が共有することが可能となる。 

⚫ これらの分析とフィードバックの過程の中で、活動主体はチャートを用いたプレゼン資料

の作成や連携方法の模索などに活用してもらうとともに、現時点の分析結果をもとにこれ

までの成果を確認しつつ自身の立ち位置を確認してもらうことができた。 

 

ア PF 丹南：ローカル SD クリエーションによる「里山整備副産物を利用

した海洋資源保全に関するコンソーシアムの構築」（福井県丹南エリ

ア） 

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業の環境整備採択団体である合同会社ロー

カル SD クリエーションへのヒアリングを行い、「里山整備副産物を利用した海洋資源保全

に関するコンソーシアムの構築」の活動の見える化プログラムのチャート図を作成した。 

⚫ 令和３年度に作成したチャートと比較し、ローカル SDクリエーションにフィードバックを

行った。 

 

①分析表 
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②活動見える化チャート 
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イ 長野県NPOセンター等による「いもいリビングらぼの活動」（長野県長

野市芋井地区集落） 

⚫ 芋井地区住民自治協議会及び長野県 NPOセンターへのヒアリングを行い、「いもいリビング

らぼの活動」の活動の見える化プログラムのチャート図を作成した。 

⚫ 令和４年度に作成したチャートと比較し、長野県 NPO センターにフィードバックを行った。 

 

①分析表 
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②活動見える化チャート 
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ウ その他の事例 

⚫ ２事例のほか、SDGs学生サミットに登壇した３自治体（富山県南砺市、長野県上田市、岐阜県美濃加茂市）の SDGs未来都市としての取組についても活

動見える化プログラムのチャート図を作成した。 
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(4) 活動主体等への情報・意見交換会の実施 

①会議名 

⚫ EPO中部・協働コーディネーター情報交換会 

 

②日時 

⚫ 2023年９月１日（金）13：30～16：00 

 

③会場 

⚫ ウインクあいち９階・会議室 905 （愛知県名古屋市） 

 

④出席者 

⚫ 11名（協働コーディネーター６名、中部地方環境事務所２名、事務局３名） 

茶木 勝 
株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ 代表取締役 

白萩地域山村活性化協議会、純国産メンマプロジェクトリーダー 

堺 勇人 
一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PEC とやま）常務理事／

事務局長 

中里 茂 環境カウンセラー 

三田村 佳政 合同会社ローカルＳＤクリエーション 社長 

中嶌 阿児 NPO法人 WACおばま 理事、NPO法人若狭くらしに水舎 代表理事 

寺田 卓二 一般社団法人ネクストステップ研究会 代表 

曽山 信雄 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長 

縄野 正衡 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 EPO中部統括 

原 理史 EPO中部・中部地方 ESD活動支援センター 

富田 夏子 事務局 

 

⑤協議項目 

○ 自己紹介と近況報告 

○ 話題提供１：環境省から:情報提供・情報共有等 

○ 話題提供２：協働コーディネーターから：環境省事業、EPO中部との連携業務等の紹介 

○ 話題提供３：EPO中部から：「見える化プログラム」「SDGs指標物語」の紹介 

○ 質疑応答と意見交換 
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(5) ローカル SDGs/地域循環共生圏のためのグループワーキング 

①イベント名 

⚫ 自治体職員向けローカル SDGs／地域循環共生圏セミナー「ローカル SDGsの指標と達成度評

価～活用可能なサイト／ツールの紹介とトライアル（試してみましょう！）～」 

 

②日時 

⚫ 2023年 11月 6日（月）13：30～16：30 

 

③会場 

⚫ ウインクあいち 12階・会議室 1201 （愛知県名古屋市） 

 

④主催等 

⚫ 主催：環境省 中部環境パートナーシップオフィス 

 

⑤参加者 

⚫ 19名（参加者 12名、登壇者２名、中部地方環境事務所２名、事務局３名） 

 

⑥プログラム 

〇ごあいさつ、情報提供 

〇EPO中部の紹介と本日の趣旨について 

〇基調講演「ローカル SDGsの策定とその達成に向けた 

アクションを誘発するオンラインプラットフォーム」 

法政大学デザイン工学部教授 川久保 俊 氏 

〇話題提供「自治体 SDGsモニタリングツールと達成度評価(2015-2022)」 

国際連合地域開発センター研究員 浦上 奈々 氏 

〇事例を見える化「EPO中部による｢SDGs指標物語｣と｢活動見える化プログラム｣」 

EPO中部 原 理史 

〇共有ディスカッション 

(SDGsの活用、実践における課題感、今回紹介サイト/ツールの活用アイデア) 

進行：EPO中部 原 理史 

〇講評 

国際連合地域開発センター研究員 浦上 奈々 氏 

法政大学デザイン工学部教授 川久保 俊 氏 
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⑦開催案内チラシ 
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５ 地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

(1) 地域プラットフォームの環境整備支援等業務 

ア プラットフォーム団体への伴走支援等 

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業の採択団体（中部ブロックは２団体）に

対し、環境整備のプロセスに関わる伴走支援（月１回以上の採択団体との接触）を次の通

り行った。 
 PF 丹南：ローカル SD クリエーション【継続】 PF 大町：荒山林業【継続】 

４

月 

• 4/26 打合せヒアリングを実施。 

• 環境共生学会誌に「SDGs 指標物語」の試行事例とし

て PF 丹南掲載の件を連絡。 

• 4/19 地域政策課の調整により、PF 大町と MIT との

オンライン意見交換を実施。途中まで EPO も傍聴。 

• 4/27 打合せヒアリングを実施。 

５

月 

• 5/8 に関係団体による酒米づくりイベントの広報協力

の電話依頼。 

• 中間共有会の PF 丹南での実施について日程調整。 

• 5/2 大学生の地域づくり参加についての連絡あり（PF

事業アドバイザリー委員からの依頼）。 

• 5/10 に大学生訪問等についてのオンライン打合せ。 

• 5 月末頃、採択団体の名称変更方法について確認・

連絡等の遣り取りあり。 

６

月 

■6/7-8 キックオフミーティング  

• 中間共有会に関する段取り・進め方、今後の活動（イ

ベント）予定確認等の連絡。 

• 6/20 次回打合せの日程調整連絡。 

• 6/7 キックオフにて、7/8-9 開催・Life on the Lake 夏

のほとりの広報協力の連絡あり。Facebook での広報

展開協力を実施。 

• 大学生訪問の実施内容等の連絡調整。 

７

月 

• 7/13打合せ(SHミーティング、中間共有会、中部事務

所による情報提供、意見交換等)を実施。中間共有会

の視察箇所・方法等について地域側で検討。 

• SH ミーティングを 12/11-15 日実施予定で調整。 

（7/8-9 Life on the Lake 夏のほとり開催） 

• 7/13 水循環事業担当課との 7/18 意見交換実施の

連絡あり。あわせて市対応についての相談あり。 

• 7/18 市総務部（水循環事業担当部署）との意見交換

の報告の電話あり。 

８

月 

• 8/9 里山里海体験プログラムのモニターツアーの参

加募集の広報協力依頼のメール連絡。WEB サイト、

SNS にて掲載協力。 

• 中間共有会、SH ミーティングについての打合せ設定

連絡。 

（8/1-3 大学生の大町訪問） 

• 大学生ゼミ合宿が 8/16 付の地元新聞に記事掲載の

メール連絡。 

９

月 

• 9/1 中間共有会についての打合せ。エクスカーション

訪問先を協議。 

• 市への呼びかけ、エクスカーション訪問先について

電話・メール打合せ。 

• 9/26 飯盛先生、全国事務局による視察に EPO も同

行。 

• 白山地区 SH 用の Facebook グループの試行版（非

公開）を EPO 側で開設。 

• 打合せの設定依頼を連絡。 

• 9/21 市との連携展開についての団体側イメージにつ

いて連絡。 

10

月 

• 10/2 オンライン打合せ。中間共有会エクスカーショ

ン、SH ミーティング、今後の活動等について情報共

有。 

• 10/5 オンライン打合せ。 

• 10/9 共有会出席者リストの送付。 

11

月 

• エクスカーション訪問先についての調整連絡。 

• 発表用資料についての連絡対応 
• 発表用資料についての連絡対応。 

■11/9-10 中間共有会  

• 白山地区ＳＨ用のFacebookグループの公開版をEPO

が開設。 
• 地球環境基金の申請についての相談対応。 

12

月 
• 12/15SHミーティングの打合せ。内容・時期・役割分担

等について協議。 

• 12/22 電話で SH ミーティング実施について確認連

絡。（団体名変更、成果報告会のブース進行役につ

いて質問あり。） 
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 PF 丹南：ローカル SD クリエーション【継続】 PF 大町：荒山林業【継続】 

１

月 

• 1/9 電話で 2/1 に SH ミーティングを実施で日程調整

の連絡あり。講師役の相談あり（中部事務所へも相

談）。震災被害の有無等も確認。 

• 1/29SH ミーティングの準備について確認の電話連

絡。開催についてメーリス配信依頼。チラシを受け取

り、SNS 掲載。 

（Life on the Lake1/14 開催） 

• SH ミーティング実施について電話・メール連絡。 

２

月 

• 2/1SH ミーティング開催。模造紙、付箋、カラーペン等

を EPO で準備。 

• 終了後、今後の展開について相談・確認。 

• 長野県休眠預金事業の暮らす room's 主催「長野県

の森を語ろう！それぞれの地域の森を取り巻く情報

交換」への登壇・共催を SH ミーティングに位置づけ

たいとのメール連絡あり。 

• SH ミーティングとしての開催の留意点について確認

の電話・メールでの遣り取り。 

３

月 
■3/7-8 成果共有会  

 

イ 年度当初時ヒアリング 

①実施概要 

⚫ 環境整備２団体を対象に、事業着手時ヒアリングを実施した。 

活動団体名 実施日／場所 ヒアリング項目 

ローカルSDクリエー

ション（PF丹南） 

【継続】 

（福井県丹南地区） 

2022年4月26日／

福井市地域交流プ

ラザ 研修室（福井

県福井市） 

Q.：本事業を通じて、形成するプラットフォームのイメージとは？ 

Q.：今年度の取り掛かり、何をどこまでやるか？（事業のタネのアイ

ディア） 

Q.：今年度のイベント等の予定（※ステークホルダーミーティング含む） 

Q.：事業を進める上での課題とそれを解決するための方策などは？ 

Q.：事業を進めるにあたっての協力者・ステークホルダーは？ 

荒山林業（PF大町） 

【継続】 

（長野県大町市） 

2023年4月27日／

長野県大町合同庁

舎（長野県大町市） 

 

②調査対象（ヒアリング出席者・同席者） 
ローカルSDクリエーション 

（PF丹南） 
合同会社 SD ローカルクリエーション 三田村佳政氏 

荒山林業 

（PF大町） 

荒山林業 荒山あゆみ氏、荒山雄大氏 

株式会社山川草木 香山由人氏 

北アルプス地域振興局林務課 髙野毅氏  ほか、委託先：やまとわ など４名 

 

③ヒアリング結果（ヒアリングシートの作成） 

⚫ ヒアリング実施後、所定のヒアリングシート（GEOC 提示のフォーマット）に聴取内容を整

理、記入し、中部地方環境事務所と共有のうえ、GEOCに提出した。 

 

ウ 採択団体の支援計画の作成・提出 

⚫ ヒアリングシートの作成にあわせて、各プラットフォーム団体（継続団体も含む）の支援

計画シート「環境整備フォローシート」（いずれも GEOC 提示のフォーマット）を作成し、

中部地方環境事務所と共有のうえ、GEOCに提出した。 
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【作成した支援計画シート（環境整備フォローシート）の一部】PF丹南 

 
 

【作成した支援計画シート（環境整備フォローシート）の一部】PF大町 
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(2) 中間共有会 

①会議名 

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業 中部ブロック中間共有会 

 

②日時 

⚫ 中間共有会：2023年 11月 9日（木）13：15～16：15 

⚫ エクスカーション（視察）：2023年 11月 10日（金）8：30～15：00 

 

③会場 

■ 中間共有会 

⚫ 開催会場：市民プラザたけふ 3階・多目的室 1 （福井県越前市） 

■ エクスカーション 

⚫ 視察地（福井県丹南エリア）：しらやまいこい館/コウノトリ PR館、坂口地区、農家レスト

ラン 白山さんち、越前マリンサービス、道の駅 越前たけふ 

 

④出席者 

⚫ 24名 

氏名 所属先 
1 日目 

共有会 

2 日目 

視察 
備考 

三田村 佳政 合同会社ローカル SD クリエーション 参加 参加 PF 丹南 

野村 みゆき 
越前市さかのくち活性化協議会 

越前市エコビレッジ交流センター 
参加 - PF 丹南 

前田 利博 しらやま振興会事務局長 参加 - PF 丹南 

小池 幸弘 越前市環境農林部環境政策課 参加 -  

谷口 尚謙 越前市環境農林部農政課 参加 -  

山田 幸平 越前市環境農林部環境政策課 参加 -  

高野 翔平 越前市環境農林部農政課 参加 -  

荒山 あゆみ 荒山林業 参加 参加 PF 大町 

荒山 雄大 荒山林業 参加 参加 PF 大町 

帶川 恵輔 荒山林業 参加 参加 PF 大町 

入口 翔 ななお SDGs スイッチ／のと共栄信用金庫 参加 参加 先輩団体:PF 七尾 

加藤 義人 岐阜大学 客員教授 参加 - ESD/EPO(中部)運営委員 

水上 聡子 アルマス・バイオコスモス研究所代表 参加 - ESD/EPO(中部)運営委員 

清間 笑奈 環境省大臣官房地域政策課 参加 参加  

深津 英里 環境省大臣官房地域政策課 参加 参加  

野杁 拓 環境省大臣官房地域政策課 参加 参加  

曽山 信雄 環境省中部地方環境事務所環境対策課 参加 参加  

縄野 正衡 環境省中部地方環境事務所環境対策課 参加 参加  

小森 清志 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（株） 参加 参加  

江口 健介 地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） 参加 参加  

鈴木 良壽 地球環境パートナーシッププラザ（GEOC） 参加 参加  

清本 三郎 EPO 中部 参加 参加  

原  理史 EPO 中部 参加 参加  

富田 夏子 EPO 中部 参加 参加  
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⑤プログラム 

 

 

⑥11月 10日実施・PF丹南（ローカル SDクリエーション）のガイドによる視察の様子 
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(3) ステークホルダーミーティング業務 

⚫ PF 丹南はステークホルダーミーティングを２

月１日にワークショップ方式で実施し、EPO 中

部はワークショップ用のツール、シート（模

造紙）等の準備支援を行った。また、当日参

加し、参加者の意見・アイデアを模造紙上で

整理、図示化するなどの支援を行った。 

⚫ PF 大町は２月 19 日に、暮らす room's 主催、

on the lake（荒山林業）共催によるオンラインイベント『長野県の森を語ろう！それぞれ

の地域の森を取り巻く情報交換』を開催し、これをステークホルダーミーティングとして

位置づけた。 

活動団体名 実施日／場所・方法 EPOが実施した支援等 

ロ ー カ ル SD ク リ

エ ー ション（PF丹

南） 

2024年2月1日／ 

白山さんち 

（福井県越前市） 

⚫ ディスカッション用の模造紙、カラーペン、付箋等のワーク

ショップツールの準備 

⚫ 当日にオブザーバー参加、ディスカッションで出てきた意見・ア

イデアの整理・まとめ 

荒山林業（PF大町） 
2024年2月19日／ 

オンライン 

⚫ 共催及びステークホルダーミーティング実施にあたっての留

意事項などを協議・連絡 

⚫ 当日にオブザーバー参加 
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(4) GEOCが主催する会議等への参加 

⚫ 環境省、GEOC が主催する地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業関連の会議・会

合等について、下記の会合等に出席した。 

⚫ キックオフミーティング及び成果報告会では活動団体による資料準備での作成内容の解説、

作成後の確認等の支援を実施したほか、当日の意見交換／ポスターセッションでは、ファ

シリテーターとしてディスカッションの進行等を行った。 

 

会合 開催日 会場/開催方法 実施内容等 

キックオフ 

ミーティング 

6 月 7 日 

～8 日 
オンライン 

  地域循環共生圏プラットフォーム構築事業の概要説明 

  事業の進め方（事業スケジュールと事務局について） 

  講話：先輩地域より：富士市、一般社団法人 Reborn Art Festival 

  継続団体（計 11 団体）の発表／個別ディスカッションタイム 

  新規採択団体（計 10 団体）の発表／個別ディスカッションタイム 

  全体振り返り 

作業部会 

第１回 

9 月 11 日 
会場：GEOC 

  R5 年度環境整備活動団体の進捗共有 

  上記に基づく、アクションサイクルモデルに対する環境整備活動

団体からのフィードバック整理、地域事例の蓄積 

  上記に基づく、環境整備支援ノウハウの相互参照、蓄積 

第２回 

2 月 9 日 
会場：GEOC 

  【議題 1】共生圏 PF 事業全体の振り返り 

  【議題 2】R5 環境整備支援の現状共有 

  【議題 3-1】地域循環共生圏づくりにおける中間支援ポイント抽出 

  【議題 3-2】地域循環共生圏づくりにおける中間支援ポイント抽出 

共有会 5 月 16 日 オンライン 

  令和 5 年度年間予定について 

  ヒアリング・支援計画の共有 

  6/7-8 キックオフ企画について 

  その他情報共有（Platform Clover について） 

PF 事業形

成会議 
12 月 8 日 オンライン 

  【議題 1】共生圏 PF 事業全体の進捗状況について 

  【議題 2】共生圏 PF 後継事業について 

  【議題 3】R5 年度末の予定について 

成果共有会 
3 月 7 日 

～8 日 

会場：TKP 新橋

カンファレンスセ

ンター 

  各団体による成果発表、ポスターセッション 

  ネットワーキングイベント 

 

(5) 事業化支援団体の活動の情報共有 

⚫ 今年度の中部エリアでは、ななお SDGsスイッチが事業化支援に採択された。 

⚫ 下記の関連会議・打合せに同席し、事業化支援団体の活動内容、及び全国事務局等による

支援内容・方法等についての情報収集を行った。 

 

 実施日 場所・方法 実施事項 

1 5 月 18 日 オンライン傍聴 
  昨年度事業の振り返り（特に課題面） 

  今年度事業で特に注力したい点・実施体制の確認 

2 7 月 11 日 オンライン傍聴 
  SDGs 未来都市の選定に関する共有 

  今後の進め方 

3 8 月 28 日 

リアル出席 

会場： 

のと共栄信用金庫 

  ななお SDGs スイッチの昨年度までの取組について 

  ななお SDGs サポートパッケージ 

  ななお SDGs スイッチ 2023 年度事業（案） 

4 9 月 13 日 オンライン傍聴 

  マンダラ図について 

  プラットフォームのコンセプト・ビジョンの検討状況 

  事業内容の検討状況 

8 月 22 日 
（ハイブリッド開催） 

オンライン傍聴 
  九州 PF 団体「八女が好き 8C！ やめスマ研究所」のステークホルダー

ミーティングに、ななお SDGs スイッチが登壇して取組紹介 

 



 

66 

 

(6) 卒業団体のフォローアップ調査 

⚫ 中部エリアの卒業団体の一つである「一般社団法人スマート・テロワール協会」を対象に

したフォローアップ調査を 12 月 15 日に実施し、その内容を取りまとめたヒアリング結果

シートを作成し、全国事務局へ提出した。 

 

【提出したヒアリング結果シート】 
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(7) 身近な自然資本活用に関する意見交換会の開催 

ア 信州の森・里山フォーラム「地域資源としての森林・里山の価値向上

について考える」 

①日時 

⚫ 2023年 12月 19日（火）13：30～16：00 

 

②会場 

⚫ 長野市生涯学習センター 第 1・第 2学習室 （長野県長野市） 

 

③主催等 

⚫ 主催：環境省中部地方環境事務所・中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 共催：林野庁中部森林管理局 

 

④参加者 

⚫ 95名 

➢ 会場参加 25名（登壇者、事務局含む） 

➢ オンライン：zoom接続 43件、YouTubeライブ配信ユニーク視聴者数 27件 

 

⑤プログラム 

〇あいさつ 

〇情報提供  

本フォーラムの趣旨について 

「信州における森林経営、森林サービスの現状と今後の展開への期待について」 

林野庁中部森林管理局 

「森林の利活用と交流人口の増加を目指して」 

長野県林務部 信州の木活用課 

〇取組紹介 

「東急リゾートタウン蓼科のもりぐらし」 

東急リゾーツ＆ステイ株式会社 資産企画統括部 徳田 圭太 氏 

「地域商社・機能会社をとおした森林価値を高める多角的な事業」 

株式会社トビムシ 飯泉 浩二 氏 

「森林・里山の課題の解決と新たな価値創出」 

フォレストデザイン 代表 余頃 友康 氏 

「循環型社会・脱炭素社会の実現に向けた“木”にかかわる新たなチャレンジ」 

中部電力株式会社 経営戦略本部 地域インフラ事業推進室 川口 雅哉 氏 

〇ディスカッション「森林・里山の利活用と価値の向上について」 

パネリスト：東急リゾーツ＆ステイ株式会社 資産企画統括部 徳田 圭太 氏 

株式会社トビムシ 飯泉 浩二 氏 

フォレストデザイン 代表 余頃 友康 氏 

中部電力株式会社 経営戦略本部地域インフラ事業推進室 川口 雅哉 氏 

林野庁中部森林管理局長 今泉 裕治 氏 

長野県林務部信州の木活用課長 千代 登 氏 

進行:環境省 中部地方環境事務所 
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⑥開催案内チラシ 
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イ 企業の生物多様性保全の取組についての勉強会 

①日時 

⚫ 2024年 1月 26日（金）13：30～16：00 

 

②会場 

⚫ 開催方法：ハイブリッド 

➢ オンライン：zoom 

➢ 会場：名古屋能楽堂 会議室 (愛知県名古屋市) 

 

③主催等 

⚫ 主催：中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 後援：環境パートナーシップ・ CLUB (EPOC) 

 

④参加者 

⚫ 132名 

➢ 会場参加 41名（登壇者・関係者含む） 

➢ オンライン：zoom参加 20件、YouTubeライブ配信ユニーク視聴者数 71件 

 

⑤プログラム 

〇あいさつ 

〇自然共生サイトの概要説明 環境省中部地方環境事務所  

〇講演 1「自然共生サイト申請のポイント」～都市近郊の緑地の研究から見た課題～ 

名城大学農学部 准教授 橋本 啓史 氏 

〇講演 2「人の手で維持されてきた自然環境を未来に残すには」～両生類の保全の現場から～ 

愛知教育大学理科教育講座 准教授 島田 知彦 氏 

〇自然共生サイトの事例紹介 

「リコーえなの森」株式会社リコー 

「テクノ中部本店ビル屋上ビオトープ」株式会社テクノ中部 

「人間環境大学 岡崎キャンパス演習林」人間環境大学 

「トヨタの森」トヨタ自動車株式会社 

「ビオトープながおか」シヤチハタ株式会社 

〇自然共生サイト認定企業とのグループディスカッション 

〇質疑応答、講評 

〇閉会のあいさつ 
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⑥開催案内資料 

EPOC会員企業用 

 

 

 

YouTube視聴用 
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(8) グリーン社会実現に向けたステークホルダー連携促進事業 

ア 環境へのアプローチを活かした鳥羽の観光創発ミーティング 

①日時 

⚫ 2024年 1月 16日（火）13：00～15：30 

 

②会場 

⚫ 鳥羽商工会議所 3階・かもめホール （三重県鳥羽市） 

 

③主催等 

⚫ 主催：環境省 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

⚫ 共催：鳥羽市、鳥羽市温泉振興会 

 

④出席者 

⚫ 33名（観光事業関係者 7名、登壇者 9名、市関係者 13名、事務局 4名） 

氏 名 所 属 

大西 絵里奈 海女の愛ちゃんが湯く！メンバー 

寺田 順三郎 株式会社戸田家 

野口 あゆみ 伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 

中村 麻央 鳥羽市リサイクルパーク 

岩崎 織江 鳥羽市商工会議所 

濱口 尚紀 鳥羽市温泉振興会  

濱岡 佐代美 鳥羽国際ホテル 

谷口 優太 旅館「扇芳閣」 

山下 正樹 鳥羽市温泉振興会 

大野 愛子 海女・フォトグラファー 

坂口 幸司 鳥羽シーサイドホテル株式会社 

惣明 福徳 伊勢志摩リゾートマネジメント株式会社 

宍倉 秀明 株式会社戸田家 

向井 隆広 The Earth 

中村 孝 NPO とばリサイクルネットワーク 

吉川 勝也 鳥羽市温泉振興会 

中村 欣一郎 鳥羽市 

髙浪 七重 鳥羽市観光商工課 

村山 陽介 鳥羽市観光商工課 

村田 直 鳥羽市観光商工課 

北橋 亜由那 鳥羽市観光商工課 

宮山 恵介 鳥羽市観光商工課 

後藤 洸 鳥羽市観光商工課 

上村 渡 鳥羽市環境課 

中井 理江 鳥羽市環境課 

伊藤 緋保 鳥羽市環境課 

齋藤 猛 鳥羽市企画財政課 

榊原 友喜 鳥羽市農林水産課 
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氏 名 所 属 

岩尾 豊紀 鳥羽市農林水産課 

縄野 正衡 中部地方環境事務所 

清本 三郎 EPO 中部 

原 理史 EPO 中部 

富田 夏子 EPO 中部 

 

⑤プログラム 

〇あいさつ 

〇講演「世界中の子育て家族から愛される宿が目指すサステナブルツーリズム」 

扇芳閣 谷口 優太 氏 

〇話題提供「鳥羽市の取り組み～鳥羽の SDGs まなブック・ピリカ等の取り組み事例を紹介～」 

鳥羽市長 中村 欣一郎 氏 

〇話題提供「鳥羽温泉郷の取り組み～海藻×環境×SDGsを紹介～」 

鳥羽市温泉振興会 山下 正樹 氏 

海女・フォトグラファー 大野 愛子 氏 

〇取組紹介 1：鳥羽シーサイドホテル株式会社 営業部長 坂口 幸司 氏 

〇取組紹介 2：伊勢志摩リゾートマネジメント株式会社 総支配人 惣明 福徳 氏 

〇取組紹介 3：株式会社戸田家 取締役執行役員 業務支配人 宍倉 秀明 氏 

〇取組紹介 4：The Earth 宿泊支配人兼業務マネージャー 向井 隆広 氏 

〇取組紹介 5：鳥羽市リサイクルパーク NPOとばリサイクルネットワーク 理事長 中村 孝 氏 

〇ワークショップ「鳥羽の環境にやさしい取組～これから私たちにできること～」 

〇講評 中部地方環境事務所 
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⑥開催案内資料 
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イ 地球温暖化に関する中部カンファレンス「水素・アンモニア実装に向

けた中長期展望」 

①日時 

⚫ 2024年 2月 13日（火）13：30～16：20 

 

②会場 

⚫ 名古屋銀行協会 201会議室（愛知県名古屋市） 

 

③主催 

⚫ 環境省中部地方環境事務所・中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

 

④参加者 

⚫ 149名 

➢ 会場参加 44名（登壇者、事務局含む） 

➢ オンライン：webex接続 105件 

 

⑤プログラム 

〇あいさつ 

〇国からの報告 「最新、水素等の導入状況を知る」 

環境省 地球環境局 地球温暖化対策事業室長 

経済産業省 中部経済産業局 カーボンニュートラル推進室長 

 国土交通省 中部地方整備局 計画企画官 

〇自治体や企業からの報告「水素・アンモニア実装に向けた行動」 

愛知県 水素社会実装推進室室長 

日本郵船株式会社 燃料炭・アンモニアグループ長 

株式会社 JERA企画統括部 脱炭素推進室長 

〇フリーディスカッション「水素等社会へのロードマップ」 

モデレーター：名古屋産業大学 伊藤 雅一 教授 

パネリスト：環境省 地球環境局 地球温暖化対策事業室長 

経済産業省 中部経済産業局 カーボンニュートラル推進室長 

 国土交通省 中部地方整備局 計画企画官 

愛知県 水素社会実装推進室室長 

日本郵船株式会社 燃料炭・アンモニアグループ長 

株式会社 JERA 企画統括部 脱炭素推進室長 

〇閉会あいさつ 
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ウ 知多半島５市５町勉強会「地域交通×脱炭素について考える」 

①日時 

⚫ 2024年３月 11日（月）14：00～16：15 

 

②会場 

⚫ 半田市市民交流プラザ ホール（愛知県半田市） 

 

③ 主催・協力 

⚫ 主催：半田市（知多半島５市５町勉強会主催）、環境省中部環境パートナーシップオフィ

ス（EPO中部） 

⚫ 協力：環境省中部地方環境事務所、三菱 UFJ銀行 

 

④参加者 

⚫ 36名（自治体職員 23名、金融機関４名、登壇者・関係者４名、事務局５名） 

所属 役職 氏名 

常滑市 民生活部 生活環境課 主任 長田 遥 

常滑市 市民生活部 市民協働課 主任 伊藤 真敬 

常滑市 企画部 企画課 主任 森 要平 

東海市 生活環境課 ゼロカーボン戦略室 統括主任 久野 貴史 

大府市 環境課 係長 植木 孝 

大府市 環境課 主事 村下 澄 

大府市 環境課 主事 相羽 耕貴 

大府市 都市政策課 主任  浅岡 和俊 

知多市 環境経済部環境政策課 課長補佐 小嶋 仁 

知多市 環境経済部環境政策課 主事 石川 光孝 

知多市 企画部企画情報課 課長補佐 中井 貴之 

知多市 企画部市民協働課 統括主任 加藤 正樹 

阿久比町 建設環境課 係長 米塚 利樹 

阿久比町 防災交通課 係長 武田 啓介 

東浦町 環境課 主事 加古 将人 

南知多町 総務部 成長戦略室 主任主査 内田 健二 

南知多町 厚生部 環境課 係長 家田 直政 

美浜町 企画課 係長 村田 元樹 

美浜町 環境課 係長 寺本 幸多良 

武豊町 環境課 主事 水谷 恭祐 

武豊町 防災交通課 主査 岩川 幸樹 

半田市 市民経済部 環境課 主事 片山 高也 

半田市 企画部 企画課 主事 祢宜田 孝美 

三菱UFJ銀行 東海公務部 公務第二課 次長 加藤 理一 

三菱UFJ銀行 半田支店 支店長 林 義人 

三菱UFJ銀行 半田支店 次長 安部 良佑 

三菱UFJ銀行 半田支店  本田 愛沙 
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所属 氏名 

講師 日本福祉大学 教授 千頭 聡 

講師 大同大学 准教授 樋口 恵一 

（同行） 知多乗合株式会社 代表取締役 榊原 研二 

講師 知多乗合株式会社 取締役 運輸営業部長 橋本 大輔 

環境省 中部地方環境事務所 地域脱炭素創生室 室長補佐 國立 将光 

環境省 中部地方環境事務所 地域脱炭素創生室 脱炭素地域づくり専門官 柴田 真志 

事務局 EPO中部 統括 清本 三郎 

事務局 EPO中部 原 理史 

事務局 EPO中部 富田 夏子 

 

  

  
 

エ 奥三河エリアの地域循環共生圏づくり 

⚫ 愛知県奥三河エリアで地域循環共生圏づくりに取り組む「奥三河エレトレ」（構成団体：

したらワークス、ＪＡ愛知東、三河の山里コミュニティパワー、設楽町）が主催する 2024

年 2 月 14 日開催のローカル SDGs 奥三河フォーラム『地域に経済を取り戻す』に出席し、

奥三河エリアの地域循環共生圏づくりに関わる次年度(2024 年度)以降の展開の提案資料と

して、次資料を作成し、中部地方環境事務所へ提出した。 
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【作成・提出した奥三河エリアの地域循環共生圏づくりの提案資料】 
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オ GEOCが開催する事業検討会議への参加 

⚫ GEOCが開催する、ステークホルダー連携促進事業の事業検討会議に下記の通り出席し、実

施状況・内容等についての情報共有と意見交換を行った。 

⚫ 出席にあたり、ステークホルダー連携促進事業の中部の実施内容を所定のシートに記入

し、事前に GEOCへ提出した。 

 

会合 開催日 会場 実施内容等 

事業検討会議 2 月 29 日 GEOC 
  【議題 1】今年度の SH 連携促進事業の実施報告 

  【議題 2】来年度の実施イメージ検討 
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６ 中部地方 ESD活動支援センター運営業務 

(1) 中部地方 ESD活動支援センターの運営・推進 

⚫ 令和３年度に策定した中部地域の「第６期 ESD 推進計画」をもとに、中部地方 ESD 活動支

援センターの業務内容等を検討し、ESD/EPO 運営委員会（第１回会議）に諮問のうえ、関

係する委員からの開催地域、連携機関、協働方法等の助言を業務実施計画に反映した。 

⚫ この業務実施計画をもとに、今年度のセンター運営及び ESD 活動支援・推進に取り組んだ。 

 

【参考：令和３年度に策定した中部地域の「第６期 ESD推進計画」】 
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(2) ESD活動に関するネットワークの構築 

ア ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

①名称 

⚫ 中部地方 ESD推進ネットワーク地域フォーラム 地域と学校をつなぐ ESD 

 

②日時 

⚫ 2023年９月 21日（木）13：00～16：30 

 

③開催方法（ハイブリッド） 

⚫ オンライン：zoom 

⚫ 会場：ウインクあいち 907会議室（愛知県名古屋市） 

 

④主催 

⚫ 中部地方 ESD活動支援センター 

 

⑤出席者 

⚫ 38名（会場参加 17名（登壇者、事務局含む）／zoom参加 21件） 

 

⑥プログラム 

〇挨拶 環境省中部地方環境事務所 

〇基調講演「地域づくりと学校教育・今求められる地域の ESD」 

金沢大学大学院教職実践研究科 准教授 加藤 隆弘 氏 

〇話題提供「学校と地元が好きだから～地域と協働した学校教育づくり」 

愛知県東浦町立緒川小学校 校長 鬼頭 学 氏、同校教諭 森 倫子 氏 

〇話題提供「ESD・SDGsを学び合うコミュニティづくり」 

北陸 ESD推進コンソーシアム コーディネーター 池端 弘久 氏 

〇地域 ESD拠点登録団体による事例報告～地元で！大人と子どもの ESD 

報告 1「子どもたちの ESDから SDGsまちづくりに」ななお SDGsスイッチ 入口 翔 氏 

報告 2「地域の自然資源を活かした学校の ESD」勝山市(勝山市教育委員会) 廣田 大吾 氏 

報告 3「循環型社会を担う企業から子どもたちへ」加山興業株式会社 井上 智博 氏 

〇交流ディスカッション 

コーディネーター： 

中部大学国際 ESD・SDGsセンター准教授 中部 ESD拠点協議会事務局長 古澤 礼太 氏 

〇ふりかえり交流・ESD推進ネットワーク登壇者、ESD拠点団体による意見交換 

コーディネーター： 

中部大学国際 ESD・SDGsセンター准教授 中部 ESD拠点協議会事務局長 古澤 礼太 氏 
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⑦ポスターの制作 

⚫ フォーラムのポスター／チラシを制作し、開催案内とともに、中部エリアの地域 ESD 拠点

へ郵送及びメールで送付した。 

 

【制作したポスター／チラシ】 
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イ SDGs学生サミットの開催 

①イベント名 

⚫ SDGs学生サミット 

 

②日時 

⚫ 2024年２月 10日（土）13：00～17：30 

 

③開催方法 

⚫ オンライン開催：zoom、YouTube配信 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 協力：中部大学中部高等学術研究所、国際 GIS センター問題複合体を対象とするデジタル

アース共同利用・共同研究拠点 

 

⑤参加者 

⚫ 85名 

➢ Zoom参加（登壇）77件（関係者・事務局含む） 

➢ YouTubeライブ配信視聴 8件 

 

⑥プログラム 

〇あいさつ 環境省中部地方環境事務所  

   名古屋市立大学 副学長 教授 伊藤 恭彦 氏 

〇団体発表「若者にとっての SDGs～学習活動等の取組紹介や展望～」 

中部地方に所在する大学等の学生・ユースグループ、６団体 

中部大学 ESDエコマネーチーム 

岐阜大学 G-amet 

松本大学 

金沢星稜大学 

静岡大学 

あいちサスティナ研究所 チーム・サンゲツ 

〇話題提供「地域の SDGsの取組～自治体の SDGsの取組について～」 

中部地方の SDGs未来都市に選定されている基礎自治体 3市 

富山県南砺市（2019年度選定） 

岐阜県美濃加茂市（2021年度選定） 

長野県上田市（2022年選定） 

〇「見える化プログラム」分析と「地域 SDGsデータセット」 ※第５期作成ツール活用 

〇パネルディスカッション「ローカル SDGs達成のためにすべきこと、できること！」 

進行：原 理史（中部地方 ESD活動支援センター） 

総括：伊藤 恭彦 氏（名古屋市立大学副学長、ESD/EPO中部運営委員会 座長） 
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⑦開催案内チラシ 

 
 



 

88 

 

ウ 地域 ESD拠点等の ESD活動の支援 

⚫ 拠点登録済み団体が主催するイベント等について、中部地方 ESD 活動支援センターウェブ

サイト等で下記の通り、広報協力を行った。 

 

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイトに掲載した登録団体への広報協力記事】 
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(3) 全国センターとの連携協力の推進等 

(ア) 全国センターによる年次アンケートの実施支援 

⚫ 2023 年４月に、全国センターが地域 ESD 拠点を対象に年次アンケートを実施するにあたり、

適宜、中部エリアの地域 ESD拠点団体に対し、協力依頼等を行った。 

 

(イ) 地域 ESD拠点登録審査への協力 

⚫ 今年度、中部エリアにおいて、新たな地域 ESD拠点登録の申請は発生しなかった（2024年

３月現在、20団体が登録）。 

 

(ウ) 後援申請対応 

⚫ 中部地方 ESD 活動支援センターの後援名義使用について、下記の事務局から全国センター

に申請があり、全国センターからの照会対応を行った。 

 

申請主体 承認日 
申請行事 

名称 開催日 場所／方法 

名古屋市環境局環境企画課 4 月 25 日 SDGs まちづくり推進事業 
2023 年 5 月 2 日～

2024 年 3 月 31 日 
各地域等 

一般社団法人環境市民プラット

フォームとやま（PEC とやま） 
4 月 27 日 

体験型ワークショップ 

「気候変動と水のめぐり」 
2023 年 6 月 10 日 

大学（富山県射水

市内） 

一般社団法人 

実践倫理宏正会 富山地区 
6 月 28 日 エシックスライツ 2023 2023 年 11 月 19 日 

富山産業展示館

（テクノホール） 

公益財団法人 

こども教育支援財団※ 
7 月 21 日 

第 15 回 

環境教育ポスターコンクール 

2023 年 8 月 22 日～

2024 年 3 月 31 日 
国内公共施設等 

公益財団法人日本極地研究振

興会※ 
8 月 2 日 

南極・北極 SDGs 探究学習 

コンテスト 

2023 年 8 月 21 日～

2024 年 1 月 31 日 
オンライン 

ESD・国際化ふじのくにコンソー

シアム 

静岡大学 教育学部※ 

11 月 2 日 

令和 5 年度 

文部科学省ユネスコ活動費補助金 

SDGs 達成の担い手育成（ESD）推

進事業「社会教育・学校教育融合型

の ESD を主眼としたカリキュラム

パッケージの開発」成果報告会 

2024 年 1 月 20 日 

北九州市タカミヤ環

境ミュージアム／対

面・オンライン併用 

東北地方 ESD 活動支援セン

ター※ 
11 月 9 日 

東北 ESD/SDGs フォーラム 2023～

SDGs 達成に向けた 

東北の今と未来～ 

2023 年 12 月 16 日 

仙台国際センター

／対面・オンライン

併用 

北陸 ESD 推進コンソーシアム 11 月 27 日 
2023 年度 

北陸ユネスコスクール交流会 
2023 年 12 月 2 日 オンライン 

信州 ESD コンソーシアム 11 月 28 日 
令和 5 年度 信州 ESD/SDGs 

成果発表＆交流会 

2024 年 2 月 2 日～ 

2 月 3 日 
オンライン 

北陸 ESD 推進コンソーシアム 12 月 18 日 
2023 年度石川県 SDGs・ESD 児童

生徒学習活動交流会 
2024 年 1 月 20 日 オンライン 

北陸 ESD 推進コンソーシアム 1 月 9 日 
2023 年度北陸 ESD 推進 

コンソーシアム成果報告会 
2024 年 2 月 10 日 

金沢勤労者プラザ

＋オンライン 

※：全ての地方センターに後援申請があった催事 
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(エ) 全国センター主催会議等への出席、資料提供等 

⚫ 全国 ESDセンターから招聘された全ての会議等に出席し、資料提供などを行った。 

会合 回/開催日 実施内容 

作業部会 

第１回 

6 月 21 日 

・ 今年度の各センターの気候変動教育事業をチャートにおとし、戦略やねらい

（社会的インパクト）を共有すること 

・ 拠点アンケートのうち気候変動教育の例を抽出して共有すること 

第２回 

11 月 15 日 

1．学び合いプロジェクト全体の目標確認 

2．各地方センターの学び合いプロジェクトの共有 

3．気候変動を軸とした ESD 実践事例ヒアリングについて 

4．「ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 2023」について 

全国・地方 

連絡会 

第 1 回 

5 月 31 日 

・ 【議題１】ESD 関連施策の最新動向、環境関連人材育成施策の最新動向 

・ 【議題２】共有：全国センターの事業について 

・ 【議題３】共有：各センターの事業予定について 

・ 【議題４】気候変動教育に関する共有・議論 

第 2 回 

1 月 24 日 

・ 【議題１】2024 年度 ESD 関連施策の方向性について 

・ 【議題２】学び合いプロジェクト報告と気候変動教育の実施状況 

・ 【議題３】2024 年度 ESD 活動支援センター・ESD 推進ネットワークの活動 

全国 

フォーラム 
12 月 9 日 

・・  基調報告：文部科学省「ESD の推進に向けた文部科学省の取組について」 

・・  基調報告：環境省「環境施策及び環境教育・ESD の最新動向について」 

・・  セッション「気候変動を切り口とした ESD の意義とひろがり」 

企画運営 

委員会 

第 1 回 

6 月 27 日 

・・  開会挨拶・委員紹介 

・・  ESD 活動支援センター2023 年度事業について 

・・  2022 年度地域 ESD 活動推進拠点アンケート結果 

第 2 回 

2 月 27 日 

1．ESD 活動支援センターの本年度主要事業について（報告） 

2．気候変動を切り口とした ESD の今後の進め方について(2025 年度迄の方針) 

3．2024 年度 ESD 活動支援センターの活動について 

全国ネット

ワーク団体意

見交換会 

9 月 13 日 

1．【話題提供】国内外の ESD・気候変動教育の動向 

2．【話題提供】日本環境教育学会「気候変動教育プロジェクト」について 

3．【話題提供】中小企業を対象とした研修教材の紹介 

4．総括コメント 

5．「ESD 推進ネットワーク全国フォーラム」の案内 
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(4) 自然資産等の活用による ESD促進（ESDダイアログの開催） 

①イベント名 

⚫ 南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク ESDダイアログ 2023 

～自然を活用する人づくり～ 

 

②日時 

⚫ １日目 ESDダイアログ：2023年 11月 18日（土）13：30～16：30 

⚫ ２日目 エクスカーション：2023年 11月 19日（日）8：30～14：40 

 

③会場 

⚫ １日目：伊那市生涯学習センター 5階 研修室（長野県伊那市） 

⚫ ２日目視察地：南アルプス（中央構造線エリア）ジオパークの見学 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 共催：南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク協議会（飯田市、伊那市、大鹿村） 

 

⑤参加者 

⚫ １日目：41名（一般参加 15名、登壇者・関係者・事務局 26名） 

⚫ ２日目：19名（一般参加６名、関係者・事務局 13名） 

 

⑥プログラム 

1日目 ESDダイアログ 

〇あいさつ  

環境省中部地方環境事務所 課長補佐 縄野 正衡  

南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク協議会副会長／大鹿村教育長 田本 忍 氏 

〇第一部 基調講演 

「国立公園とジオパーク ～自然の保全と活用の今」 

環境省伊那自然保護官事務所 石橋 岳志 氏 

「自然資本を活かした地域創生と ESD」 

信州大学教育学部 助教 水谷 瑞希 氏 

〇第二部 活動報告 

「地域で〝食〟を支える 過疎地の小規模校の挑戦」 

伊那市立長谷中学校 2年生のみなさん 

「遠山郷エコジオパークフィールドスタディ」 

松本大学 専任講師 田開 寛太郎 氏、田開研究室所属 工藤 太陽 氏 

「南アルプスの大鹿歌舞伎」 

大鹿村教育委員会 佐合 礼文 氏 

〇第三部 中部地方ジオパークの紹介（4ジオパーク）～パネルディスカッション 

パネリスト： 一般社団法人立山黒部ジオパーク協会 専門員 森内 裕之 氏 

  白山手取川ジオパーク推進協議会 日比野 剛 氏 

  恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会 町 澄秋 氏 

  南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク協議会 小澤 恵理 氏 

  環境省伊那自然保護官事務所 石橋 岳志 
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コメンテーター：信州大学教育学部 助教 水谷 瑞希 氏 

コーディネーター：中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 

 

2日目 エクスカーション 

〇南アルプス（中央構造線エリア）ジオパークサイトの見学 

 

  

 

⑦２日目エクスカーション 
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⑧開催案内チラシ 
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(5) 域内外の多様な主体の連携促進、交流機会の提供 

ア 活動計画の作成 

⚫ 中部エリアの「ESD for 2030学び合いプロジェクト」の企画にあたり、学び合いの場（全

２回）、実践活動（全１回）についての「活動計画」を SDGs 社会教育研究会ワーキングに

おいて検討のうえ作成した。 

【作成した活動計画】 

 

 

 

イ ノウハウの共有と推進に関する方策の検討 

⚫ 気候変動を切り口とした ESD を推進するため、全国センターが開催する作業部会に参加し、

ノウハウや課題の共有、方策の検討を行った。 

➢ 前項「(３) 全国センターとの連携協力の推進等／(エ) 全国センター主催会議等への

出席、資料提供等」の表中に、作業部会への出席についても記載。 

 

ウ 交流者の参加募集 

⚫ 学び合いの場①、学び合いの場②、実践セミナーの参加者募集を行うにあたり、開催案内

用の広報素材、チラシを作成して、地域 ESD 拠点への案内、ウェブサイト・SNS 等での広

報展開を行った。 
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【作成した開催案内用素材】 

 

【作成した開催案内チラシ】 
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エ 学び合いの実施（「学び合いの場」「SDGs社会教育研究会 WG」） 

(ア) 学び合いの場①の開催 

①イベント名 

⚫ ＜ESD for 2030 学び合いプロジェクト＞地域づくりのための気候変動社会教育 

学び合いの場①「気候変動教育とは」 

 

②日時 

⚫ 2023年８月 29日（火）16：00～18：00 

 

③開催方法 

⚫ オンライン（zoom） 

 

④主催 

⚫ 中部地方 ESD活動支援センター 

 

⑤参加者 

⚫ 35件（zoom接続数／登壇者・事務局含む） 

 

⑥プログラム 

〇ごあいさつ 

〇講演「今求められる気候変動教育」 

武蔵野大学工学部サステナビリティ学科 教授 白井 信雄 氏 

〇講演「気候変動教育戦略の構築と構造の可視化」 

東京都市大学大学院環境情報学研究科 教授 佐藤 真久 氏 

〇ディスカッション 

進行：中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 
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(イ) 学び合いの場②の開催 

①イベント名 

⚫ ＜ESD for 2030 学び合いプロジェクト＞地域づくりのための気候変動社会教育 

学び合いの場②「気候変動教育の実践」 

 

②日時 

⚫ 2023年９月４日（月）16：00～18：00 

 

③開催方法 

⚫ オンライン（zoom） 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター 

 

⑤参加者 

⚫ 33件（zoom接続数／登壇者・事務局含む） 

 

⑥プログラム 

〇ごあいさつ 

〇事例報告「流域圏 ESDと気候変動教育」 

中部大学国際 ESD・SDGsセンター 准教授 古澤 礼太 氏 

〇事例報告「気候変動教育としての流域治水」 

一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PECとやま) 事務局長 堺 勇人 氏 

〇事例報告「次世代につなぐ ESDの可能性－その方法論」 

アルマス・バイオコスモス研究所 代表 水上 聡子 氏 

〇ディスカッション 

進行：中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 

コメンテーター：愛知教育大学教育学部 教授 大鹿 聖公 氏 
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(ウ) 第１回 SDGs社会教育研究会ＷＧ 

①日時 

⚫ 2023年６月 14日（水）13：30～16：30 

 

②会場 

⚫ 富山県民会館 608号室（富山県富山市） 

 

③出席者 

⚫ ６名 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO 中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま)事務局長 

原  理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員（非常勤） 

縄野 正衡 オブザーバー 環境省中部地方環境事務所環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 中部地方環境パートナーシップオフィス 統括 

 

④協議項目 

１．昨年度成果と今年度計画 

２．ワークブックニーズ検討のためのペルソナワークショップ 

・シナリオ１：問題意識のある企業の担当者 

・シナリオ２：地域の公 共施設で住民へのアウトリーチを命じられた担当者 

・シナリオ３：課題を抱えている自治会の役員 

３．その他 
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(エ) 第２回 SDGs社会教育研究会ＷＧ 

①日時 

⚫ 2023年 10月 24日（火）13：30～16：30 

 

②会場 

⚫ 福井市地域交流プラザ 研修室 608（福井県福井市） 

 

③出席者 

⚫ ６名 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO 中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま)事務局長 

原  理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員（非常勤） 

縄野 正衡 オブザーバー 環境省中部地方環境事務所環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 中部地方環境パートナーシップオフィス 統括 

 

④協議項目 

〇ペルソナワークショップの結果、学び合いの場①と②の結果 

〇ワークブックのデザインと内容 

〇実践セミナーの企画 
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(オ) 第３回 SDGs社会教育研究会ＷＧ 

①日時 

⚫ 2023年 11月 24日（金）12：30～15：00 

 

②会場 

⚫ 中部大学中部高等学術研究所リサーチセンター共同利用共同研究室（愛知県春日井市） 

 

③出席者 

⚫ ７名 

古澤 礼太 中部大学国際 ESD/SDGs センター准教授、中部 ESD 拠点協議会事務局長 

水上 聡子 EPO 中部運営委員、アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺  勇人 EPO中部運営委員、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）事務局長 

原  理史 中部地方 ESD 活動支援センター、中部大学国際 ESD/SDGs センター研究員（非常勤） 

縄野 正衡 オブザーバー、環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本 三郎 事務局 中部地方環境パートナーシップオフィス 統括 

富田 夏子 事務局 

 

④協議項目 

〇これまでの実践状況・実績に関する質疑・議論 

〇ワークブックの議論 

〇実践セミナーと全国フォーラム 

〇その他 
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オ 実践活動の開催 

①イベント名 

⚫ 地域づくりのための気候変動社会教育 

実践セミナー 食べ物が変わる？！気候変動と私たちの暮らし 

 

②日時 

⚫ 2023年 11月 25日（土）10：00～16：00 

 

③会場 

⚫ 鬼崎漁港・鬼崎漁業協同組合会議室（愛知県常滑市） 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 共催：中部 ESD拠点協議会（事務局：中部大学） 

 

⑤参加者 

⚫ 43名（一般参加 27名、登壇者・関係者・事務局 16名） 

 

⑥プログラム 

〇あいさつ 

〇話題提供：「森里川海からとれる食、気候変動でどう変わる？」 

農林水産省東海農政局企画調整室長 井上 俊樹 氏 

〇話題提供：「伊勢湾三河湾の水産資源の移り変わり」 

愛知県水産試験場漁業生産研究所 主任研究員 植村 宗彦 氏 

〇話題提供：「水産業の現場から、鬼崎漁業協同組合」 

鬼崎漁業協同組合 参事 平野 正樹 氏 

〇話題提供：「気候変動影響と適応対策」 

東海学園大学 教授 杉山 範子 氏 

〇昼食と現地視察 海苔養殖関連施設等 

コーディネーター: 中部 ESD拠点・サステナ政策塾 古澤 礼太 氏 

〇ワークショップ 「食」から学ぶ気候変動適応の SDGs地域づくり 

総合ファシリテーター:中部 ESD拠点・サステナ政策塾 古澤 礼太 氏 
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カ 報告（全国フォーラムでの活動結果報告） 

⚫ 12 月９日開催「ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 2023」に出席し、今年度実施した学

び合いプロジェクトについての報告を行った。 

⚫ また、会場内にブース出展を行い、学び合いプロジェクトの３カ年度での実施内容や中部

地方 ESD活動支援センターによる ESD支援業務についての紹介を行った。 

 

  

 

【作成した全国フォーラム発表資料】 
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(6) 「中部版 ESDワークブック」の作成 

⚫ 中部地方のローカル SDGs を担う人材育成に役立つ ESD 情報ツールパッケージとして、「中

部版 ESD ワークブック」を、昨年度までに作成した試行版ワークブックをもとに、SDGs 社

会教育研究会ＷＧで検討・協議のうえ作成した。 

⚫ 完成したワークブックは印刷し、冊子として関係者・イベントでの配布、EPO 中部施設内

での配架を行ったほか、ウェブサイトで公開した。 

 

①SDGs社会教育研究会ＷＧでの検討資料（第１回・第２回 WGの資料より） 
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②完成した「中部版 ESDワークブック」の原稿 （https://www.epo-chubu.jp/tool/esdworkbook） 

 

https://www.epo-chubu.jp/tool/esdworkbook
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(7) ESD推進のための教育現場等の実態把握と連携強化 

⚫ 教育現場の専門家との連携を強化し、効果的にESD業務を展開するため、SDGsの取組、ESD

実践の推進状況等について、専門家１名、教育現場の関係者２名、中小企業の経営者等２

名を対象にしたヒアリングを実施した。 

 

ア 専門家への包括ヒアリング 

ヒアリング対象 金沢大学大学教員 人間社会研究域 学校教育系 加藤隆弘 准教授 

実施日 2023年 6月 15日 12：00～14：00 

ヒアリング結果 

○専門領域における現在の ESD/SDGsの取組について 

▪ もともとは大学院の教育工学の分野で学校支援を行う中で巻き込まれる形で ESD に関わった。総合

学習や探究学習の支援において、学校現場の中だけでなく周りや地域とのつながりを大切にし、行

き来する学習が重要との考えを持って関係している。個人的には宇宙教育から環境への興味をもち

つつ、ESDに関わるという側面もあった。 

▪ 現在は北陸 3 県の「北陸 ESD 推進コンソーシアム」の事務局に関わっている。コンソーシアムでは

数多くの ESD 推進コーディネーターが活躍しており、最終的な目標地点は富山、石川、福井の ESD

の相談交流コミュニティの構築である。そのために普及啓発、セミナー、情報発信、事例の収集、

動画の作成配信等を行ってきた。 

▪ コロナ禍もあったが動画等によるeラーニング（Web等を活用したオンライン学習）教材を拡充して

きたのは大きな成果だと考えている。 

▪ 環境基金の事業をきっかけに「北陸における SDGs達成に向けた ESDプログラム開発」事業を推進

している。ここではモデルプログラムの開発と実践、そしてその普及を意図した活動を行ってい

る。 

▪ また SDGs・ESD 実践ガイドブック（北陸版）を作成しており、様々な学校現場の ESD の取組を解説

するとともに、地域におけるつながりや期待される役割について紹介している。 

 

○ESD2030と「実施計画（第２期 ESD国内実施計画）（案）」についての考え 

▪ 2030 というバックキャストの重要性はよくわかるが、予測不可能な世界の（ウクライナ侵攻のよう

な）動きを見ているとすんなり計画が実現できるとは思えない。それでも目標は重要であり、その

中から自分でできることを考えて少しでも実践していくことが大切。 

▪ 我々だからできること、すべきことを抽出して、現場で当たり前になるように活動していくことが

必要と考えている。 

▪ その際に成果があがるよう、周りの人が納得できるよう、合意形成をしながら少しでも前進できる

ように動くことで、バックキャストとフォアキャストが合致して ESD2030 や実施計画に対応してい

くことになると考えている。 

▪ そのために仲立ちの役割として、より良い納得できる事例を紹介していきたい。 

▪ ESDに関連しての情報が学校現場にはなかなか降りてこない。 

 

○学習指導要領における ESDとその推進についての考え 

▪ コンソーシアムの ESD コーディネーターの肌感覚としてはそもそも ESD の考え方や ESD の言葉自体

はなかなか現場に普及していない。 
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▪ 学習指導要領の前文に記載されたこと自体は大きい。ESD の言葉は入っていないが、概念が記載さ

れたことで、現場の先生が考えるチャンスを得たと言える。ただし、この概念自体は ESD という言

葉には結びついていないところがあり、もどかしい思いをしている。 

▪ 一方で新しい教科書では SDGsの記載は取り入れられており、現場の先生方はこれを教材として使っ

ている。しかしこの内容が ESD の概念に十分に連結しているとは言いづらい。本当はすべての教科

にリンクして ESDの概念が埋め込まれる必要がある。 

 

○我が国の ESD推進全般についての現状の課題についての考え 

▪ 教員が一度立ち止まって教育内容を見直す機会などがあれば SDGsと ESDがリンクするが、その余裕

がないのが実情。例えば Well Beingの言葉などもいろいろな場所でばらばらで入ってくるので、消

化する暇がない。 

▪ 教員の学び直しの機会や、その体験などの機会があれば、自主的に言葉を概念とつないでいく正の

フィードバックが期待できる。しかし、このような連鎖は、成功体験と納得感が無ければ難しく、

やらされ感の研修では自主的な ESD概念の構築と実践につながらない。 

▪ 例えば地域と連携した学習はプログラムを作成するのは非常に大変だが、子どもたちが地域との連

携授業で育っていく姿を見ると、学校の先生方は手間をかけよう、努力しようという気になる。 

▪ 子どもが変わった瞬間を見るというのは教師の大きなモチベーション。そうした現場を見ることが

できると ESD の大きな入口となる。そのような身近な授業を見ることができればイメージをもつこ

とができる。 

▪ そうした場がなかなか作れないのが現時点での課題感。なので、せめて動画等を作成して、こうい

う授業でこんなに生徒が変わっているという情報発信をしていきたい。 

▪ もう少し人手があって、メールの問い合わせや相談の対応、場合によってはモデル授業をやっても

らうなどの対応があれば、もう一歩踏み出す先生方もでてくるのではないか。 

 

○今後の ESD推進に向けて重視していることや展望 

▪ ESD の実践の拡大はもちろんだが、できれば子どもの成長のエビデンスを集めていきたい。その客

観的エビデンスは第一に子どもが「書ける」かどうかとなる。その before、after の変化が重要と

考えている。観察という方法もあるが計測者のバイアスがかかるため、評価としては書いてあるも

のがやはり重要と考える。 

▪ 例えば質問紙法など、定常的に実施している調査で、教育方法が ESD を取り入れるなどの変更があ

り、回答の内容に変化があれば効果があったということができる。 

▪ ESD に関わる地域の活動がもっと増えないといけない。まだまだ足りない。さらに増やさなければ

いけない。 

▪ また、そうした地域の方々が今後教育的観点で子どもに接して頂けるようになってほしい。例えば

最初から答を言うのではなく、子どもと一緒に考えてもらうようにお願いしていくことが重要。そ

うした点から外部の人、地域の人の支援の手法を変えていく必要も感じる。 

▪ こうしたことを含めて、教育行政の中で、納得の上で教育長、教育委員にインプットすることは重

要である。 
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イ 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング 

ヒアリング対象 高山工業高等学校教諭 

実施日 2023年 10月 28日 9:00～11:00 

ヒアリング結果 

〇学校の特色について 

▪ 学生数は定員で全体 400 人弱、各学年 130 人程度の工業高校で、ものづくりを通して地域を支えて

いる高等学校。工業高校として飛騨地域のものづくりを支える人材育成の現場を担っている。 

▪ グラデュエーション・ポリシーとしては地域を担うエンジニアリーダーの育成を目標としている。 

◇自信と誇りを身に付け、自分で考えて行動し、向上心を持って技術で地域社会を支える生徒 

◇他者を尊重し他者と協働して、良好な人間関係を築き、社会から信頼される生徒 

◇地元を愛し、積極的に課題解決に取り組み、地域や社会に貢献できる生徒 

『育てたい生徒像』（「岐阜県立高山工業高等学校スクール・ポリシー」令和４年３月策定より） 

▪ ７割がエンジニアとしての就職を目指し、3 割がより高度なエンジニアを目指して進学している。

また全体の 3割が地元に就職している。 

▪ 昭和 19年設立、戦時中の岐阜県高山航空工業学校に始まり、終戦時に高山工業高校に新編、現在、

機械工学科、電子機械工学科、電気工学科、建築インテリア工学科の 4 科から成り、社会と密接に

関わりながら各科が編成されてきた。 

▪ 歴史的には農業科を含めた飛騨実業高校であった時期もあり（現在は農業高校と分かれている）地

域のものづくりを支えるところから、ぶれないで地域の人材を供給する教育を行っている。 

▪ 建築インテリア工学科は木工なども含む。県外募集もしており、寮生活も準備している。 

〇SDGsなどについて教育現場で具体的に取り組んでいること 

▪ 昨年度、道徳教育振興会議の研究指定校となったことがきっかけとなった。3 年生の課題研究に

SDGsの理念を入れた目標を定めて卒業研究を行うこととなった。 

▪ それに向けた SDGsセミナー、各科の授業で SDGsを取り入れている。 

▪ 課題研究は授業の中で 3 年生が 4 人グループで卒業までに作品を完成させるが、SDGs の理念を入れ

てものづくりを実施することとした。 

▪ 飛騨高山 SDGsパートナー登録制度でのパートナー登録を行ったことも大きかった。学校としては初

登録（地元有力企業 100社前後）で、地元で SDGsを掲げた企業との協力連携がいくつか実現してい

る（例、クラブ活動としてホテルアソシアでの間伐材を活用したクリスマスツリー作成協力、講演

依頼など）。無理なく取り入れられるゴールとして G4，G9，G11，G12，をメインターゲットとして

いる。 

▪ 工業科が中心となって活動している工業技術部（クラブ活動）での SDGsとしてはサテライトキャン

パスという活動があり、地域との連携で研究開発を行っている。朝市や家具フェアイベントで商品

を売りながらニーズを把握し、マーケティングや企画開発を実施している。製作技術だけでなく、

経済的なノウハウや効率化などのマネジメント教育にもつながっている。例えば、さるぼぼ防犯ブ

ザー、飛行機木製モデル、間伐材製品などの成果が出ている。 

▪ 中学校、小学校の出前授業（プログラミングデバイスを用いた実践授業、小学生のものづくり体

験）を行っている。この中では地域の持続可能性を意識していると考えられる。地域のものづくり

の中で、すでに SDGsを実施していることで認識を新たにしている。 

▪ むらはん（古民家を用いたこどもたちのたまり場）の整備にクラブ活動で製作した家具など協力し

ている。 
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〇地域連携における教育の役割 

▪ 工業科の様々な地域との連携活動はすでに地域の持続可能を意識していると言える。 

▪ 全国総合文化祭のカウントダウンボード製作を依頼されたり、文化財など炎の使えない場所での

「あんどん」の LED 化（炎の揺らぎをプログラミング再現）を作成し、商品化に至っている。さら

に高山まつりの屋台へ利用されている。 

▪ 市の方からいろいろ頼まれるが、下請けにならないように、無理がないように、人材育成に資する

目的が一致したものを対応している。 

▪ いろいろな課題解決に引っ張りだこになっており、教育とのさじ加減を考慮する必要がある。能力

のある集団として地域にとらえられている。しかし生徒の育成につながることが最も重要。 

〇持続可能な社会の構築と教育 

▪ 様々な地域連携活動は、これまではローカル SDGsと意識してはこなかったが、工業系の先生方など

は特に SDGsがアピールポイントになることを意識するようになっている。 

▪ SDGs に当てはめて理解することが進んでいる。例えば木を使うなら間伐材を使ってみようかと考え

るようになっている。 

▪ SDGs パートナーシップ登録を通じて人の繋がりが広がり相乗作用が期待できる（例、高山 SDGs

ウィークなどで交流）。 

▪ 無理に SDGs に寄せる必要もなく、今までやってきたことを位置づけし直し、意識化することで ESD

が進んでいると考えられる。 

▪ 工業高校は実社会と繋がりながら学びがあるので、SDGs の土台がある。普通科では探究の授業の

み。実業系の学校は SDGsの意識化をしやすいのではないか。農業高校も同じような環境にある。実

業高校は無理なく SDGsの取組をしているということは言える。 

▪ 現実社会と常に接しているので地域とも連携しているし、普通科よりも SDGsは取り組みやすいかも

しれない。そうしたことを学業に影響なく無理なくお膳立てするのが実業高校の教員の役割と考え

られる。 

▪ 岐阜県は工業高校や農業高校を重要視している。こうした実業高校は事実上地域の持続可能性を構

築する人材を育てているので SDGs の理念を体現していることになる。そういう意味で意識せずに

ESDを実施してきたとも考えられる。 

〇持続可能性の概念（ESD）が導入された新指導要領について 

▪ 新指導要領の持続可能という言葉は「学ぶこと」を持続すると捉えていた。工業系でいうところの

「開発」を持続的に行っていく、つまり学びを持続的に続けるという意味と考えてきた。本校で言

えば「ものづくりが楽しい」生徒が増えていくことが重要と考えている。 

▪ 指導要領からは読み取りづらいが、ESD では社会との繋がりや視野の広がりについて重要視されて

いると聞く。例えば探究学習では地域連携や様々なつながりを学ぶことを重要視されている。確か

に探究活動は楽しいということはあり、新指導要領で現場における自由度が具体化されたイメージ

はある。 

〇地域のセクターとしての役割 

▪ 前述したようにサテライトキャンパス、出前講座など地域のセクターとして機能している。これら

は基本的に市の教育委員会からの依頼による。 

▪ こうした地域との連携活動では、生徒がどれだけ成長できるかということが一番重要となる。 

▪ 小学生への出前講座は、地元へのアピール、進学対象の候補として種をまくという効果もある。 

〇ESD、SDGsを推進するに当たっての課題 

▪ 実業高校では現場で新しいことをやるということではなく、きっかけがあれば ESD として見直すこ

とはできると言えるが、それよりも地域の課題に対して教育現場としていかに貢献できるかが大き

いと感じている。 
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▪ この学校がなかったら地域が廃れてしまう。地域の持続性がダイレクトに関係している。中学生が

減って定員割れが始まったことに危機感を抱いている。地域の魅力を維持することが重要。 

▪ 地域経営として持続可能性を維持することが大きな課題。そのために教育現場としてできることを

考えていきたい。SDGsという時流に乗ることも一つの方法かもしれない。 

 

ヒアリング対象 飯田女子高等学校教諭 

実施日 2023年 12月 1日 9:00～11:00 

ヒアリング結果 

〇学校の特色について 

▪ 学校法人高松学園に属する女子高等学校（普通科）である。他に短期大学、高校 2 校、認定こども

園等から法人は構成されている。 

▪ 本校は飯田下伊那地区で唯一の私立高校で、大きな特色として仏教浄土真宗の教えを根幹に置いて

いることがある。元々飯田市中心にある善勝寺の住職が始められた教育機関である。長野県の中で

も仏教の教えを教育理念の根幹に置いているのは本校と姉妹校の伊那西高校のみとなる。 

▪ 最近女子校は減少しているが、女子教育に力を入れているところも大きな特色としてあげられる。 

▪ 仏教教育としての特徴は全学年週1回必ず仏教に関する授業があることで、3年間通して学んでいく

ことになる。また春（はなまつり、仏さまの誕生を祝う）秋（報恩講、親鸞の亡くなった日、大谷

大学から講師招聘などで実施）の宗教行事、毎週金曜日宗教科教員による法話（全校放送）、さら

に 1年生秋には東本願寺研修（一泊二日）があり、仏教に触れる機会が創られている。 

▪ 仏教の教科内容としては、まず 1 年生では前々理事長の本を使った授業で、日常生活の中での様々

なできごとに仏さまの教えが含まれているということ、例えば落ちているゴミがなぜ拾えないのか

を考え容認するなど、宗教学の前段階を理解するという内容から始まる。２年生では親鸞の一生を

学び、3 年生では歎異抄の勉強とやや専門的な内容を勉強するなど、普通の高校では触れることの

ない仏教学に触れることができる特徴がある。 

▪ 生徒本人たちは仏教教育に触れられて良かったと言っている。他の人のために頑張ろうという育ち

方をしているかもしれない。なお生徒の家の宗派とは無関係である。 

〇SDGsなどについて教育現場で具体的に取組んでいること 

▪ 明示的に学校全体で実施しているとは言えない。ただ探究学習で SDGs をテーマにする子たちはい

る。 

▪ 明示的ではないものとしては、教育理念として「命を大事にする」があるので、自分中心ではなく

社会的に目配りができるようにという形で教育が行われている。 

▪ 女子しかいないので、自動的にジェンダー平等になる。やらなければいけないことはやるようにな

る。共学よりも性差別感覚が生じないのではないか。 

▪ 17 ゴールに正確に合致しているわけではないが、根幹的な理念は仏教教育で行っていると考える。

持続可能性という部分では、みんなで一緒に暮らしていくべきという教育がなされており、他者の

ためという規範を折に触れて訴えている。SDGs につながる規範教育を宗教教育で行っていると考え

られ、ESDの基礎教育とも言えるのではないか。 

〇持続可能な社会の構築における教育の役割 

▪ 持続可能性が維持できない可能性など、若さ故に社会を知らないことが問題と考えている。こども

たちの社会は狭いので、若く狭い個人の価値観と社会の価値観とのつなぎが教育の役割で、学校が

ハブになるべきと考えられる。 

▪ こうしたハブは、本当はたくさんあった方がいいと考えている。教員だけでなく、いろんな人が教

えてくれた方が良い。生徒にとっては「何を」教えてくれるかだけでなく、「誰が」教えてくれる
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かが重要で、多くの人格とつなぐツールが教育の一つの役割と考える。そういった意味で学校とし

て多様な人たちや価値観と生徒の間をつなげたい。 

▪ こうしたことが持続可能な社会構築で重要なのではないか。ひとの立場を想像する、つまり共感性

の涵養は ESDの根幹だと思う。 

〇持続可能性の概念（ESD）が導入された新指導要領について 

▪ いろいろ抽象的なことが書かれているが、何を求められているのか十分把握できているとは言えな

い。教科指導では、とりあえず共通テストで点数をとらすことがまず先になってしまう。 

▪ 担当の社会科で言えば、たくさんしなければならないことができ、歴史総合に加え、世界史探究、

日本史探究もあるなど、科目数が増えて以前に比べて複雑化し時間数も増えて負担感がある。 

▪ （社会科では）模試やテストの問題が変わってきている。模試や共通テストの対応をしようとする

と、これまで暗記至上主義だったのに比べて、文章や図表を読み取る力や表現力が重要となってき

ていることがわかる。 

▪ こうした対応の中でだんだんわかってきたのは、教科書を教えていてもなかなかわからないが、試

験を作成する人は学習指導要領をよく理解していて、理念に見合った問題を作成しているのだろう

ということである。 

▪ 指導要領からや教科書から直接ではなく、試験対策などから求められる人づくりにおける能力を推

察している状況にあると言える。 

〇ESD等を通じた連携 

▪ （10 月に実施した）中部大学と連携したデジタルアースを活用した ESD プログラムの授業は大変意

義があった。図表（統計グラフ、GIS による地図）をどう読み、どうつなげて理解し、表現する

か、という能力を養うことになり、まさに新指導要領が求めている内容だったのではないか。 

▪ 家庭科に力を入れているが保育園実習の連携を行っている。また飯田短大との連携授業で社会福祉

協議会の体験授業なども実施している。 

▪ 任意の生徒だが、学輪 IIDAの夏のプログラム参加もしている。 

▪ 探究学習選択（E クラス、今年は８人）の生徒は企業や行政、他の高校中学などとの繋がりを作っ

て（個人探究）探究学習を行っている。大学の卒業研究に近く、個人探究として実施している。３

年間通して探究している。 

▪ （参考）コース構成：総合コース、進学コース（Sクラス：クラブ活動選択、Eクラス：探究学習選

択、少人数） 

〇今後 ESDを推進するに当たっての課題 

▪ 私立高校は、何ができるかという問題の中で、理念を考えるには現場に余裕がない。学力を上げる

ことがとりあえず問題となる。 

▪ ESD にたどり着けるかどうかがあやふやで、現場と乖離している。指導要領を読んでもわかりにく

い。要求されているカリキュラムと指導要領の理念の整合性がわかりにくい。 

 

ウ 中小企業経営者等を対象にしたヒアリング 

ヒアリング対象 アドバンスト・ロジスティックス・ソリューションズ株式会社 

実施日 2023年 6月 28日 13：00～14：00 

ヒアリング結果 

○現在の SDGsの取組について 

▪ 明示的にはこれまで SDGsの取組はなかった。 

▪ 新入社員研修に昨年度から SDGsの講座を導入するようになった。 
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〇そのきっかけや理由について 

▪ 学校ではSDGsについて習っているのに自分の会社が何をやっているかと問い直した。SDGsがわかっ

て将来働いてもらいたいとも思った。このように大人が働く現場で SDGsがわからないのは今後問題

になると個人的に考えたことから、担当している新入社員研修に導入しようと提案したことがきっ

かけ。 

〇取組による変化や成果 

▪ 新入社員研修を通じて、関係する社員が SDGsの取組について意義を感じたり興味をもったこと。た

だなかなか広がらないので、会社での SDGsの取組の立ち位置を確認することが必要と考えている。 

〇取組で今後期待されること 

▪ 自分で考えて、お金を稼ぐだけでなく自分で SDGsを感じて仕事ができることが理想だと思う。研修

を通じて、会社の事業と SDGsの関係性を議論して、社内に広がることが今後期待していることであ

る。これから SDGsの取組の基盤づくりをしたい。 

○SDGsを推進するにあたって社内教育の ESDの必要性について 

▪ 中堅社員研修、監督職研修があるので、新入社員研修で取り上げた SDGs講座を広げていきたい。で

きればワークショップの形で定着させたい。 

○SDGs/ESDの取組の課題 

▪ 会社として地域や社会に貢献する SDGs取組を展開し活動が見えるようにしたい。会社にとってのメ

リットが見えにくいのが課題。愛知県の登録制度もあるが、興味のある人しか見ないのではない

か。一方で学生の就職活動 PRには効果があるかもしれない。体制構築に社内で積極的協力があると

は言えない（もっとも、やりたくないわけではなく、抵抗があるわけでもない）。 

○SDGs/ESDの取組の支援 

▪ 会社として名前も出るので社会に対してアプローチしたい。そのため今後イベント活動するとき

に、地域との連携について広報やマッチングなどの支援、ネットワークへの参加や構築の支援、活

動結果の報告の場の設定の支援などがあるといい。 

▪ 他の会社の取組についても知りたい。勉強会などがあるといい。オンラインでもいいと思う（会社

としてはハードルが低い）。ノウハウの共有があるとありがたい。 

○SDGs/ESDの取組の今後の期待 

▪ 今後、社会的に SDGs/ESD取組が推進されていくことが、社会をよくすることにつながると思う。 

○その他 

▪ SDGsカードゲームを活用したい。本音を聞き出すために採用活動に利用することも考えられる。 

 

ヒアリング対象 株式会社おとうふ工房いしかわ 

実施日 2023年 7月 25日 13:30～15:00 

ヒアリング結果 

○現在の SDGsの取組について 

▪ 元々行ってきた企業理念（環境、農業、地域、食文化）にあとから SDGsが乗っかってきたという印

象。特別なことをしているつもりはない。Web 上に掲載している取組は愛知県登録をしたもので、

特にこれでアピールするつもりで載せたものではない。 

▪ 豆腐という基礎食品を売っていることから、お母さん方がお客であり、安心安全な商品を適正価格

で提供することが求められた。そこで現会社の創業時から地元産、国産の大豆を使って、安心でき

るお豆腐を供給することにしたのが原点。 

▪ 国内産の大豆で豆腐をつくるには、地元の農家を回って地域の大豆を調達しなければならない。地

元では米、麦、大豆の 3 毛作が 2 年間で行われており、大豆を作ってもらおうとすると麦が売れな

ければならない。そこで麦を用いたお菓子やビールなどの製造に展開していった。 
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▪ こうした地元農家との face to faceの関係性がネットワークとなり関係業者を含めて事業コミュニ

ティが成立している。その、いわば「田舎のコミュニケーションネットワーク（聞き取り者の呼

称）」は将来的な持続可能性に少しずつ貢献していると考える。 

▪ 協力企業が 30 社ほど集まって親睦会を行っているが、そこで我が社の企業指針の発表を行ってい

る。それに従ってほしいとかではなく、こんな会社なので仲良くしてほしいというコンセプト。コ

ミュニケーションネットワークに一役買っている。 

▪ CSRではなくてCSVとして事業自体が食を通じて地域社会や環境に貢献するのが当たり前だと思って

いる。そのため食育や障害者対応などの本業とは言えない活動もやっていくことにしている。 

▪ 昔の日本の商家の規範であった、目立たず地域のために仕事して食べていく、「三方良し」の理念

を実現することが企業としての方針と言っていい。 

○SDGs/ESDの取組の課題 

▪ SDGsのバッジの円形マークは違うと思っている。その17のうちどれかに取り組めばいいというもの

ではない。ウェディングケーキモデルのように基礎に環境があってその上に社会、経済があるとい

うのが本来だと思う。そしてパートナーシップが一番上に書いてある、その形が重要なのではない

か。 

▪ SDGsで持続可能性の重要性が世界で共有されたことは評価に値するが、企業でSDGsの取組をすると

いうことが上滑りしていると思う。17 のゴールのうちこれとこれをやって、残りはこれとこれとい

うアプローチは持続可能性の理念に一致していない（筆者解釈：SDGs ウォッシュ）。最も重要な

G17パートナーシップがおろそかにされている。 

▪ ゴールというのは本当か、ずっと続けていく必要があるし、そこに到達しておしまいという感じが

する。自分ができることは何かをわかって行うことが重要で、できることを続けていくことで社会

がそのように変わっていくというのが理想なのではないか（筆者呼称：究極のフォアキャスティン

グ主義）。課題は全部解決されるということはなくて、次々出てきた課題を解決し続けるのが社会

の営みではないか。 

○SDGsを推進するにあたっての ESDの必要性について 

▪ SDGs の目標を覚えるのではなくて、誰一人取り残されず持続可能な社会をつくるという理念が大切

である。しかし子供のうちに「いたわり」など人間が本来持たなければいけない資質を育む「徳

育」がおろそかになっていると考える。そのためには大人が時間をかけなければいけないのではな

いか。 

▪ 当社の地域活動で重視している「食育」では、地域、企業、子供が一緒になって学ぶということを

行っている。障害者、お年寄り、子供たちなど、社会的弱者を交えて、様々な人々が「結びつく」

ことができるようになるということがここでの教育（ESD）の本質ではないか。 

○SDGs/ESDの取組であったらよい支援について 

▪ 一つは本当の SDGsの理念（アジェンダの理念）をしっかり情報発信するとともに、全員参加ができ

るフラットに意見交換できる場づくりが必要と考える。 

▪ 子供から老人まで、どんな人でも腑に落ちるような SDGs理念の訳語を作って貰えると、持続可能な

社会の重要性を説明しやすくなる。 
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(8) 地域循環共生圏への協力、全国センターとの連携協力 

⚫ ESD 業務を実施するにあたっては、「地域循環共生圏」を実現する人づくりの促進にも資す

ることを考慮しつつ取り組んだ。 

⚫ 全国センターの実施する会議に出席すると共に、必要な情報提供、資料作成等に協力し、

ESD推進ネットワークの活動状況調査等にも協力・対応した。 

⚫ また、関係会議に出席する際には、必要な情報提供、資料作成等に協力し、ESD 推進ネッ

トワークの活動状況調査等にも協力・対応した。 

 

【第 2回 ESD活動支援センター（全国・地方）連絡会への提示資料】 
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７ ESD/EPOの行事を通じた行動の変容の把握 

(1) 代表的な行事後の行動変容の把握 

⚫ EPO・ESD 業務における代表的な行事後に、開催にあたり連携・協力した団体、登壇者等に

簡易ヒアリングを実施し、業務の成果（関係者や参加者等の行動変容、地域側の反応等）

についてとりまとめた。 

 

1 

行事名 
2024年 1月 16日開催 

環境へのアプローチを活かした鳥羽の観光創発ミーティング 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 鳥羽市役所観光商工課観光係 北橋氏、鳥羽市温泉振興会 山下氏 

方法 メールヒアリング 

内容 

・ 

結果 

⚫ さっそく参加された方からは、現地で事業者同士の交流が生まれ、今後の鳥羽市に

おける観光創発に向けたプロジェクトを始動したいという意見が出ています。 

【山下氏がとりまとめた参加者の声（一部を抜粋）】 

⚫ 他施設の皆様の発表内容は当社として非常に興味深く、早速に社内で共有して今後

に生かせればと考えております。 

⚫ 最後のまとめでも発表させていただきましたが、連携は必須ですね。これからも近

隣施設さまと協力をしながら鳥羽の発展ができればと考えます。 

⚫ 皆さんの取り組みをお聞きして、改めて鳥羽市は業界の垣根を超えた関係づくりか

らつながる資源の保護、一歩先を進んでいると感じました。自分のいる地域のこと

を見つめ直すきっかけになりそうです。 

2 

行事名 
2024年 1月 13日開催 

食育と農による持続可能な地域づくりを考えるワールドカフェ 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 長野県 NPOセンター 山室氏、阿部氏、吉田氏 

方法 面談によるヒアリング 

内容 

・ 

結果 

⚫ 様々な活動団体が出会うきっかけとなった。イベントで初めてお互いの活動がわか

る交流会となった。 

⚫ 催しの案内が 2 団体から共有され（味噌づくり、すいとんづくり）、それぞれに参

加することで交流の輪が広がった。 

⚫ 交流会で耕作放棄地を使いませんかという呼びかけも行われ、具体的な交渉が始

まっている。 

⚫ 気候変動で付加価値が落ちているリンゴ農家が付加価値の高いブドウへの転換を模

索しているところに作業所と連携を模索するなど、農福連携の動きも見られる。 

⚫ キッチンから畑に、というテーブル to ファーム・ファーム to テーブルのプラット

フォームとして課題解決ネットワークが動きはじめており、長野県 NPO センターが

お手伝いをしている状況となっている。 

3 

行事名 
2023年 11月 18日～19日開催 

南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク ESDダイアログ 2023 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 伊那市商工観光部観光課エコパーク・ジオパーク推進係 酒井氏、小澤氏 

方法 電話ヒアリング 

内容 

・ 

結果 

⚫ 参加したジオガイドは ESD という言葉を初めて知ったと聞いている。ジオパークを

案内する上で ESD の要素があることがわかったことで、例えば来年度伊豆で行われ

る全国大会で ESD がテーマになるときに南アルプスジオパークの話ができる下地が

できたと思われる。 
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⚫ 事務局として、ジオパークエリアに関係する他の市町村などで行われている ESD の

様子がよく分かった。今後松本大学が飯田市で連携している事業と協働したり、伊

那市内でも長谷中学校と連絡を取るようになったので連携した事業を検討したい。 

⚫ イベントの周知を教育関係者に広く行ったことから、イベントに参加できなかった

教育関係者に対しても ESD の観点からジオパークの活用について話しやすくなった

と考えられる。今後連携していく芽が作れたのではないか。 

4 

行事名 
2023年 8月 29日、9月 4日開催 

地域づくりのための気候変動社会教育～学び合いの場①、② 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 

中部大学国際 ESD・SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 古澤先生 

アルマス・バイオコスモス研究所代表 水上氏 

一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま事務局長 堺氏 

方法 オンライン及び面談（個別ヒアリング） 

内容 

・ 

結果 

⚫ 白井先生の気候変動教育の話は広い視野で現実的な提案だったと思う。行政が変わ

るチャンスだと思われた。（古澤先生） 

⚫ 参加した福井県坂井市の市民協働の担当からは、非常に興味深かったと聞いてい

る。特に行政の社会教育、地域の社会教育、学校教育などが一体になって推進され

ることがいかに重要か再認識したとのこと。こうした連携を土台にして厚みを持っ

た人材育成を市行政として展開したいと、モチベーションが得られたようであっ

た。（水上氏） 

⚫ 福井県坂井市の取組の内容が非常に刺激的だった。やりっぱなしにしない社会 ESD

として、目的を見失わないように今後の活動企画に活かしたい。（堺氏） 

5 

行事名 
2023年 11月 25日開催 

実践セミナー 食べ物が変わる?!気候変動と私たちの暮らし 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 

中部大学国際 ESD・SDGsセンター准教授、中部 ESD拠点協議会事務局長 古澤先生 

アルマス・バイオコスモス研究所代表 水上氏 

一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま事務局長 堺氏 

方法 オンライン及び面談（個別ヒアリング） 

内容 

・ 

結果 

⚫ 一般市民、行政、漁協など違う立場の参加者が同じ場で交流・議論したことは大き

な成果だった。いつもは同じセクター内に議論に終始してしまうのが違うセクター

がどんな考えを持っているかを理解することができた。 

⚫ 漁協の人の理解が深まったように見受けられた。一次産業と持続可能性とのつなが

りに気づかれたように思う。 

⚫ 参加した高校生が興味をもったようで、それ以後中部 ESD 拠点（共催団体）のイベ

ントに参加するようになった。 

⚫ 参加した市民と漁協とのコラボが生まれ、新たな教材づくりが始まっている。 

（古澤先生） 

⚫ プログラムの流れが大変良かった。食をテーマにした午前中のインプット、お昼の

関係性を学びながらの昼食と見学、そして午後のミステリーワークショップという

内容は、福井県坂井市の担当者に内容紹介したところ、ぜひ参考にしたいとのこと

だった。 

⚫ お昼の地元食材を使った昼食会は参加者にとって非常に有効に作用した。午後の

ワークショップの下準備の一環としてのインプットの他、その場の交流で場が和み

拡大版のアイスブレイクとしても機能した。 

⚫ 食をテーマで、さらに伊勢三河湾地域に絞ったミステリーワークショップツールの

開発は大きな成果で、これからも地域レベルのツールが作られるきっかけになった

と考える。（水上氏） 
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⚫ 海苔養殖と水質保全による貧栄養の話題は環境の「つながり」という点で大きなイ

ンパクトがある。今後事例として使っていきたい。（堺氏） 

6 

行事名 
SDGs社会教育研究ワーキング第 1回 2023年 6月 14日開催、第 2回 2023年 10月 24日開

催、第 3回 2023年 11月 24日開催、及び ESDワークブック作成 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 

中部大学国際 ESD・SDGsセンター准教授中部 ESD拠点協議会事務局長 古澤先生 

アルマス・バイオコスモス研究所代表 水上氏 

一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま事務局長 堺氏 

方法 オンライン及び面談（個別ヒアリング） 

内容 

・ 

結果 

⚫ 第 1 回研究会のペルソナワークショップはワークブックのニーズを検討するための

ものだったが、相手の立場を感じる新たな視点の手法として非常に有用だと感じ

た。違う立場で考えるという方法は ESD の深化にとって重要なのではないか。（古

澤先生） 

⚫ 研究会の開催により作成されたワークブックには大変期待している。構成が良い組

立となっており、地元で行っている課題解決型の取組に活用したい。活用機会は多

いと思う。（水上氏） 

⚫ 学び合いの場が課題解決の行動につながり、そこがまた学び合いの場となるスパイ

ラル構造が社会 ESD であることの意識が深まった。そのベクトルの中でワークブッ

クを自分の取組の中で活用したい。（堺氏） 

7 

行事名 
2024年 2月 16日開催 

地域循環共生圏フォーラム in HOKUSEI「北勢エリアで“循環”の輪を広げよう！」 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

対象 一般社団法人ネクストステップ研究会 寺田氏 

方法 メールヒアリング 

内容 

・ 

結果 

ネクストステップ研究会の各チームからのコメント（※一部抜粋） 

《ESDチーム》 

⚫ 問題をいかに自分ごととして捉えることができるか。ESD のお手本になる方々（勉

強させていただきました）の集まりだったと感じます。 

⚫ 地域の取り組み紹介、ワークショップ後の発表で必ず出てきたキーワードが『人と

のつながりがあっての地域循環』でした。 

⚫ “サスティナブルな社会を目指して行動できる人を増やす教育”重要課題だなと改

めて感じます。今回のフォーラムは傍観者から当事者への意識作りがわかりやす

かったので、同じ内容で参加者未成年限定フォーラムも開催できれば新しい発見が

できそうです。 

《里山チーム》 

⚫ 先ずは、ネクストステップ研究会が共催という立場で今回のフォーラムを開催出来

たことは、ネクストの活動全体の大きな第一歩であり、ネクストのプレゼンスを高

めるためにも大変意義のあることだと思う。 

⚫ 今後のネクストの重要な取り組みとしては、今回のフォーラムをきっかけとして、

今回参加の方々と関係者、更にはその先に繋がっておられる方々の中から今後地域

循環の協働が出来るパートナー発掘や北勢エリアでの循環と循環の繋がりへと広げ

て行くことである。 

⚫ 里山チームとしても、具体的に竹林整備を基にした地域経済循環の構築を計画し、

地域社会課題及び地域環境課題の同時解決も目指し、ネクストのひとつのビジネス

モデルとなるよう積極的に活動していきたい。 

《アサリチーム》 

⚫ アサリチームは、アサリという地域資源を活用してローカル SDGs事業を生み出そう

とする活動であり、今回のフォーラムのテーマに合致している。豊かな海の実現と
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いう環境面と経済面の取組みが、市民が集う浜づくりといった社会面や経済面の更

なる改善につながる好循環を生めば、地域の持続可能性が高まる。まだ空想の世界

のようにも思えるが、私たち市民活動団体にとっても経済面、具体的にはソーシャ

ルビジネス化や事業者との協働に向けての課題に目を向ける重要性が増している。

ただ今回のワークショップで共有された情報を見ると、経済面の課題はまだ断片的

のように思えた。環境、社会、経済課題を同時解決するためには、私たち自身が経

済面も意識した取組みを必要としているのではないか、このことを改めて再認識さ

せられたワークショップで、とても有意義であった。 
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(2) 地域循環共生圏及びローカル SDGs実践状況等の評価 

ア 「SDGs指標物語」によるローカル SDGsの取組評価の枠組み 

⚫ ローカル SDGs実践状況等の評価指標ツールの作成業務として、昨年度から EPO中部は下記

の枠組みによる「SDGs指標物語」の構築に取り組んだ。 
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イ 試行的な実践（２事例） 

(ア) PF丹南：ローカル SDクリエーションによる里山整備副産物を利用した海洋資源

保全に関するコンソーシアムの構築（福井県丹南エリア） 

①評価指標の選定と SDGs指標物語 
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②活動評価 
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(イ) 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会による「いもいリビングらぼ」

の活動（長野県長野市芋井地区集落） 

①評価指標の選定と SDGs指標物語 
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②活動評価 
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８ 関係主体との連携及び協働に関する業務 

(1) 中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

ア 定期打合せと日々の業務報告の提出 

(ア) 定期打合せ 

⚫ 中部地方環境事務所の担当官との定期的な打合せを月 1 回頻度で実施し、業務の進捗状況、

方向性などについて協議を行った。 

 実施日 主な打合せ協議事項 

第１回 4 月 11 日 

１．「令和５年度業務実施計画」案について 

２．イベント・会合関係の実施内容と、関係者への連絡・調整について 

３．ESD/EPO 運営委員会について 

４．PF 事業２団体とのヒアリング・打合せについて 

第２回 4 月 17 日 

１．「令和５年度業務実施計画」案について 

２．イベント・会合関係の実施内容と、関係者への連絡・調整について 

３．ESD/EPO 運営委員会について 

４．PF 事業に関わる予定等について 

第３回 5 月 11 日 
１．ESD/EPO 運営委員会について 

２．イベント・会合関係の実施内容と、関係者への連絡・調整について 

３．PF 事業に関わる予定等について 

第４回 6 月 6 日 
１．ESD/EPO 運営委員会について 

２．イベント・会合関係の実施内容と、関係者への連絡・調整について 

３．PF 事業に関わる予定等について 

第５回 7 月 11 日 
１．イベント・会合関係について 

２．PF 事業に関わる予定等について 

３．第１四半期報告書について 

第６回 8 月 25 日 
１．イベント・会合関係について 

２．PF 事業に関わる予定等について 

第７回 9 月 25 日 
１．イベント・会合関係について 

２．PF 事業関連について 

第８回 10 月 11 日 
１．イベント・会合関係について 

２．PF 事業関連について 

３．第２四半期報告書について 

第９回 11 月 21 日 
１．イベント・会合関係について 

２．PF 事業関連について 

３．第６期概要報告書について 

第 10 回 12 月 12 日 

１．業務全体の実施状況確認 

２．イベント・会合関係について 

３．PF 事業関連について 

４．第２回運営委員会 

５．第６期概要報告書の原稿確認 

第 11 回 1 月 18 日 

１．業務全体の実施状況確認 ⇒第３四半期報告書で確認 

２．イベント・会合関係について 

３．PF 事業関連について 

４．第２回運営委員会 

５．第３四半期報告書の原稿確認 

第 12 回 2 月 20 日 
１．業務全体の実施状況確認 

２．イベント・会合関係について 

３．PF 事業関連について 

第 13 回 3 月 14 日 ・年間報告書（及び概要版）について 

 

(イ) 日々の業務報告提出 

⚫ 日々の業務についての「月次報告書」を作成し、業務内容等を記入したものを毎月（月初

めに）、中部地方環境事務所へ提出した。 
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イ 中部地方環境事務所が開催する外部評価委員会への対応等 

⚫ 自己評価シートを作成し、中部地方環境事務所へ提出した。 

 

ウ 環境白書を読む会への企画協力 

①イベント名 

⚫ 令和５年版 環境白書を読む会 

 

②日時 

⚫ 2023年７月１日（土）10：00～11：00 

 

③開催方法・会場 

⚫ 開催方法：ハイブリッド 

➢ オンライン：Webex、YouTubeライブ配信 

➢ 会場：東海学園大学名古屋キャンパス 

 

④主催 

⚫ 主催：環境省中部地方環境事務所、中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

 

⑤参加者 

⚫ オンライン 121件（接続数／登壇者・事務局含む） 

➢ webex55件（登壇者・事務局・関係者含む） 

➢ YouTube視聴 66件（ライブ配信のユニーク視聴者数） 

⚫ そのほか東海学園大学の学生が会場参加（人数把握なし） 

 

⑥プログラム 

第１部：令和５年版環境白書を読む会 

〇あいさつ 

〇令和５年版の環境白書執筆に携わった環境省の担当者による白書解説 

〇質疑応答 

第２部：中部地方環境事務所と東海学園大学学生の意見交換 

〇グループごとの発表 

〇中部地方環境事務所の回答 

〇閉会 
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エ 全国ユース環境活動発表大会への参画 

⚫ 全国ユース環境活動発表大会実行委員会（環境省／独立行政法人環境再生保全機構／国連

大学サステイナビリティ高等研究所）が主催する「全国ユース環境活動発表大会」中部大

会の審査委員として、EPO 中部から ESD/EPO 運営委員である杉浦真理子氏（株式会社アク

ト 代表取締役）を推薦した。 

⚫ 12月 10日に開催された中部大会には、EPO中部スタッフがオブザーバー参加した。 

 

オ 記者発表等のメディア対応 

⚫ 12 月 19 日開催・信州の森・里山フォーラムの開催にあたり、中部地方環境事務所から長

野県政記者クラブへのリリース投げ込みを行っていただいた。 

 

【リリース資料】 
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(2) 全国ネットワークの活用及び連携の確保・強化 

⚫ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター等のネットワーク活用と連携の確保・強化を

図るため、GEOC、全国 ESD センターが実施する会議等に全て参加した。具体的には、次表

の会議等へ出席した。 

 

※ 下記のほか、地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業に関連する会合、及び ESD

業務の関連会合についてはそれぞれ該当する各章・各項目に記載。 

 

(ア) 全国事業に関わる業務 

会合 開催日 方法/場所 実施内容等 

ＰＳタスクフォース 8 月 4 日 GEOC 

 協働取組がもたらす効果 

 協働取組が求められる地域の現状 

 協働取組を進める上での課題 

全国 EPO 

連絡会議 

第１回 

5 月 30 日 

ハイブリッド 

東京 

【議題 1】EPO プロジェクト業務ごとの方向性 

【議題 2】Ｒ６年度以降に向けた共生圏 PF 後継事業の方向性 

【議題 3】今年度の EPO ネット会合の方向性 

【議題 4】今年度の外部連携の方向性 

【情報共有】今年度の本省計画 

分科会（受託者会議） 

第２回 

10 月 18 日

-19 日 

北海道 

網走市 

【議題 1】EPO ネットとしてこれまで果たしてきた機能について 

【議題 2】社会的ニーズに対して EPO がこれから果たすべき機能に

ついて 

【議題 3】共生圏 PF 後継事業の設計について 

EPO 受託者会議 

第３回 

1 月 23 日-

24 日 

GEOC 

【議題 1】今年度のまとめ、来年度への展望 

【議題 2】令和 6 年度事業の予定 

【議題 3】今後の地球環境基金との連携 

EPO 受託者会議 

【その他会合／催事等】 

ERCA 連絡会議 7 月 21 日 

ハイブリッド 

神奈川県 

川崎市 

（１）2023 年度全国ユース環境活動発表大会について 

（２）2024 年度地球環境基金助成金の募集、説明会実施について 

（３）2023 年度ステークホルダーミーティングの実施について 

（４）地球環境基金 30 周年事業について 

（５）その他 

地域脱炭素ネット

ワーキングイベン

ト 

8 月 31 日 東京 

※マッチングでのファシリテーターとして参加 

  イベントのグランドルール説明 

  地方公共団体プレゼンテーション 

  地方公共団体と企業のマッチング 

  名刺交換等交流会・企業によるピッチ/ブース出展 

 

(イ) 地方 EPOネットワークとの情報交換会 

会合 開催日 方法/場所 実施内容等 

情報交換会 12 月 22 日 オンライン 

話題提供：石井雅章（神田外語大学 グローバル・リベラルアーツ学

部教授） 

  地域でサーキュラーエコノミーを実現するとは 

  サーキュラーエコノミー実現に向けた地域の課題 

  地域課題の解決に向けて EPO の果たすべき機能 

話題提供： 上垣喜寛（自伐型林業推進協会 事務局長） 

  自然共生サイト登録地（橋本山林）の現状 

  地域課題の同時解決に向けた自然共生サイトの活用可能性 

  自然共生サイトの活用に向けた地域での課題 
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９ 外部資金を活用した事業 

ア 地球環境基金 

⚫ 年間予算：300,000円 

 

①地球環境基金 EPO連絡会への出席 

⚫ 第 1回全国 EPO連絡会（５月 30日開催）において、環境再生保全機構及び全国の地方 EPO

を交えた今年度の業務についての協議・確認を行う会合が併催され、EPO 中部も出席した。 

⚫ ７月 21 日に開催された環境再生保全機構・EPO 連絡会議に出席し、今年度の連携業務の内

容について協議・確認を行った。 

 

②地球環境基金の次年度募集に関わる説明会等の開催 

⚫ 来期（2024 年度）募集分の地球環境基金の中部説明会を、主催：環境再生保全機構、協

力：EPO中部により 10月 31日に開催した。 

⚫ 説明会の終了後、実施報告書を作成し、環境再生保全機構へ提出した。 

 

【提出した地球環境基金説明会の実施報告書】 
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【地球環境基金説明会の開催案内チラシ】 
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イ 愛知県コーディネート業務 

⚫ 年間予算：902,000円 （※当初予算／精算変更あり） 

⚫ 環境学習に関する愛知県内の学校・企業等からの相談、講師等の照会・紹介依頼等につい

ての相談業務８件、コーディネート業務７件を実施した。 

⚫ なお、受託仕様書では相談業務 10件、コーディネート業務７件を実施する内容となってい

たため、業務費が減額変更となった。 

 

№ 受付日 
依頼先 

区分 
分野 依頼内容 

相
談
業
務 

コーディネート業務 

 実施日 講師等 

1 4月3日 民間 
SDGs、地球温暖化、 エネル

ギー 

ガスエネルギー館で行う環境学習講

座の講師の紹介 
 ① 6月18日 

村瀬政彦氏（地球温暖化

防止活動推進員） 

2 4月6日 民間 
ごみ・資源循環、3R、環境全

般、SDGs 
環境講座の講師としての登録希望 ①    

3 4月11日 行政 
地球温暖化、消費生活・衣食

住、ごみ・資源循環,3R 

地球温暖化に関するクイズを行う環境

講座の講師の紹介 
 ② 5月13日 

村瀬政彦氏（地球温暖化

防止活動推進員） 

4 4月17日 行政 
地球温暖化、大気・大気汚染、

自然への愛着 

地球温暖化に関するクイズやゲーム

を行う環境講座の講師の紹介 
 ③ 9月16日 

村瀬政彦氏（地球温暖化

防止活動推進員） 

5 4月18日 行政 
地球温暖化、エネルギー、自

然への愛着 
緑のカーテン教室の講師の紹介  ④ 6月5日 

堀田英夫氏（地球温暖化

防止活動推進員） 

6 6月16日 民間 
ごみ・資源循環、３Ｒ、廃プラス

チック問題 

内海海岸の清掃活動（社内イベント）前

に行う海のごみに関する講義の講師

の紹介 

 ⑤ 9月10日 
橋本寿朗氏（（一社）環境創

造研究センター） 

7 7月13日 行政 

ごみ・資源循環・３Ｒ、山林に係

る環境問題、都市に係る環境

問題、リサイクルと環境問題、

自分たちでできる環境問題 

高齢者を対象とした「あいちシルバー

カレッジ専門コース」の講師の紹介 
②    

8 7月19日 小学校 
生態系・生物多様性、自然へ

の愛着、生命 
環境学習（身近な生き物）の講師の紹介  ⑥ 11月29日 

長谷川明子氏（ビオトー

プ・ネットワーク中部 会

長） 

9 7月20日 小学校 
ごみ・資源循環、3R、生態系・

生物多様性、水 
環境学習の企画内容と講師の紹介 ③    

10 8月17日 高校 大気・大気汚染、産業、健康 
環境学習（グループワークを含む）の

講師の紹介 
 ⑦ 11月27日 

原 理史氏（中部大学中部

高等学術研究所） 

11 9月13日 行政 
環境について楽しく学べる

ワークショップ 
環境フェスティバルへの出展者の紹介 ④    

12 9月15日 行政 
ごみ・資源循環、3R、地球温暖

化、消費生活・衣食住 
環境学習講座の講師の紹介 ⑤    

13 10月11日 民間 
地球温暖化、エネルギー、

SDGs 

ガスエネルギー館で行う環境学習講

座の講師の紹介 
⑥    

14 2月27日 民間 
自然への愛着、生態系・生物

多様性、SDGs、生命、公害 

テクノ中部で開催している環境教育プ

ログラムの紹介 
⑦    

15 2月28日 中学校 
ごみ・資源循環、３Ｒ、自然へ

の愛着、消費生活・衣食住 
環境学習の講師の紹介 ⑧    

合    計 8 7 
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１０ 第６期業務実施概要報告書／今後に向けて 

ア 第６期業務実施概要報告書の作成・提出 

⚫ 本年度が EPO 中部運営業務の第６期３年目にあたることから、３カ年度の業務実施内容を

とりまとめ、来期に向けた総括の整理等を行った「第６期業務実施概要報告書」を作成し、

中部地方環境事務所へ 2023年 12月に（仕様書記載の提出期日までに）提出した。 

【作成した第６期概要報告書】 
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※第６期業務概要報告書を作成した 2023年 11月末現在の内容となっている。 
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※第６期業務概要報告書を作成した 2023年 11月末現在の内容となっている。 
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※第６期業務概要報告書を作成した 2023年 11月末現在の内容となっている。 
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イ 総括と今後に向けて（※第６期業務概要報告書より再掲） 

(ア) 第６期の｢目標｣と｢方針｣の達成可否等についての総括 

①「目標」について 

⚫ 第６期に主催した行事で、オンライン活用が定着すると共に、企画目的・意図に応じたオ

ンラインとリアルの使い分けを行うなどして、協働・ESD・SDGs 実装・実践の支援に向け

た新フェーズ対応の取組を展開できた。 

⚫ 誰も取り残されないターゲット設定、EPO 機能強化の関係構築については、さらなる強

化・向上の余地もあるが、当初目標で想定していた取組・企画についてはすべて遂行し、

達成できたものと考える。 

②「方針」について 

⚫ ｢方針｣全般について、当初想定・企画していた業務は全て実施し、企画目的を達成できた

と考えている。 

⚫ ｢方針 1-①・②｣については、地域への支援の【個別対応】として、各年度で特定地域・

テーマへの支援を目的とした催事を開催した。また、【汎用化】を目的とした業務として、

地域支援に用いた EPO 中部独自プログラムをウェブサイトに公開すると共に、ほかの地

域・テーマでの支援にも応用・活用するなど、汎用化も実践できたものと考える。 

⚫ ｢方針２｣については、第５期から構築・作成している独自ツールを第６期でも活用しつつ、

新たな独自ツールとして、地域 SDGs 評価に関わる『SDGs 指標物語』を構築することがで

きた。 

⚫ ｢方針３-ⅰ・ⅱ｣については、PF 事業支援や主催催事等を通して、新たな関係構築、ネッ

トワークづくりを遂行できたが、関係性の更なる強化・向上については今後も課題になる

ものと考える。 

⚫ また、｢方針３-ⅲ｣については、「学び合いプロジェクト」で取り残されがちな中小事業者

や自治体を対象にしたほか、「ESD ワークブック」を新たに作成・公開し、当初想定してい

た以上に同セグメントを対象にした支援を実践できたものと考えている。 

 

(イ) 今後に向けて 

①新しいネットワークの構築とその活用 

⚫ 協働コーディネーターに加えて、イベント登壇者、開催協力主体、PF 事業採択団体等との

継続的な関係性構築が重要であり、新たなネットワークづくりとそれを活用するための方

策と体制が必要になっている。 

②EPO機能や EPOのあり方を明示する広報の展開 

⚫ わかりにくいと言われがちな EPO の機能及び中間支援機能、EPO が誰に何をしているかを

第三者へ見える化しておく必要がある。 

⚫ 特にワークショップ、ディスカッション等の実施事例や、相談対応や地域側からの招聘事

例の実事例、独自ツールの活用事例等をウェブサイト等で公開・紹介するなど、これまで

は手薄になりがちだった《EPO中部を明示する広報》が必要とされている。 

③EPOと ESDセンターの連携強化と３分野＋１への関わり方の提示 

⚫ EPO 業務・ESD 業務ともに年間を通して仕様書業務の遂行のみに注力しがちであり、EPO の

地域づくりと ESD センターの人づくりを連携させつつ、今後の環境省の重要施策となる

カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブ、サーキュラーエコノミー、及び、それら

を包括する地域循環共生圏づくりに、どのような支援や関わり方ができるか提示・実践し

ていくことが重要と考える。 
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ウ  2023年度主催イベントの参加者アンケート結果より 

⚫ EPO 中部及び中部地方 ESD 活動支援センターが主催したイベントにおいて、参加者を一般

公募した全てのイベントで参加者アンケートを実施した。 

⚫ なお、一部のイベント等はアンケート回答者数が少なかったことから、割合（％）の算定

は行っていない。 

⚫ 集計結果をみると、全体的にどのイベントも５段階評価で５（選択肢「たいへん良かっ

た」）または４（選択肢「良かった」）が多くなっており、役立つ情報・事例があったか否

かの設問でも「あった」の回答が多く、参加者（回答者）から好評を得られている。 

 

 

 

 

５／５段階 ４／５段階 ３／５段階 ２／５段階 １／５段階 無回答
240214北勢フォーラム
(n=33)

25 7 1 0 0 0

231106ローカルSDGsセミ
ナー(n=11)

11 0 0 0 0 0

231219信州の森フォーラ
ム(n=16)

5 10 1 0 0 0

240213中部カンファレンス
(n=40)

19 19 2 0 0 0

230701白書を読む会
(n=105)

29 44 24 2 6 0

230921ＮＷフォーラム
(n=10)

7 2 0 0 0 1

231118ESDダイアログ
(n=16)

9 6 0 0 1 0

230829学び合い①
(n=11)

4 6 0 0 1 0

230904学び合い②
(n=6)

2 3 0 1 0 0

231125実践セミナー
(n=4)

3 1 0 0 0 0

EPO業務・計(n=205) 89 80 28 2 6 0

ESD業務・計(n=47) 25 18 0 1 2 1

全体(n=252) 114 98 28 3 8 1

●今回の催事はいかがでしたか（５段階評価）

ESD
業務

EPO
業務

あった なかった
どちらともい
えない

無回答

240214北勢フォーラム
(n=33)

32 0 1 0

231106ローカルSDGsセミ
ナー(n=11)

11 0 0 0

231219信州の森フォーラ
ム(n=16)

12 0 4 0

240213中部カンファレンス
(n=40)

35 0 5 0

230701白書を読む会
(n=105)

49 2 54 0

230921ＮＷフォーラム
(n=10)

9 0 1 0

231118ESDダイアログ
(n=16)

10 0 6 0

230829学び合い①
(n=11)

10 0 1 0

230904学び合い②
(n=6)

5 0 1 0

231125実践セミナー
(n=4)

4 0 0 0

EPO業務・計(n=205) 139 2 64 0

ESD業務・計(n=47) 38 0 9 0

全体(n=252) 177 2 73 0

●今後のあなたの活動や取組で役立つ情
報や事例などがありましたか

EPO
業務

ESD
業務
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【具体的に役立つ情報・事例の内容とは】※原文のまま掲載。 

240214 

北勢 

フォーラ

ム 

・廃（統合）小学校の利用策を地下と共に「地域力」を活用して。・みずほの国の基本をあらためて認識させられ

た。（農と食とコミュニケーション） 

MEGURURUSTASTION キュー 

アミタさんの取組など 

うつべ農園さん、アミタ（株）の事例 

ゴミステーションの話 

これからの居場所づくりは他世代がいつでも集える所、人も物も大切な資源、子どもたちと地域で分別ごみの取

り組み 

ネクストステップ当の取組み 

ワークショップでより四日市の大事にしていることが知れました。 

ワークショップで他の方の考えが聞けた事 

話をしているとアイデアが出てくるのを実感 

課題を考えることで実はそれが資源化にもっともつながりのあることという気づき 

各人の取組みが違うけれどやはり四日市をよくしていこうという考え方が分かった 

各団体、企業の取組み 

各地域の取組が聞けた。MEGURUSTASTIONの事例がすごく良かった。 

環境に取り組む団体を知ることができた 

共通の課題や想いを共有し、具体的な案まで話しあえました 

業務に活用できるような情報を得ることができました 

四日市の課題について深く知ることができた 

事例の紹介（各企業例） 

色んな取り組みを知ることができました 

新しい視点が知れました 

多くの人、団体の存在の存在していることが分かった 

知らなかった情報をたくさん聞けた。 

地域のつながりの重要性や、皆さんの意識・考えが大変勉強になりました。 

二番目の話が興味があった 

231106 

ロ ー カ

ル SDGs

セミナー 

オンラインプラットフォーム 

ターゲットの認識 

ツール等の存在と活用法にういて 

ローカルSDGsの指標と達成度評価について活用可能なサイト、ツール 

ローカルSDGsの指標と達成度評価について活用可能なサイト・ツール 

川久保先生のクローバーに、地域課題検討のWSの情報を載せたいと思いました。 

川久保先生の発表にあった情報収集等に使えるツール 

他自治体のSDGsに関する情報の共有 

他自治体の状況を知れたこと。 

様々なプラットフォーム 

231219 

信 州 の

森フォー

ラム 

・地域に根差した取り組みの具体例 

①余頃先生の地域に根差した活動や、地域の中で活動しているからこそ話すことのできる生の声。②飯泉さん

の地域に入り、事業を展開するまでのプロセス 

行政としての役割。地域林業として重要なこと 

森林・里山の課題の解決と新たな価値創出フォレストデザイン 代表 余頃 友康 氏 

森林・里山の利活用と価値の向上に関する環境省・林野庁の問題意識・取り組み方針を伺うことができた 

森林サービス産業を推進する上で、どのような業種とつながりを構築すればいいのか 

について参考になりました。少しずつでも始めることが大事だと再認識しました。 

森林の利用について、民間での取り組みと行政側の取り組みの双方を知れたのは大変勉強になりました。 

地域の中での、社会、企業、団体との連携の重要性 

東急さんの取り組みなど。現在、地域の取り組みで山を管理している市町村も多いと思いますが、限界があると

感じていました。仕事に繋げていく？！ことは必要だろうと感じました。 

里山は地域と一体であり、里山をどうしていくかということは、地域をどうしていくかということという話は、強い説

得力を感じました。 

240213 

中 部 カ

ンファレ

ンス 

・愛知県の水素プロジェクト ・日本郵船のアンモニア船 

・船舶燃料としてアンモニアの利用は拡大する。（IEA） 

CNPの現状と第三者検証による評価がなされること等 

CNP取組について 

アンモニア混燃、専燃にむけた取り組み状況。 

いままで断片的に見聞きしていた国・中部圏水素・アンモニア社会実装推進会議の動向を系統立ててご説明い

ただいた 
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愛知県さまの水素利活用ＰＪ等具体的に推進されている情報 

各関係者の最新の動向が把握できよかった 

各社の取り組みや最新の状況を把握することができた。特に行政の取り組みについて理解でき、連携を深めて

いきたいと感じた。 

官民それぞれの取り組みの具体的な方向性や時間軸があり参考になった 

環境省、経産省などが本気で脱炭素を進める上での支援内容が理解できた 

環境省の水素に関する取組が良く理解出来た。 

企業の取組について理解を深めることができた 

県や市の取組み状況とビジョンが理解できた事。また、事例はその進捗状況として説得力を感じられた。 

産官それぞれの足元取組と今後方針が個別具体的に聞けたこと。中部圏の取組・立ち位置がふかん的に理解

できた。 

支援制度の内容について 

自分の所属する海運業界の他他業界などの立場からの意見等 

水素、NH3に関する官民の方向性が合致している事が非常に良く解りました。（各省庁の考え方についても同様

です。） 

水素・アンモニアに関する、考え方、ロードマップ、状況を確認できた。 

水素・アンモニア等の具体的なロードマップを示していただけた。 

水素・アンモニア利用の実証推進状況がよくわかった 

水素とあわせてアンモニアの活用に関する情報 

水素の利活用について、官民が前向きに取り組んでいることが感じられた 

水素基本戦略改定 支援制度（水素・ｱﾝﾓﾆｱの価格差・拠点整備） 

水素発電 

船舶関係の燃料転換についての情報。 

現在は重油を供給しているが、今後需要が減ることを見込んでの対応が必要と感じた。 

船用燃料としてのアンモニア利用 

中部圏の水素・アンモニア社会実装の概要 

日本郵船やJERAのアンモニア利用について考え方が判ったから。 

幅広い業界と官の皆様より最新技術を共有頂けました 

民間の報告内容 

様々な国や県の取り組みや支援 

230701 

白 書 を

読む会 

30by30の項目にある健全な動物の保護、保護地域の拡大 

3R，循環型社会の促進について。 

3Rの詳しい取り組みについて深く理解できた。 

CO2は家庭からの排出が60％と分かり、いかに個人個人の努力が必要かがわかった。 

なじみの少ない白書について、項目とその概要を説明していただいたので、興味のある所をもう少し詳しく読む

機会になると思うので、これだけでも効果がある。 

ネイチャーポジティブ経済について 

ネイチャーポジティブ経済移行戦略を今年度で策定するということは知らなかったので。 

ヒアリについての対策知りたかったのでよかったです。 

プラスチックゴミの件 

我が国の温室効果ガス排出量を消費ベースで見ると、全体の約6割が家計によるものであるということ 

我が国の物質フローなど、過去の状態と現在の状態の比較があるものは、取り組んできたことの成果などが分

かってとても有益でした。 

外来種の扱いが分かった 

外来種の対策 

外来種生物の問題でした。 

外来生物のヒアリが国内に定着してしまう直前の段階に来てしまっている事、それら外来生物の輸入等を厳格に

規制することで対策を講じている事など、外来生物の情報を得ることが出来ました。 

環境のこれからについてわかった 

環境保全についての取り組みについてしれた 

環境保全や社会、経済についてわかりました。 

気候変動と生物多様性というところです 

具体的な環境についての話が聞けた点、少し身近に感じた。 

現在の国における動きが解った。 

地域にて活動している人間との温度差が大きいことを感じた。 

現状での二酸化炭素の量など詳しい情報を知ることが出来た。 

思っていたより地球温暖化による影響が大きかった。自分も地球温暖化の対策をするよう努力しようと思った。 

自然環境の外来種などの部分 

自然共生サイト 

自分には何ができるのかがわかりました。 
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循環型社会に関する情報 

循環型社会形成推進基本計画について 

世界の環境施策の動向と日本の動きの関連性が理解できた。 

政府が出している白書の大項目を把握できた 

生物を飼うためには審査がある生物があると言うことがわかりました。 

生物多様性について詳しく知ることができた 

生物多様性国家戦略の国際的な動きと国内での動きを理解しました。 

全体の俯瞰ができた。 

第3章持続可能な地域と暮らしの実現 

地球温暖化と資源循環 

地熱発電が少ない理由や、海外のゴミの分別について、生物を守るために国土交通省･農林水産省･環境省が

協力していること、など 

特定外来生物の話が前々からとても気になっていたので勉強になりました。 

名古屋生物多様性COPの進捗状況について 

230921 

ESD 

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ﾌｫｰﾗﾑ 

いろいろな立場の方が地域・学校をつなぐESDについて考えてる内容が知れたことがためになった。いろんなア

イデアもある、実践もある。あとは持続すること。これこそ課題だと痛感した。 

ななおSDGsスイッチの取組 

加藤先生の基調講演、学校現場の事例紹介 

緒川小の考える最適化に基づくカリキュラムデザイン 

緒川小学校の話を聞いて、学校は地域やまわりの人々に支えられて成り立っていることを改めて実感でき、多く

の人とつながっていくことが大切だと思いました。個性化教育が主体的な学びに直結すると感じたので、ぜひ勉

強していきたいと思いました。 

地域とのつながり方についての今後の方向性を考えることができた。取組における課題については、共通する

部分が多く、自分の考え方に間違いがないこともわかった。 

中部地方の実践の様子がたいへんよくわかった。 

連携の重要性を感じ「動画」をネットワーク化すればいいと思いました。小川小の（各地域での）校長先生が素晴

らしかった！ 

231118 

ESDダイ

アログ 

ESDダイアログについてほとんど理解していなかったが、今回は大変に勉強になった。 

各ジオパークの特色がわかった 

勝山市、大鹿歌舞伎、遠山郷エコジオパークフィールドスタディの取組 

他地区でのESDの活動の様子を知ることが出来てよかった 

大鹿村の無形文化財継承の取組、南アルプスの大鹿歌舞伎で自分たちと同じ中学生が無形文化財を通して地

域を盛り上げていることが参考になりおどろきました。 

地域活動は地域の方と一緒にやってこそ成立するものだと思いました。田舎に住む人は「何も無い」というけれ

ど、その「何もない」と思い込んでいる生活や文化こそ尊くて守りたいものだと思いました。 

地元の南アルプスジオパーク協議会の取り組みのみならず北陸地方のジオパークの取り組みも参考になりまし

た。 

長谷の太陽はバニラアイスに合うらしい。大鹿中学校は歌舞伎の練習にとても熱心な中学生がいて村民もとて

も協力的など。 

長谷中学校の唐辛子の事例や大鹿歌舞伎の事例から地域とつながりを持ちながら活動することの重要性を学

んだ 

南アルプスの全体 自然の保全と活用が役に立つ。ジオパーク・エコパークの対応について知ることができた。

ESD-ジオパーク-観光面よりも教育面で役立って。 

230829 

学 び 合

い① 

我々は地方のフロントランナーになる必要があると再確認した。 

学術的なアプローチから市民活動の在り方と行動変容を探ることができた。 

緩和と適応だけを取り出して組み立てようとすると失敗するリスクが大きくなること。これまでの公教育が、VUCA

の時代には、いかに役に立たないものかを公教育を担っている教師の皆さんにご理解いただくことが不可避で

はないでしょうか？ 

気候変動教育についての理論的背景 

気候変動教育の取り組み方についての考え方「社会を変える、社会が変わる」が参考になりました。 

気候変動教育教育の現在の状況や位置 

気候変動対応には緩和策に加えて適応策が必要である事、変えるから変わるという発想 

合意形成、共感、データと哲学 

230904 

学 び 合

い② 

気候変動から発生する地域課題について、大人、子供を問わず課題解決を議論し学び合いしていくことが気候

変動教育の重要な側面であることを、実践例を通じて理解できたこと、ESDとSDGsの関係を登山に例えていただ

いたこと 

水上先生のお話にあった坂井市の取り組み 

水上先生の実践報告がとても参考になりました。 

先ずはESDについてほぼ知らなかったので、知ることからできました。そして私達が生活している中で、子どもが

地域の中で感じる課題を触れる際に気候変動とつなげやすいことを感じました。 
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231125 

実践セミ

ナー 

ご飯が美味しかった。講演とワークショップも学びがあった。 

温暖化の農業への影響、伊勢湾の水産資源、鬼崎漁協の歴史と取組内容 

若い世代が気候の変化を実感していない、ということ 

→未来の子ども達のために、というフレーズを恩着せがましく使うのは止めて、自分たちの身勝手で温暖化とい

う厳しい環境をつくってしまったことを真摯に反省し、今の自分の不快感・不都合を自分が生きている間に、少な

くとも悪くしないこと、できれば改善することのために努力したいと思う。恩着せがましく、誰かのためじゃなく自分

のために。 

海水温の上昇、漁業の現状などの情報を知ることができた。海苔養殖の工程や課題を学べた。 

森里川海からとれる食がすべて気候変動とつながりがある点 

 

⚫ 各催事のテーマや今後の取組、関心等への積極性が喚起されたか否かの設問でも、ほとん

どが肯定的な回答となっている。 

➢ 注：イベント（のテーマ）によって設問・選択肢の一部文言を変更している。 

 

 

 

【今後参加してみたいイベント】※原文のまま掲載。 

240214 

北 勢

フォーラ

ム 

ゴミ問題 

もっと地域を、地域の歴史を知れるもの 

安全安心の循環の地域で 

集まる場所の作り方 

森林について 

水質についての問題 

地域コミュニティの課題と改善策について 

231106 

ロ ー カ

ル SDGs

セミナー 

SDGsに関する取り組みの失敗事例 

SDGsを通じたステークホルダー間の連携 

モニタリングの実践講座 

他都市の方々と悩みを共有し、解決策を考えるのは心折れそうになりながらSDGsを進めている身としてはあり

がたいです。（悩みフォーム・・・？）世界のSDGs状況が分かるセミナーなどもあると嬉しいです。 

231219 

信 州 の

ボイラーなど、森林のエネルギー利用に関して優良事例や国際的な動向を示すことに特化したフォーラムがある

と、行政、民間含めて、非常に役立つ内容になるのではないかと存じます。 

もっと積極的
に取り組みた
い／理解を深
めたいと感じ
られる内容
だった

これまでの取
組で充分と思
える内容／既
に充分理解し
ている内容
だった

取り組む必要
性を感じられ
ない内容だっ
た／理解が
深まったと感
じなかった

よくわからな
い

設問なし※ 無回答

240214北勢フォーラム
(n=33)

32 0 0 1 0

231106ローカルSDGsセミ
ナー(n=11)

11 0 0 0 0

231219信州の森フォーラ
ム(n=16)

15 0 0 1 0

240213中部カンファレンス
(n=40)

36 2 1 1 0

230701白書を読む会
(n=105)

66 26 5 8 0

230921ＮＷフォーラム
(n=10)

0 0 0 0 10 0

231118ESDダイアログ
(n=16)

14 1 0 0 1

230829学び合い①
(n=11)

10 0 0 1 0

230904学び合い②
(n=6)

6 0 0 0 0

231125実践セミナー
(n=4)

4 0 0 0 0

EPO業務・計(n=205) 160 28 6 11 0

ESD業務・計(n=37) 34 1 0 1 1

全体(n=242) 194 29 6 12 1

EPO
業務

ESD
業務

●催事テーマに今後も積極的に取り組む必要がある／理解を深め
たいと感じさせる内容でしたか　※一部催事で設問設定なし
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森フォー

ラム 

人（特に住民）を森林に入れていく取り組みの紹介 

里山の維持管理について、自治体や地域での具体的な取り組みの事例発表の開催をお願いしたいです。 

例えば東急リゾートさんが行っている森林サービスについて、企画作成から実施までの段階を知りたい。 

240213 

中 部 カ

ンファレ

ンス 

３R・サーキュラーエコノミーまたはゼロエミッション 

CN技術の社会実装に向けた 企業連携 産学官連携 国際連携などの推進について 

Ｊクレジットの創出事例に関するフォーラムに参加してみたいと思っています。 

サプライチェーン連携したカーボンニュートラル事例 

引続きカーボンニュートラル関連 

自然エネルギー利用の水素製造に関するセミナーをしてほしい 

水素・アンモニアの第2弾。CO2回収や再利用に関する取組や技術動向（e-methane/e-fuel)含む 

水素やアンモニアの功罪について、特に罪の方です。水素なんかは良いことしか言ってないように感じますが、

その実は大きな落とし穴でもあるんでないかと心配です。（例えば出来た当初は安定で夢の熱媒体と言われたフ

ロンが実はオゾン層を破壊したような話にならないと良いなぁ、と思っています。）良いことばかりじゃない、とは

思いませんか？ 

水素関連技術の最新情報や取扱いに関する留意事項など 

脱炭素、再生可能エネルギーに関連したセミナー 

脱炭素燃料に関するルール・法改正など 

230701 

白 書 を

読む会 

IPCC第6次報告書、プラごみの世界的規制状況 

SDGsの掘りこんだ話が知りたいです。 

TNFDを学ぶ 

カーボンニュートラルに向けた企業の具体的な取り組みに対するインセンティブについて 

サステナブル・ファッションの実現に向けて私たちができることは何か 

ジェンダー社会 

すでに定着してしまった外来種への対応 

一般市民が環境問題に対してどのような行動を取ることが必要かについて詳しくお聞きしたいです。 

海の環境やマイクロプラスチックの問題対策について 

海洋のプラスチック問題 

外来種について、沢山の種類の生物をこの目で見ることができたり、危険性などをよりよく知れる機会があると

ぜひ参加してみたいと思いました。 

外来生物の種類、それらの及ぼす被害、対策等をより深くする事ができるセミナー等を開催していただきたいで

す。 

学校現場で持続可能な社会を実現するために少しでもできること 

個人でできる取り組みについて 

国立公園の現状の動向と問題点のセミナー 

今日は全体の概要を説明されたので、それぞれ優先順位をつけるなどして、重要なこと、日常生活に密着してい

ることを切り出してより詳細に解説し、活動につなげるようにして活性化してほしい。 

産業廃棄物処理やリサイクル等、対象を絞りその解説や動向を計画的にセミナーしていただきたい。 

持続可能なライフスタイル、自然環境を維持するために何ができ変化しなければならないのか知りたい 

色んなところでやって欲しい 

生物的多様性 

脱プラスチック ３R等の詳細等、 

地域循環共生圏の事例報告 都市と周辺地域との連携事例 

地球温暖化の知識習得。 

地方創生とのコラボや行動変容への実践的な取り組みが必要だと感じています。是非そうした事例紹介のセミ

ナーや意見交換会などを開催して頂きたいと思います。 

230921 

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ﾌｫｰﾗﾑ 

「お金・資産」の問題をもっと話し合いたかった！ 

気候変動教育、ローカルとグローバルを結ぶ授業 

今回の話題に上がった、教師の専門的能力の育成については興味があります。 

231118 

ESDダイ

アログ 

開催してほしいセミナーやフォーラムのテーマは「絶めつ危惧種など野生動物の生態とそれに関わる課題」など

というテーマでセミナーやフォーラムを開催してほしい。 

開催してほしいのは芸術などの有名な絵や文化などのセミナーを開催してほしい 

森林鉄道は過去のものではなく、過去と未来をつなぐレールという言葉は非常によかった。 

地域おこしをテーマにしてみていただきたいです。 

230829 

学 び 合

い① 

ESDについて研究者、行政機関、企業、教員、学生参加によるセミナーやワークショップ 

企業としてのESDへの取組み 

気候変動対策における緩和策と適応策に関する評価手法の開発について 

太陽光、風力発電等新エネルギーの製造～運用～廃棄にいたるまでのエネルギー収支 

理系と文系の分断対策 
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230904 

学び合

い② 

ビジネスセクターにおける気候変動教育・ESDの取組み(考え方や実践例) 

231125 

実践セミ

ナー 

気候危機適応への対応として、自分の生活の中で、具体的に何をするかを決断し、実行するために必要なことを

かんがえられるような内容。 

 

【末尾・自由記入欄の感想など】※原文のまま掲載。 

240214 

北 勢

フォーラ

ム 

いろんな立場の方とお話するつながる機会になりました 

これからも活動に参加して、循環共生の活動が活性化する事ができれば幸いです。 

ご準備運営お疲れ様でした！！すばらしい内容でした！！ 

とても勉強になりました 

ワークショップの時間がもっとあればなー 

参加されていたみなさまの熱意を感じられる有意義な時間でした 

廃止統合の幼稚園を「地域共生型交流拠点」として活用することを行政と交渉力であり、大いに参考になった。 

231106

ロ ー カ

ル SDGs

セミナー 

ありがとうございました。数値として見ることができるツールがあることが知れて良かったです。上司への説明や

困ったときのアイデアをいただくために活用させていただきます。 

楽しかったです。原先生の見える化シートの他の種類も紹介してほしかったなあ・・と思いました。皆さんに知って

ほしい！！ 

今後自治体のみでなく地域全体での機運醸成のために教えていただいたツールもしっかりと活用していきたいと

思いました。 

少しかけ足でしたが、たくさんの情報を得られてよかったです。 

大変有益でした。 

231219

信 州 の

森フォー

ラム 

そのまま活用とはいきませんが、面白い試みをしている人がいることが分かったことが収穫になりました。 

どうすることもできないと持ち主が思っている山々があります。よそ者に売りたくない思いもあります。でも、同じ

ような山でよくなった事例があれば、少しは考えようとしてくれるのだと思います。その最初の一歩は、焦っても

急いでもいけない。ディスカッションでもあった通り、まずは信頼してもらうことなのだと思いました。楽しいフォー

ラムでした。ありがとうございました。 

自治体の脱炭素化計画策定の支援コンサルをしています。柱の一つが森林施策ですが、職員の方から「間伐す

るのが精いっぱい。主伐はできない」と聞いています。本日のお話を聞き、森林を一括りにせず、経営に適した

森林をゾーニングして、施策に盛り込む必要があると分かりました。 

小職、工学エンジニア出身で農学・林業には馴染みがなかったが、現在、個人的興味・関心事は「森林の価値化

資産化・都市農地の油田化創エネ」。自分の出来ることから始めるとして、政策・施策への織込み、進め方など機

会あればご相談に伺いたく。よろしくお願いします。 

担当している業務とは関連もなく、過去にも携わった内容でも無く、直接的な感想は述べられないが、伊那市とし

て50年の森ビジョンがある中で、考えさせられる内容でありました。 

本日のフオーラムを聴講し、信州地区の皆様の強い熱意を感じました。ありがとうございました。私の住む新潟

県では、休眠状態の生産森林組合も多く、適期を迎えた人工林も主伐をされないまま、放置琳となっています。

地球温暖化が進行する中、二酸化炭素を多く排出する高齢琳が増え、新たな植林もされず増々 心配です。 

様々な事例や考えを聞くことができ、よかったです。また、自分の考えの答え合わせのような時間にもなりまし

た。取り組みとして、何ができるかまだわからないですが、地域にとってよい森づくりに貢献できるとよいと思いま

す。 

里山の持続的な管理は、思った以上に課題が多いことに驚きました。 

里山の保全が大切だとは思うが、個人的には関われていない。関われる機会が欲しい。一方、今回はあまりふ

れなかったが、これから国・自治体とそれに倣った財産区や民有林で進めようとしている主伐・再造林方式は、メ

リットよりデメリットが大きいと思う。 

皆伐という言葉は使ってはいないが、伐採の面積が大きすぎるため、長期間裸地になり、土砂流出、下の水源に

影響する。実際に財産区の下流の住民が心配している。また、人手不足のためと、作業の時期が春から夏のた

め、植林作業と数年間にわたる下草刈り作業、つまり再造林は実際上、不可能と言えるのではないかとの話を

林業従事者から聞いている。 

手はかかっても、択伐方式にするのが、日本の豊かな自然を守ることになるのではないでしょうか。経済よりも、

森林の多面的機能を優先してほしいです。 

240213

中 部 カ

ンファレ

アンモニアの情報について大変参考となりました 

オンライン視聴でしたが、音声が悪く聞き取りにくかったので、マイクの音声を直接配信するなどした方が良いと

感じた。 
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ンス パネリストの方の企業名や個人の名前は正しく言うべきではないでしょうか。今回特に気になったのが日本郵船

(にっぽんゆうせん)様のことを(にほんゆうせん)様と言っている方が多くみられました。特に司会の方は間違えて

はいけないと思うのですが。現地で質問する方は仕方がないにしても司会の方やパネリストの方々の手元には

企業名、個人の名前のふりがなをふった名簿リストを用意するのが良いと考えます。それか会場の壁にでも大き

く印刷したふりがな入り名簿リストを貼っておくとか。間違えられた方はいい気がしないと思いますので。 

官民の実務者による講演は聞きごたえがありますね。 

環境省、経産省、国交省、地元の愛知県といった水素社会実装に関連する方々からの講演を聴講でき、とてもよ

かったです。リモート環境が良くなかったところはありましたが予定通りの時間で終了でき、事務局の方々にも感

謝申し上げます。 

関係する機関・企業の情報が共有される機会は非常に貴重で継続すると良いと思います 

貴重な機会を提供いただきましてありがとうございました。水素・アンモニアの拡大・実装に向けて、取り組んで

行きたいと思いますし、また官民の連携が必要不可欠と考えていますので引き続きこのような機会をご検討いた

だければと思います。 

国や企業の取り組み内容について、現在の情報を聞くことができて良かった。 

参加して非常に良かったです。水素の話を目的として参加したが、アンモニアの取組み推進が理解でき新たな気

付きとなりました。ありがとうございました。 

参加する機会があって良かったと思います。 

上に書かせていただきました。 

水素・アンモニアの導入に関しての理解が深まりました。 

水素やアンモニア等の実装が着実に進んでいると感じました。 

登壇者の顔ぶれが的確。今後、低炭素/脱炭素燃料の利用者・需要家の取組も聞いてみたい。 

当社で取組む脱炭素事業を進める上で、今後は個別にコンタクトし相談させて頂きたく存じます。 

日本の中での水素・アンモニアが重視されていることが理解できた 

良かった 

230701

白 書 を

読む会 

｢温室効果ガスの排出は全体の約6割が家計によるものでありカーボンニュートラル達成のためには、今までの

慣れ親しんだライフスタイルを変える必要がある｣という考え方は本当に大事で、今後の人間の課題であると

思った。誰もが今日から始められる対策としては、節電をすることであると思う。例えば、テレビをつけっぱなしに

しない、お風呂でシャワーを出しっぱなしにしないなどがあげられる。こういったことを一人一人が少しずつでも

気をつけることが、生物の生きる時間を少しでも長くし、未来を大きく変えていくことに繋がるので、今すぐ実行し

ていくことが大切だと思う。今すぐにではなくても変えていけるとよい対策は、ガソリン車に乗るのをやめて、プラ

グインハイブリッド車や燃料電池自動車などの電動自動車へと変えていくことが大切だと思う。車は今すぐに変

えることができないので明日からは難しいかもしれないが、数十年後の未来には電動自動車が当たり前になっ

ている世界になってほしいと思う。 

また、線形経済から循環経済への移行についての話で、ファッションの大量廃棄についてがあげられたことが強

く印象に残っている。現代は多くのファッションが流行っており、服を買う人も多くなっているなかで、大量廃棄の

問題があげられることにはとても納得した。最近よく言われる「サステナブル・ファッション」の実現について調べ

たとき、長く着られる仕組みづくりをしていることがわかった。それを見て、ファッション関連企業だけでなく、買う

側も長く着ていくことを意識していくことが｢サステナブル・ファッション｣の実現に近づいていく方法ではないかと

思う。 

ESDの授業を学んでいることで、生物多様性について、よく知ることができた。 

PDFで見るだけでは分かりずらかった環境白書をわかりやすく説明しながら解説していただけてよかったと思い

ました。 

ZOOM環境で、チャト機能を使用して質問をできなかったのが残念です。また、質疑応答時間を余裕を持たせて

ほしい 

ありがとうございました 

こういった環境についてのイベントに参加するのは初めてです。授業で習ったことや知らなかったことなどの発見

が見られて面白かったです。 

このような取り組みがあるのを、今年初めて知りました。環境省で気候変動探偵局 生き物大移住計画を調査せ

よ！中部７県広域ミッション2023というのも行われているようなのも今年知りました。地球温暖化防止活動推進員

として、環境省様の動きを子供たちや地域の人たちに知ってもらうためにもっと知らねばと思っています。 

これら全てを自分なりに理解することは非常に難しい課題が多いと感じた。 

コンパクトに白書がまとめられていて、飽きずに聞けるのが良かった 

すごく良い経験になりました。 

ためになった 

ためになりました 

ちょっと難しがったけど、地球のためになるなおもえる講義がっだ 

とてもわかりやすく細かい説明です理解できた。 

とても分かりやすく、勉強になりました。これからの活動に活かしていきたいと思います。 

とても面白い内容だった。 

ネイチャーポジティブ経済移行戦略の公表を楽しみにしています。 
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ヒアリについて最近ニュースになっていなかったが定着寸前になっているのには驚いた 

ユーチューブでも公開しているとのことで、後日一定時間でよいから再録してほしい 

愛知県の「観光まちづくり」でSDGsな旅がテーマになってます。本日の白書を参考にどんな事ができるのか、企

画を完成させたいと考えてます。 

遠くにあった環境白書が、身近になる機会を作っていただき感謝します。 

何も知らなかった基盤に芽が生えたような気持ちです。そこからどんどんの知識を大学生活の中で蓄えていきた

いと思います 

各白書のエッセンスを知ることができました。ありがとうございました。 

環境について深く考えたことがなかったので、様々な活動を知ることができてよかった。 

環境再生・資源循環局の大井様の説明が大変分かりやすかったです。理解を深めるため、今後も知識習得に励

みたいと思いました。また、個人で意識して取り組める3Rについては、徹底して取り組んで参ります。本日は誠に

ありがとうございました。 

環境省が生物多様性も共生のことについてちゃんと考えていてすごいと思った。大雨や熱中症など地球温暖化

が原因でいろんなことが起こってしまっている中でなんとかその気候変化を遅らせられないかと考えているのは

とてもすごいと思った。 

環境省の方からお話を聞ける機会がなかなかなく自分自身を成長できる知識があったのでとても貴重な体験を

させていただいたと思いました。 

環境白書について少し理解することが出来て良かった。 

環境白書について詳しく学ぶことが出来て良かったです。環境問題についてはまだまだたくさんの課題があるこ

とがわかったので問題を解決していけるように努力していきたいです 

環境保全のために様々な取り組みが行われていると知れて楽しかった 

貴重なお話をありがとうございました。 

知らないお話が多く少し混乱してしまったところもありましたが、現状何をすればいいのが見えてきました。 

貴重な機会を設けて頂きまして有り難うございました。資料などを順番に読み上げるのも大事ですが、もう少し各

シートで一番言いたい事などを強調して頂けると、さらに良かったかもしれません。生意気な意見で申し訳ござい

ません。感謝です。 

貴重な時間をありがとうございました。 

教科書などではない内容を聞けて尚且つ質問をする場を設けていて貴重な１時間になりました。また私は質問を

できなかったのでまだ知識不足だなと感じる会になりました。 

現在や、未来の国の取り組みが良くわかって有意義だった。 

言葉が難しいことが多かったのでもっと噛み砕いた説明だったら誰しもが理解しやすいと思った。 

高校の時クリエイト部に参加していたので自然環境に興味があったので色々しれてよかった。 

国内の環境の現状、課題、対策、それらを通した未来の目標を細かく知ることが出来ました。より環境について

調べ、個人でできる環境課題への対策をしていきたいと思われました。 

今まで聞いた事ない内容を聞く事ができてとても良かったです。 

今回は満足のいく形での参加ではなかった為また機会があれば、参加してみたいと感じた。 

今後もこの様な企画お願い致します。 

今後もこの様な企画をお願い致します。 

私は地球環境、特に地球温暖化に興味があるので、とても面白かったです。 

お父さんも興味あるので家帰ったからお話しました！！貴重な経験をありがとうございました。 

自分ではわからない内容を沢山学べ、普段調べないような細やかなことを知れてよかった。 

自分の興味ある分野の深いところまで学べた。 

自分の視野では見られなかった観点からSDGについてしることができてよかったです。ありがとうございました。 

自分の知らなかった事を知れていい経験を学校でさしてもらえました。 

自分の調べた事では知らない事が今回の担当者の方々から詳しく聞けたよい機会だと思いました。 

質問に対する回答が抽象的と感じた。具体的事例で返答された方が良い。 

少ない時間ながら、全体を俯瞰できました。大変ありがとうございました。質問もさせて頂きましたが、都市部へ

の野生動物侵入などのアーバン・アニマル問題は深刻な状況にあり、それが生物多様性保全に対してのネガ

ティブな要因にならないよう、施策が必要ではないかと考えております。また、本来の保全が活動は自然に対し

て積極的に人の手が入ることを想定しているため、野生動物の行動も変わる可能性がありますが、そうした方面

での科学的知見の集積も急務であると感じております。今後の動向を注視して参りたいと思います。 

凄く新たな発見が多かったです。ためになる貴重な時間をありがとうございました。 

大学の講義だけでは分からなかったことが環境白書執筆に携わった方から詳しいお話を伺うことができてよかっ

た 

知らないことが多く、授業で習っているものはもんの一部に過ぎなかったんだと感じました。 

内容がまだ理解しきれずで自分の知識が足りないと感じました。 

内容が豊富なため開催時間を長くしていただければと思います。 

日常的に聞くことができないような単語や情報を聞いて難しいなと感じましたがとても有意義な情報を聞けたりで

きたのでとてもためになりました。 
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年々、地球温暖化や気候変動が増加しているように感じる。それにより、各地域で雨による災害が多くなってい

ると思う。どうしたら地球温暖化などを改善していけるかを考えていきたい。 

白書を読む会は、pdfに書いてあることのみの説明で補足や具体例などがほとんど無いような状態だったのでわ

かりづらく、想像しづらかった 

普通に過ごしていたらあまりみる機会のないものをわかりやすく説明していただきありがとうございました｡ 

分かりやすい説明でありがたかった 

勉強不足な部分が多々あったので、今回の資料にもう一度目を通し復習しつつ、環境について考えていきたいと

思います。ありがとうございました。 

本日の会において、普段あまり聞くことの無いバイオマスにおいても目標が掲げられており、国に頼りきりではな

く、私たちの日常生活も環境に適応した生活にする必要があるのだなと感じました。 

本日はありがとうございました。 

思っていたより地球温暖化が深刻なことがわかりました。いずれみんなで一丸となって地球温暖化を止めれたら

なと思いました。 

本日は貴重なお話をしていただきありがとうございました。環境に対する新たな取り組みを知ることができ、非常

に有意義な時間となりました。 

230921 

ESD 

ﾈｯﾄﾜｰｸ

ﾌｫｰﾗﾑ 

ESDについて多方面からの発表があり、とても勉強になりました。ありがとうございました。 

ありがとうございました。どこの学校でも総合的な学習は実践しているのに、なぜＥＳＤが広まらないかということ

については、私も疑問に感じているところでした。教員の異動による取組の衰えということも話題に上がっていま

したが、取組だけではなく、教員の異動のたびにＥＳＤの考え方から始めなくてはならないジレンマを感じていま

す。 

クラウドファンディング、興味高めました。SDGs・ESDについてもっと学ばなければ…VS働き方改革 行政・現場・

企業など今後よりよい社会になるために意見を交わし話を聞くのはたのしかったです。 

各講師からのお話は想像以上の素晴らしい取り組みが紹介され大変良かったと思います。 

学校・行政・企業等がつながっていくことでESDをより深く広く推進していけると感じました。たくさんつながりをもっ

て現場での活動を支援していきたいと思いました。ありがとうございました。 

学校だけでなく、地域の団体や企業の取組も知ることができてよかった。 

学校に対して学習材やコンテンツを提供する団体側の交流という観点で、期待される効果があったと思います。

後は文科省側の参加もあれば、より議論が深まるかと思います。 

九州地方との共通の課題感覚が多数あることがわかり、意見交換のパートでも同様の感覚を持ちました。 

地域の実践者の皆様のご活躍を祈念いたします。 

生徒・子どもの主体性を活かしてSDGsを自分事にして、地域の人たちを巻き込んだ実践例・事例の紹介があっ

て感銘しました。特に企業の実践は目を見張るものでした。最後の拠点での話し合いがみなさんの本音も出て

内容が濃く面白く思いました。拠点でない外部の人の意見が新鮮で内部の人の意識が変わることがあるように

思えた。 

本音トークの時間の設定が良かった。 

これからに有効で必要な学術的な知見が浮かびあがる工夫 

231118 

ESDダイ

アログ 

ESDはいままで聞いたこともない単語だったけど今回の講演でSDGsとはまた違う重要性やそのESDや自分たち

の地域と自然との向き合い方を他人事ではなく自分事として学べることが良かったです。他にも私がまだ知らな

い遠山郷エコジオパークフィールドスタディの魅力や身近であまりわかっていなかったジオパークや他県・周りの

ジオパークのおもしろさを知れてとても有意義な時間になりました。この講演を通して知ってそうで知らなかった

長谷の地域的な重要性や大鹿村の大鹿歌舞伎など地域の人々が一丸となって盛り上げていく心にのこる話が

たくさんありました。ありがとうございました。 

たくさんの地域の事例を知れて有意義な時間だった 

遠山郷エコジオパークフィールドスタディでは天文学の「隕石は宇宙からの手紙」というのがすごくきになるので

こういうのにも積極的に参加したいです。あと中学3年生のやっていたかぶきのようなものは私すきなのつづけ

てほしいと思いました。 

今日色々な人の発表を聞いて色々な事を知れて良かったです。僕たちの発表はとうがらしのことを話しましたが

緊張しなくとても気軽に発表できてとてもうれしく思います。 

自分はジオパークは意識したことがなかったので、これから意識していきたいです。活動報告では地域によって

いろいろな文化があり、文化で地域を盛り上げるということは参考になりました。南アルプスの山はたくさんの山

があり、山を守るための活動を大切にしえいることが分かりやすかったです。 

自分自身ずっと長野県に住んでいるのですが、全然知らなかった事や長野県がこんなにSDGsに取り組んでいる

ことを知りました。まだまだ知らないことがたくさんあると思うので、どんどんこのような会に参加していこうと思い

ました。 

色々な方々の発表を聞いて新たな考えを感じられました。 

中学生や大学生の取り組みとその成果の報告にたいへん感動した。 

230829

学 び 合

い① 

お二方からの現在進行形の知見をいただき、刺激と学びの機会を得ることができました。 

開催前に先生の発表資料を公開していただけまｓと、内容をより理解しやすいと思います。 

合意形成は大変な事を改めて認識した 

若手にフロントランナーになりたいと考えている人が見あたらないのが心配 
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初めて気候変動教育と言う言葉を知ることになりました。内容が気候変動問題に留まらない、社会課題あるいは

SDGsそのものであると認識しました。そういう意味でチャットで気候変動教育の名称が適切かと投稿しました。

無知な者が勝手なことを言ってしまったのですが、社会に広まっていくにはネーミングも大切だと思います。講演

終了後に佐藤先生座長の資料を勉強させていただきました。 

理論的な背景をたくさんお話いただき、実践の参考になりました。情報量が多かったので、後程いただいた資料

も参照しながらふりかえりたいと思います。 

話にしっかりついて行けず、消化しきれていないです。 

特に佐藤先生は早口だったので。。 

230904

学 び 合

い② 

今回の気候変動だけに限らず、学校教育が社会に開かれて連動していける場となり未来を語りあえると素晴らし

いことが伝わり希望が持てました。（元教員） 

今回初めてこのプログラムに参加しました。 

私は子どもが自分らしく豊かに育つことを目的にNPO活動をしておりますが、子ども達が住むまちや環境につい

ても大切に考えています。それを子どもと話せる時間があるといいなとも考えております。実践編でとても有意義

なお話でした。感謝申し上げます。 

 

《参考》回答者の属性の集計結果 

 

 

 

●年齢　　※一部催事で設問設定なし

１０代以下 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 設問なし※ 不明
240214北勢フォーラム
(n=33)

1 3 1 7 6 8 5 2

231106ローカルSDGsセミ
ナー(n=11)

0 3 2 5 1 0 0 0

231219信州の森フォーラ
ム(n=16)

0 2 0 6 3 3 2 0

240213中部カンファレンス
(n=40)

0 3 8 8 16 4 1 0

230701白書を読む会
(n=105)

0 0 0 0 0 0 0 105 0

230921ＮＷフォーラム
(n=10)

0 0 0 0 0 0 0 10 0

231118ESDダイアログ
(n=16)

6 2 0 1 2 2 2 1

230829学び合い①
(n=11)

0 0 1 2 3 2 2 1

230904学び合い②
(n=6)

0 0 0 0 3 2 1 0

231125実践セミナー
(n=4)

0 0 1 0 1 1 1 0

EPO業務・計(n=100) 1 11 11 26 26 15 8 2

ESD業務・計(n=37) 6 2 2 3 9 7 6 2

全体(n=137) 7 13 13 29 35 22 14 4

EPO
業務

ESD
業務

●所属先　　※一部催事で設問設定なし

NPO・NGO・
任意団体

企業・事業
者

行政機関
学校・教育
関係

学生 その他 設問なし※ 不明

240214北勢フォーラム
(n=33)

7 7 6 0 1 10 2

231106ローカルSDGsセミ
ナー(n=11)

0 0 11 0 0 0 0

231219信州の森フォーラ
ム(n=16)

2 5 6 1 0 2 0

240213中部カンファレンス
(n=40)

1 29 6 0 2 1 1

230701白書を読む会
(n=105)

0 0 0 0 0 0 105 0

230921ＮＷフォーラム
(n=10)

0 0 0 0 0 0 10 0

231118ESDダイアログ
(n=16)

1 1 4 1 7 2 0

230829学び合い①
(n=11)

1 3 0 2 0 4 1

230904学び合い②
(n=6)

2 1 1 0 0 2 0

231125実践セミナー
(n=4)

0 0 0 2 0 2 0

EPO業務・計(n=100) 10 41 29 1 3 13 3

ESD業務・計(n=37) 4 5 5 5 7 10 1

全体(n=137) 14 46 34 6 10 23 4

EPO
業務

ESD
業務
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●活動分野のSDGs　　※一部催事で設問設定なし

1. 貧困をなく
そう

2. 飢餓をゼ
ロに

3. すべての
人に健康と
福祉を

4. 質の高い
教育をみん
なに

5. ジェンダー
平等を実現
しよう

6. 安全な水
とトイレを世
界中に

7. エネル
ギーをみん
なに、そして
クリーンに

8. 働きが
いも経済
成長も

9. 産業と技
術革新の基
礎をつくろう

10. 人や国
の不平等を
なくそう

240214北勢フォーラム
(n=33)

4 2 4 6 5 4 7 5 5 8

231106ローカルSDGsセミ
ナー(n=11)

4 4 5 6 4 4 8 5 5 5

231219信州の森フォーラ
ム(n=16)

0 1 4 2 2 3 9 4 3 3

240213中部カンファレンス
(n=40)

2 0 2 3 5 5 26 11 13 3

230701白書を読む会
(n=105)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

230921ＮＷフォーラム
(n=10)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

231118ESDダイアログ
(n=16)

0 0 1 4 0 1 0 0 0 1

230829学び合い①
(n=11)

0 0 3 6 0 1 5 0 2 0

230904学び合い②
(n=6)

0 2 2 3 3 0 3 1 1 1

231125実践セミナー
(n=4)

1 0 1 2 1 0 1 1 0 1

EPO業務・計(n=100) 10 7 15 17 16 16 50 25 26 19

ESD業務・計(n=37) 1 2 7 15 4 2 9 2 3 3

全体(n=137) 11 9 22 32 20 18 59 27 29 22

EPO
業務

ESD
業務

11. 住み続
けられるまち
づくりを

12. つくる責
任、つかう責
任

13. 気候変
動に具体的
な対策を

14. 海の豊
かさを守ろう

15. 陸の豊
かさも守ろう

16. 平和を
公正をす
べての人
に

17. パート
ナーシップで
目標を達成
しよう

設問なし※ 無回答

240214北勢フォーラム
(n=33)

12 8 13 12 10 3 10 11

231106ローカルSDGsセミ
ナー(n=11)

8 8 9 6 8 4 7 1

231219信州の森フォーラ
ム(n=16)

10 2 10 5 10 2 4 0

240213中部カンファレンス
(n=40)

10 9 26 17 13 1 7 3

230701白書を読む会
(n=105)

0 0 0 0 0 0 0 105 0

230921ＮＷフォーラム
(n=10)

0 0 0 0 0 0 0 10 0

231118ESDダイアログ
(n=16)

8 5 5 2 7 0 2 4

230829学び合い①
(n=11)

4 5 6 4 5 0 4 1

230904学び合い②
(n=6)

2 4 3 4 4 2 3 0

231125実践セミナー
(n=4)

2 1 2 0 0 0 1 1

EPO業務・計(n=100) 40 27 58 40 41 10 28 15

ESD業務・計(n=37) 16 15 16 10 16 2 10 6

全体(n=137) 56 42 74 50 57 12 38 21

EPO
業務

ESD
業務
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